









































ようこそ黒椿屋へ！




～根暗男子は最強彼氏になりました～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　抜けるような青空は真夏らしい陽ひ射ざしに溢あふれ、楽しげな歓声があがる明るいプールサイドに似つかわしい。広く大規模なプールは水の中もプールサイドも華やかな色で満ちている。

　水着に着替えた胡桃くるみとクラスメイトの花か梨りんが目指す場所には、そんなキラキラした明るい光とは真逆の陰いん鬱うつとした影を放つ人物がちんまりと膝ひざを抱えて体育座りをしていた。

　黒いパーカーを羽は織おる鬱うつ陶とうしい前髪と黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのその人物は、クラス一の地味男子、月つき瀬せ柊しゆう夜やだ。

　賑にぎやかな雰ふん囲い気きの中、明らかに異彩を放っている。堂々とした異質ぶりだ。

「月瀬、相変わらずぶれない地味さね」

　感心したように胡桃の隣で花梨が呟つぶやく。

　花梨の水着は、ショートパンツタイプの白いビキニで露ろ出しゆつ度どは高いが、背が高くスタイルの良い彼女にはとても似合っていた。

　ただしコスプレと二次元をこよなく愛する花梨は、なんとかというキャラクター愛用のグッズの、不自然なほど大きなサングラスを頭の上に載せており、そこが明らかに異彩を放っている。

　花梨もぶれないオタクぶりだ。

「おおっ、胡桃ちゃん！　超可か愛わいい!!」

　柊夜の隣に立つ咲さき畑はた優ゆう樹きがこちらに気がついて手を振りながら笑う。

　咲畑の茶色に染めた髪も耳のピアスも高い背も、プールで見るといつもよりも一層チャラく見えてしまうのはなんの効果なのか。チャラ男指数絶好調である。

「胡桃ちゃんの水着、可愛過ぎるんじゃね？」

「でっしょ～！　おだんごにした髪の毛とかこの水着とか、『スプラッシュ！』の蜜み柑かんちゃんみたいでテンション上がるわぁ」

　花梨が咲畑の言葉に食いついて目を輝かがやかせる。

　胡桃の水着は親友の望の愛あに選んでもらったものだ。

　可愛らしさと上品さが同居しているセパレートタイプの水着は、小こ柄がらで華きや奢しやな胡桃によく似合っているし、クルクルと巻いて高い位置でおだんごスタイルに結んだ髪型は、顔の小ささが一際目立ち、本当にアニメから飛び出てきた美少女のようだった。

「ほら、柊夜も拗すねてないで見てみろよ。めっちゃ可愛いから！」

「月瀬、拗ねてるの？　なんで？」

　咲畑と花梨の声にチラッと視線だけを上げた柊夜は、またすぐに俯うつむいて憮ぶ然ぜんとした声で言った。

「……優樹にはめられた」

「はめてねえじゃん。マジでシャイだな柊夜は」

　シャイで片づけられる感じではないが、咲畑は軽く流す。一方の柊夜は唇くちびるを少し尖とがらせてもう一度ぼそりとこぼす。

「はめられた……」

　頑かたくなな態度を崩くずさない柊夜がこんなに華やかな場所に来ているのは、夏休みに入る前の、終業式の日の約束のせいだ。
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　一学期最後のホームルームも終わり、いよいよ夏休みが始まるという解放感に満たされた放課後の教室は、部活や用事のない数人の生徒が残るだけののんびりと、それと同時にそわそわとした空気に満ちている。

　そんな浮うわついた雰囲気の中、窓際の席に座る胡桃は射し込む明るい光の中で「ごめんなさい」と告げてから、そっと視線を机に落とす。

　いつでも上品で大人しく、丁てい寧ねいな言葉遣いの胡桃が見せる憂うれいの様子は、西洋絵画の美少女モデルのようにも見える。

「え～、行こ～よ～、胡桃ちゃんいないと俺たちも楽しくないからさ」

　断る胡桃の言葉など聞いていないのか、しつこく誘さそっているのはズカズカと教室に入ってきた上級生三人だ。

「俺たちとなら絶対楽しいって。夏なんだから海だろ？　な、行こうよ」

　そう話しかける三人は派手な容姿をしている。

　茶色に染めた髪や着崩した制服は、どこかホストのような艶つやと湿しめり気を放っており、囲まれている胡桃は不快感を覚えていたが、そんなことをおくびにも出さず小首を傾かしげながら困惑の笑みを浮かべていた。

　そんな天使のように可愛らしい彼女だったが、心の中ではこんなことを叫さけんでいた。

（いやいや、だから行かへんって言ゆうてるやろ！　断ってるのにしつこいねん。人の話を聞きなさいって小学校で教わらへんかったんかいな！）

　そう、学校の誰もが見み惚ほれる美少女の本性は、非常にがさつで腹黒関西弁の裏がある残念美少女であったのだ。

（てか、あの人、めっちゃ見てる気がするねんけど！）

　斜ななめ前の席で帰り支じ度たくをしていた柊夜の視線が、矢のように射抜いてくるのを感じて胡桃は思わず窓の方へと顔を向けた。

（あたしが睨にらまれてますけど！　とばっちりやんな？　これって、あたし悪くないやんな？）

　背中にひやりと嫌いやな汗が浮かぶ。

　胡桃が男子に親しげにされると、柊夜はいつも「警けい戒かい心しんが薄い」と苦言を呈ていしてくるが、それがヤキモチなのか単なる注意なのか、胡桃には今だに判断できないでいた。

　ただ柊夜の機嫌が悪くなることがはっきりとしているだけに、絶賛向けられている視線が痛くて仕方がない。

「ねえ、胡桃ちゃ～ん。俺らの話、聞いてる？」

　髪を茶色に染めた背の高い上級生が、無ぶ遠えん慮りよに胡桃の腕に触れようとした瞬間、彼の腕はがっしりとつかまれた。

「あの……いい加減、迷惑です。俺の彼女ですから、そういうのは遠えん慮りよしてください」

　先せん輩ぱい男子の腕をつかみ、はっきりと告げたのは、柊夜だった。

　成り行きを見ていた数人のクラスメイトの女子が「キャッ」と小さな声を上げ、胡桃に話しかけている上級生は言葉を失い、教室内が一瞬シンとする。

　柊夜の言葉に息を止めたのは、胡桃も同じ。

（お、俺の……か、彼女って！！！）

　沸ふつ騰とうしたお湯のように蒸じよう気きが耳から噴ふき出しそうになり、反射的に耳を押さえてしまう。

　ドクドクドクと胡桃の耳の中ではすごい心臓の音が響ひびいている。

　こんな衆しゆう目もくの中で「俺の彼女」と言われたことが、とてつもなく恥はずかしくて、そしてどうしようもなく嬉うれしく、胡桃の頰ほおは色付く。




　胡桃と柊夜は、先月末にあった体育祭の後に付き合うこととなり、晴れて「彼氏」と「彼女」の間柄となった。

　しかし容よう姿し端たん麗れいにして楚そ々そとした上品な振る舞いをする胡桃は、学内の有名人にして男女問わず憧あこがれの的まとであり、数あま多たの告白を断ってきた高たか嶺ねの花、ある意味聖域のような存在だ。

　その聖域を打ち壊した相手がどこからどう見ても地味で目立たず『根暗コーヒーゼリー』のあだ名を持つ根暗男子だったことは、学内を震しん撼かんさせる出来事として今なお話題になっている。

　そして、存在感ゼロの地味な柊夜より自分に自信のある男子は、胡桃に絡んでくるという迷惑事案がここ最近発生しだしていたのだ。




「てめっ！　触んな、手を放せよ。おまえみたいな地味なヤツが胡桃ちゃんと似合うわけねえだろうが。分ぶんを弁わきまえろよ！」

　荒々しく手を振りほどいた上級生がそのまま柊夜の襟えり首くびを捻ひねり上げたから、胡桃は腰を浮かせたが、そこに別の女子の鋭するどい声が割って入った。

「悪いけど先輩たち如ごときじゃ月瀬に太た刀ち打うちできませんよ。月瀬、こう見えてめっちゃ男前ですから」

　見ている女子たちがその言葉にしきりに頷うなずく。

　それはクラスメイトの泉いずみ花梨の言葉。

　眼鏡に三つ編み姿の花梨は少し地味な印象があるが、背が高く凜りんとした姿と威い圧あつを感じさせる言葉に、上級生は一瞬たじろぐも、すぐに眉まゆを吊つり上げ花梨を睨にらみ付けた。

「うっせえ、地味女は黙だまれ！　ブスのくせに口出しするんじゃ……ん？　あれ？　おまえ、結構キレーじゃん」

　印象は地味だが、間近で見れば花梨の顔立ちは美人だとすぐわかる。キリリとした意志の強そうな瞳と整った唇は、派手さはないけれど充分に魅力的だった。

　早さつ速そく目を付けた上級生の一人がニヤリと口元に歪ゆがんだ笑みをはりつけて、花梨へと迫せまる。

「俺、結構好みだわ。おまえの名前は、なんて言うんだ？　遊びに行こ──んあっ!?」

「先輩、うちのクラスの女子を怖がらせないでくださいよ～」

　にへらっと笑いながら、花梨を誘う上級生の肩をつかんだのはクラス一のイケメン男子、咲畑優樹だった。

「悪いっすけど、胡桃ちゃんたちは俺らとの先約があるんで遠慮してくださいよ。な、柊夜」

　は？　と声を上げた柊夜の脇わき腹ばらに花梨が容よう赦しやなく肘ひじを打ち込むと、グッと呻うめいてから黙だまった。

「俺たちと遊ぶ予定でいっぱいなんで、先輩方、すみません。他の子を当たってくださいね」

　軽く言う咲畑だが、この場を譲ゆずる気はないとばかりに花梨と胡桃の前に立ちはだかっている。

　どうやら勝ち目がないと悟さとったのか、舌打ちをした上級生たちは何度か柊夜と胡桃を見比べ、やがて諦あきらめたのか「つまんねえの」と捨て台詞ぜりふを吐はいて教室から出て行った。

「……悪かったな、優樹」

　静かになってから柊夜が咲畑に謝あやまる。

　一方的に柊夜に懐なつく咲畑は、自称柊夜の親友を名乗っている。最初は拒否していた柊夜だったが、今は咲畑とそれなりに付き合うようになり、下の名前の『優樹』で呼ぶようになっていた。

「遠慮するなよ、マイベストフレンド。で、予定どうする？」

　一昔前の歌詞のような単語を平然と口走りながら、サラッと咲畑が予定を尋たずねてくる。

「……は？　予定ってなんだ？」

「だから遊ぶ予定だよ。夏といえばまずプールだろ。それから遊園地は……暑いか。でも行っちゃうか？　花梨はどう思う？」

「なんで私も行くことになってんの？　面倒くさいし、行かない」

　スッパリと断る花梨に咲畑はすかさず特大の飴あめを与える。

「あそこのビッグプールでやる、『スプラッシュ！』の声優が来るコラボイベントのチケット、俺、もらったんだけど」

「行くわ」

（はやっ！　決断はやっ！　花梨ちゃん、完全に釣つられてるやん！）

　啞あ然ぜんとする胡桃と柊夜を置き去りに、花梨は「イベントの日は三日ね。じゃあその日にしましょう」とグイグイ勝手に予定を決めていく。

「というわけで決まりね。優樹と二人なんてイヤだから、胡桃ちゃんと月瀬も一緒に行くわよ。あのウザイ三次元を追っ払った代だい償しようとして付き合ってもらうから」

　見返りを要求されてしまった。

　どうやら、全ては決定事項のようで反論は受け付けられないらしい。

　こうして胡桃たちの明るい夏休みは始まった。
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　大きなプールでは人工的に起こす波が始まったらしく、一層大きな歓声が上がった。

「あー、もう時間だわ。月瀬はここに置いてコラボイベントに行きましょう。優樹、チケットは忘れてないでしょうね」

「持ってきたぜ。並ぶかもしれねえし、パーカー着て行けよ」

　腕に掛けていた自分のパーカーを咲畑は花梨へと投げて渡す。

　実は咲畑と花梨はいとこでありながら、家同士の都合で高校を出たら結婚させられることになっている。

　花梨の家はあやかしを祓はらう呪じゆ術じゆつを専門にしている『呪術四し家け』と呼ばれる家系なのだが、咲畑があやかしを一切寄せ付けない特異体質をしているため、非常に便利なその能力を取り込もうと花梨の婚約者に決めたのだ。

　その話を聞いた時には、驚おどろきばかりで信じられなかった。

　学校での二人には何も接点がなく、花梨は「男は二次元でいい」と明言するほど男子に興味などなく、一方の咲畑は、女子はみんなカッコイイ俺様の彼女、とでも思っていそうな自信家ナルシスト。

　二人が交わる共通項など見つけることができない。

　けれど知ってしまえばわかる。

　彼は花梨を大切にしていて、気軽に声をかける女子とは一線を画す想いがあるように見える。

（人は外から見ているだけではわからんもんやなぁ）

　胡桃は近頃、そんなことを実感してしまう。

　咲畑と花梨のことだけではなく、自分自身も裏表があるし、目の前の地味で根暗そうな柊夜にも裏の姿がある。

　夜の柊夜の艶あでやかな姿。

　豪ごう奢しやな花が甘い蜜みつを滴したたらせるような妖よう艶えんな柊夜を、ここにいる三人以外、クラスの誰も知らない。

「胡桃ちゃんはどうする？」

　咲畑に聞かれて胡桃は少し眉を下げて困った表情をしてみせる。

「私は月瀬君と一緒にいます、どうぞ楽しんできてください」

　オッケーと軽く告げた咲畑と花梨は、特設のイベント会場へと向かって行った。

　二人の背中を見送ってから胡桃は柊夜へ話しかける。

「月瀬君、一緒にプールに入りませんか？」

　両手を胸の前で組んで可愛く首を傾かたむける。必殺、美少女のお願いポーズ。

　これをすれば男女問わずお願いを聞いてもらえる。腹黒い胡桃のザッツ常じよう套とう手段だ。

　しかし、胡桃の本性を知っている柊夜には効果ゼロのようだった。

　視線さえ上げることもなくボソリと呟いた。

「……こんな陽射しの中に出たら俺は溶とけて消える」

「えええ！　ほんまに!?　そ、そんなことが……さすが柊夜……溶けるんや」

「そう、だから無理」

「ウソだぞ、胡桃。人間が溶けるわけねえよ。柊夜もつまんねえウソつくなよな」

　思わず素すの関西弁に戻って驚く胡桃に、柊夜とは別の声がかかる。

　それは柊夜のパーカーのポケットから顔を出している青いぬいぐるみのクマだった。

「銀ぎん太たも来てたんや」

　自みずからしゃべって動くクマは、妖よう狐この銀太。夜になるとカッコイイ姿になるのだが、昼の間は愛らしいクマに封じられている。

　ポケットから身を乗り出して先の丸い可愛らしい両手をぶんぶんと振り回す。

「おう！　プールは初めてだから楽しみにしてたんだ。胡桃、一緒に遊ぶぞ！」

「ぬいぐるみやのに水に濡ぬれても大丈夫なん？」

「多分大丈夫だ！」

「多分って……まあええか。じゃあプール入りに行く？　柊夜も行こうよ」

「いやだ」

　即答で断られてしまい、ガクリと肩を下げた胡桃の後頭部に、どこからか飛んできたスイカを模もしたビーチボールが見事にヒットし、バイ～ンと少し間の抜けた音が響いた。

「なっ、痛っ！」

　驚いて顔を上げると、少し先でこちらを睨み付けている人物が目に入る。

　その相手に胡桃は目を見ひらく。

「あんた！　そんな破は廉れん恥ちな格好で兄さんを誘ゆう惑わくしているんだろう！」

　キリキリと眦まなじりを吊り上げてこちらに歩み寄ってきたのは、月瀬梛なぎ、柊夜の弟だ。

　彼は柊夜のことを、亡くなった母親の仇かたきと憎にくんでいたけれど、誤解が解けてからは何をどうこじらせたのか、重度のブラコンに陥おちいってしまい、事ある毎ごとに胡桃に突っかかってくる。

　柊夜が「俺、五ご條じようさんと付き合うから、彼女に何かしたら梛でも許さない。覚えておくようにね」と、若じやつ干かん黒っぽい笑顔で梛に告げた時の彼の表情ときたら。

　世界の終しゆう焉えんを見たハリウッド俳はい優ゆうでもこんな演技はできないだろうという迫はく真しんのガックリ感で膝をついた。

「おお……おお……神よ……」とまでは言っていないが、そんなセリフが背景に書き込まれていそうな絶望を見せた。

　こうして愛いとしの兄を奪った憎き仇としてロックオンされた胡桃だった。

「梛君！　どうしてここに……？」

「ふんっ、あんたが兄さんを誘惑するのを阻そ止しするために、僕は咲畑さんから情報をもらっているんだ。勝手はさせないから」

（咲畑ぁぁぁ！　情報漏ろう洩えいか！）

　チッと天使な美少女から舌打ちが洩もれる。

「今、あんた舌打ちしただろう。やっぱり兄さんを誘惑してたんだ」

「せっかくプールに来たから一緒に遊ぼうって誘っていただけなんです」

「兄さんはあんたとなんか遊ばないから。つまんない子供の遊びなんか兄さんがするわけないだろう。そんなに遊びたいなら仕方ない。僕があんたと遊んであげるよ。これだから女子と子供は手がかかるんだから、まったく」

　はあ、と呆あきれた息いきをつく梛の方が胡桃よりも二つ年下でまだ中学生だ。

　いそいそとした足取りで転がったボールを拾い上げた梛が、胡桃にスイカボールを手渡す。すると、すぐに銀太が柊夜のポケットから飛び出してピョンと胡桃の肩に飛び乗った。

「遊ぶならおいらも行くぞ！　あの波のプールがいい」

「バカだね、このクマは。まずはスライダーに決まってるだろう？　二人乗りの浮き輪で滑すべるから、特別にあんたを前に乗せてあげるし、クマも前に乗っていいよ」

「おいらが前か、やったあ！」

「ちょ、あの、え？」

　戸と惑まどう胡桃に構わず、梛は胡桃の腕をつかむと強引にスライダーのあるプールの方へと歩き出す。

　腕を引っ張られながら柊夜を振り返った胡桃は「んん？」と目をしばたたかせた。

　ちんまりと座る柊夜の隣に一瞬、小さいあやかしが見えた気がした。柊夜と同じように膝を抱えて並んでいるように見えたが、瞬まばたきを終えた時には、そんな姿は見えなくなっていた。

（気のせいか。そやな、こんな昼間にあやかしが見えるわけないわな）

　通りかかった誰かの影でも見間違えたのかもしれないと、胡桃は顔を戻して梛の背中に視線を向ける。

　まだ細くて背も高くない梛の背中はどこか楽しそうで、その気分に水を差したくなくて胡桃は抵抗を諦めた。

　見み目め麗うるわしい美少年の梛と、愛らしく小柄な胡桃は傍はたから見れば初うい々ういしいカップルに見えるのだろう。

　通りすがりに「まあ、可愛いカップル！」と子連れの母親たちの噂うわさ声ごえが聞こえた。

（せっかく柊夜と来たのに、残念やな）

　付き合ってまだ一カ月と少し。

　初めて誰かと「付き合う」ことになった胡桃は、付き合っても何が変わるのかよくわからないままだった。柊夜との距離も今までとさほど変わりはなく、どんな作法をすれば他の人たちのように仲なか睦むつまじい恋人同士になれるのかわからない。

　これが初めてのデートでもあるのに、結局遊べないままなのかと残念に思っていると、ふいにあいている方の腕を引っ張られ、足止めをくらう。

「梛、遊びたいなら銀太と行けばいい。五條さんを巻き込むな」

「しゅ、柊夜……」

　胡桃と梛の足を止めさせたのは柊夜だった。

　胡桃の肩に乗る銀太をガシッとつかむや梛の肩に乗せ、そのまま胡桃を自分の方へと引き寄せて歩き出す。

　背後で「ぬいぐるみとは二人乗りできないんだよお！」と叫ぶ梛の声がしたが、柊夜は完全に無視してグイグイと歩く。

「しゅ、柊夜……あの、どこへ？」

　問いかけても無言のまま。背中が怒っているように見えて胡桃は言葉を失う。

（何がアカンかったんや？　遊び断固拒否って感じやったけど、ほんまは遊びたかったんか？）

　グルグルと考えを巡めぐらせている内に、柊夜は波の打ち寄せる大きなプールに胡桃を引っ張ったままザブザブと入っていく。黒のパーカーを着たままで。

　子供やカップルなど人でいっぱいのプールの中を、柊夜は胡桃を連れたまま進んで行き、肩の辺りまである深い場所で止まると胡桃に向き合った。

　背の低い胡桃は波が来る度に口元に水が押し寄せて苦しくなったが、立ち止まった柊夜が胡桃の腰を抱き上げた。

「わっ！」

　いきなりのことでバランスを崩しかけた胡桃は、慌あわてて柊夜の肩に手をかける。

　腰に回された手に更に力が込められた。

「ねえ、わかってる？」

　あまりに密着した距離に鼓こ動どうが跳はねて体温が急上昇したが、胡桃よりやや低い位置にある柊夜の瞳が尖っていることに、違う意味でドキドキする。

（あわわ、なんか怒ってる……。やっぱり置き去りにしたから──）

「言っておくけど置き去りにしたことを怒ってるんじゃないから」

「う、ぐ」

　考えを見み透すかされて胡桃は喉のどを詰まらせた。時々柊夜には考えていることを見透かされてしまう。

「やっぱり……そんなことを考えていたんだ」

　呆れたように言ってから、柊夜は顔を傾けて額ひたいをコツンと胡桃の額に軽くぶつけた。あまりにも近づいた距離に胡桃は落ち着きをなくす。
















「俺、ヤキモチ妬やきだって言ったよね？　梛と手を繫つなぐとか……ありえない」

　怒っていると思いきや、嫉しつ妬としていたらしい。この違いが胡桃にはイマイチわからなくて戸惑う。しかも相手は中学生の梛なのに。

「な……梛君は柊夜の弟やのに？」

「弟でもイヤなんだ。それにそんな水着姿で……他の人も見てるのに」

　波が押し寄せて二人の体がふわりと浮く。




『──月瀬君ならこんなタイプが好きだと思うの、絶対に。これは落ちるわね、うふふふ』




　などと意外と策士な一面をチラ見せしながら望愛が選んでくれた水着を、柊夜はどうやら気に入らなかったらしい。

「ごめん……柊夜との初デートやって嬉しくて浮かれてて、よう考えへんかった。……こんな人の多い場所は柊夜、嫌いやんな」

　謝る胡桃に柊夜は瞼まぶたを伏せてから途切れ途切れに問いかけた。

「そう言う意味じゃ……。俺と出かけて、五條さんは嬉しいの？」

「嬉しいに決まってるやん。柊夜といつでも一緒にいたいって前にも言うたやんか。側そばにいられるだけで、すごく嬉しい」

　どうしてそんなわかりきったことを戸惑いながら聞いてくるのか不思議に思ったけれど、柊夜は「だから……」と再び不機嫌そうに呟いた。

「そうやって軽々しく煽あおるようなことを言わないで。俺……」

　──我が慢まんできなくなるから……。

　最後の柊夜の呟きは、ザブンと大きな波が押し寄せて、かき消されてしまった。
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　手を繫いで夜道を歩くなんて、大人の恋人のようだと胡桃はドキドキしてしまう。

　見慣れない柊夜の洋服姿、足運び一つ、ふわりと揺れる艶やかな髪の一筋、そんな些さ細さいなことにも胸がときめく。

　プールのあと、みんなでファミレスに寄り、ご飯まで食べてからの帰り道。

　長い日は沈しずみ、夜が辺りを黒く染めている。昼間の熱気をさらう風が火ほ照てる頰に心地良い。

　夜の柊夜は昼の地味さなど欠片かけらもなく、艶やかで妖艶な魅力を放つ。

　濡れた後、乱雑に乾かわかしただけの柊夜の髪は無造作に散らばっている。ただそれだけなのに、得も言われぬ色香が溢れ出し、胡桃の鼓動を乱れさせる。

　胡桃の住むマンションが見えてきたところで、おもむろに柊夜が足を止めた。

　どうしたのかと同じように足を止めた胡桃の手をゆっくりとほどいた柊夜が前を向いたまま静かに口を開いた。

「五條さん、この先……」

　言ったきり、しばらく沈ちん黙もくを落とす。

　シンと静まった夜道のどこかで、ジジッと虫が鳴き、その声に誘われたように胡桃は瞬きをする。

　何を言いたくて、何を言い出せないのか胡桃にはわからない。ただ柊夜が言葉を探しあぐねているのを見ていると、どんどん不安になってきた。

（この先って言うたで。きっと「この先はもう一緒にいられない」とか「この先は耐たえられない、我慢の限界だ」とかか？　やっぱり関西弁か？　腹黒いところか？　どこがアカンのや？　今日のプールの時のことやろか？）

　今や胡桃の脳内は最悪のゴールに向けて世界新記録も出せそうなスピードで全力疾走をしている。手をほどかれたことがマイナスの考えを後押ししている。

　夜の道は静かで辺りにひとけはない。ひとけはないが立ち止まった二人の足元には、群むれができていた。もちろん、あやかしの群れが。

　柊夜はあやかしを惹ひきつける体質で、それを利用してあやかし封じを行うのだが、夜に出歩くと、柊夜の色香に誘われて無数の「雑ざ魚こ」のあやかしが群むらがってくる。

　犬猫のようなものから、ネズミやトカゲっぽいモノ、果ては道路に似つかわしくない魚らしき姿のモノまで、よくわからないあやかしたちが集まる。

　今も「ギャイギャイ」と鳴きながらわんさか集まり、二人はすっかり包囲されてしまっていたが、柊夜は慣れたもので気にも留めていない。

　ふいと視線を胡桃のマンションへと投げた柊夜は、それから夜空を見上げながら口を開く。

「この先……俺と一緒に、黒くろ椿つばき屋やで住んでみないかって……言いたくて」

「うん、はっ？　……え？　ん？　え、えええ!?」

「──この先は一緒にいられない」などと、最悪の言葉が来ることを想定していた胡桃は、柊夜の予想もしない言葉に、喉の奥で息を詰まらせ盛大に仰のけ反ぞってしまった。

　そんな胡桃の姿を見た柊夜の目がサッと凍こおる。

「ごめん……こんなことイヤだよな。いくらなんでもあやかしと常つねに一緒にいるのなんて無理だよな」

　ただ、とトーンを落とした柊夜が胡桃へ顔を戻して一つ、瞬きをする。

　どこか悲ひ哀あいを帯びた瞳に囚とらわれた胡桃は、指先一つ動かすこともできなかった。

「五條さんが一人で暗い部屋に帰ることに毎回胸が痛む。五條さんがあの部屋に一人で住んでいるなんて考えたら、俺は無性にその手を引いて、強引に引き留めて抱き寄せたくなる」

「抱きっ!?」

「だからつい気持ちだけが先走ってしまって……ごめん」

　伏せがちになった眼鏡の奥の瞳が、柊夜の不安を表しているように見えた。

　いつも話に割り込んでくる銀太は、やはり水に濡れたのがダメだったのか、ぐんにゃりとなり、柊夜のカバンの中で眠っている。




　胡桃の父は数年前に再婚をし、婿むこ入いりした。

　相手の家は日本でも有名な老舗しにせ商社で、言葉も生活習慣も親族の付き合いも、その全ての環境の違いにどうしても馴な染じめなかった胡桃は、家から遠い場所の高校を選び、一人暮らしを希望した。

　継まま母ははである香か苗なえが用意してくれた分ぶん譲じようマンションは、「五條家の娘が住むのに恥ずかしくないレベルを用意したの」と、相当グレードの高い高級マンションだった。

　生活に不自由のないように掃除洗せん濯たく食事の準備までしてくれる通いのハウスキーパーさんも雇やとってくれているが、一人で住むには広すぎるマンションの部屋は持て余しているし、確かに一人きりの部屋は寂しくないとは言えない。

　それでも広くて豪奢でそれでいて冷たい空気の満ちる五條の家に住むよりは、ずっと自由に呼吸ができていたから、寂しいことなど気にしないように過ごしてきた。




　柊夜が胡桃以上に、孤独な時間を気にかけてくれていたことが嬉しくて、心の中に灯りが灯ともる。嬉しい気持ちがジワジワと身に染み込んで視界が全て薔ば薇ら色いろに染まる。

　一緒に住むということより、一人きりの部屋から連れ出してくれようとする柊夜の温かさが胡桃の心を包む。

　今すぐ柊夜と一緒に走って行きたいほど気持ちが浮き上がっているのに、即答できない、まだ子供の自分がもどかしい。

「柊夜……」

「あの部屋に帰したくないって思うのは、単なる俺のわがままだ。わかってる。でもずっと側にいて欲しいって、そんなことを望んでいるのは……俺だけかな」

　ふいと言葉を止め、柊夜は視線を落として足元を見み遣やる。

　つられるように視線を向けた胡桃は、小さく溜ため息いきをこぼし、それから笑った。

「あたしも柊夜ともっと一緒にいたいって思ってる」

　勢いよく顔を上げた柊夜の目がいくらか大きく開かれる。

「でもな……」

「……でも？」

「でもな、やっぱりここは落ち着かへんから脱出するで！」

　立ち止まっている間にもあやかしたちは休みなくわさわさ集まり、足元では大だい渋じゆう滞たいが起きていた。

　後ろの方から飛び込んで来て、他のあやかしに跳ね飛ばされたふりで柊夜にくっつくヤツもいる。

（当たり屋みたいなヤツがおんねんけど！　あれ、計算してやってるな）

　慣れた柊夜は気にしていないかもしれないが、胡桃は非常に気になって仕方がない。最近はよく見えるようになったせいなのか、集まるあやかしの数も初めの頃に比べてとても多い。

　時折、大混乱が起きて、あやかしの将棋倒しが発生することも少なくない。今も危険なほど集まってきている。

　とにかく、こんなところで大切な話をしようにもできないではないか！

　胡桃はおもむろに柊夜の手を引っ張るや、足元に群がる小さなあやかしたちを踏ふまないように囲いを突破する。

　その途端に「キュイィィィィ！」と一いつ斉せいにあやかしから悲鳴にも似た声が上がる。多分、「待ってぇ～！　柊夜さまぁ！」「柊夜様が奪われたわ！」とアイドルを追いかけるファンのような感じなのだろう。

　間近に迫っていた胡桃のマンションのエントランスに二人して駆かけ込み、追いかけてきているあやかしを振り返って胡桃は手を振った。

「ここからは入れませ～ん。君たちのアイドルは独り占めさせてもらうわな。羨うらやましいやろ、ふはははははは」

　どこの魔ま王おうだよと、突っ込まれそうな奇き妙みような高笑いを披ひ露ろうする胡桃に、人に招かれなければ建物に入れないあやかしたちが「キイキイ」と文句を言っている。

　愛しの柊夜様を返せ！　と言っているのだろう。

　そんなやり取りも意外と楽しくて、いつもよりも大量に集まっているあやかしたちが可愛らしく見える。

　エントランスの向こうではあやかしの大混戦。少しでも前に行き、柊夜に近寄ろうとしている。柊夜はまさに、あやかしのアイドルだ。

「五條さん、あやかしと同レベルで張り合うとか、ほんと……」

　バカだな、といつものように呆れられるのかと胡桃は肩をすくめたが、柊夜は意外な言葉を続けた。

「……可愛い」

「んぬっ!?」

　予想外の攻撃に珍ちん妙みような声を上げてしまった。

「バカな子ほど可愛いって言うけど、ほんと、おバカ過ぎて可愛い」

　言ってから柊夜は両手を伸ばして胡桃の体を包むように抱きしめる。

　シンプルな白いシャツに焚たきしめられているお香の匂においが濃こくなり、胸が痛いほど高鳴る。鼓動が伝わってしまいそうで緊張する胡桃は、大きく深呼吸をして告げた。

「柊夜……それって」

「何？」

「褒ほめてへんよな！　貶けなしてるやんな！　おバカ過ぎってなんやの！　いや、確かにあたしはアホやけど、過ぎるってなんすかね！」

　こんな公共の場所で抱きしめられて非常に焦あせっていた。

　内心は大型台風が上陸し、暴風警報が発令され、平常心は吹き飛ばされて大空の彼方かなたへと消え去っている。

　こんな状態になっていると悟られまいと悪あく態たいを吐つくが、最後の最後で「なんすかね」などと、どこの方言かわからないものが飛び出してしまった。

　いつだって柊夜は軽々と、胡桃の心を乱す。

　今だって抱きしめて軽く笑いながら、低く心地良い声で囁ささやいてくる。

「俺の気持ちは伝えたから……五條さん、一緒に住むことを考えてくれる？」

　そんなことを耳元で囁かれてドキドキしないはずがない。

　抱きしめられていなければ、膝から崩れ落ちてしまうだろう。

　無自覚に翻ほん弄ろうしてくる柊夜は、胡桃にとっては毒薬のように危険だ。

（危険過ぎますやん！　この人、取り扱い要注意!!）

　柊夜の腕の中で、そのうち血圧異常で倒れるんじゃないかと本気で胡桃は心配をする。

　それと同時に、どうやって親を説得しようかと、ドキドキとワクワクを詰めた風船を胸の内で膨ふくらませていた。
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　数日後の夜、胡桃くるみは『黒くろ椿つばき屋や骨こつ董とう店てん』を訪おとずれていた。

　黒椿屋骨董店。

　京都の町屋風の趣おもむきある建物の、その店で扱あつかう品物はとても不思議なものばかり。

　長い年月を経へて言葉を話すようになった置物や、あやかしを封じ込めた壺つぼや巻物、人に巻き付く帯や着物と、とにかく妖あやしげなものが店の中に溢あふれかえる。

　一いち見げんさんはお断り。店主の許可がなくては店に入ることさえ許されない。

　柊しゆう夜やは親元を離れてこの店で暮らし、人に害をなすあやかしを骨董品に封じる仕事をこなしている。

　その仕事、いわゆる『仕入れ』に胡桃は時々同行させてもらうようになっていた。

「一緒に行ってもええ？」

　胡桃が尋たずねると柊夜は少しだけ迷い、すぐに柔やわらかい笑みを浮かべた。

「今夜は危険なこともない仕事だから、いいよ」

　その優しい笑顔に射抜かれて胡桃は倒れそうになる。

　最初の頃には決して見せてくれなかった優しい笑顔が自分に向けられていると思うだけで、胡桃の気持ちは舞い上がる。

（ほんまに柊夜はずるい）

　笑顔一つでこんなにも舞い上がってしまうのが少し悔くやしい。

「では行ってまいります」

　店の奥、小上がりにしどけなく座る店主へと柊夜は頭を下げると、ユズリハはすぐに赤い紅べにを引いた口元を緩ゆるめて笑った。

　ユズリハが今夜身につけている着物は豪ごう奢しやな牡ぼ丹たんの柄がら。夏らしい白の生地に黒の牡丹が艶あでやかに咲き乱れて華はなやかで、超絶技ぎ巧こうで結ゆわれた髪に負けない豪華さだ。

「今こ宵よいは胡桃を連れて行くのかえ？　よう守ってやるがよい」

「もちろん、彼女は守ります」

　当然の如ごとく返す柊夜の返事にも、胡桃の頰ほおは染まる。

　いつになれば柊夜の一挙手一投足にドギマギせず、普通に接するようになれるのだろうか。いつまで経たっても慣れないような気もしてしまう。




　柊夜の言う通り、今夜の仕入れは危険のある仕事ではなかった。

　あやかしに取り憑つかれているのは、まだ十歳の女の子で、憑いているのは犬のあやかしらしい。

　人が近づくと吠ほえて威い嚇かくし、時には嚙かみついてくるからと、彼女は部屋に置かれた大型犬用の檻おりの中に閉じこめられていた。

　胡桃と柊夜が部屋に入ると、少女はすぐに唸うなりを上げて飛びついてきたが、柊夜は素早く「縛ばく！」と唱え、彼女の身動きを止めてから檻を開く。

　元々はとても愛らしい少女なのだろうが、歯を剝むき出しにし、四つん這ばいで唸る姿は、まさに狂犬そのものだった。

　柊夜はおもむろに眼鏡めがねを外し、激しく唸る彼女へと手を差し出す。

「さあおいで。俺が抱いてあげるから、怖がらずにおいで」

　匂におい立つほど艶やかな姿を見せる柊夜は着物の合わせ目をくつろげて、綺き麗れいな鎖さ骨こつを見せつけて笑う。

　少女の唸り声は威嚇の色を失い、ついさっきまで睨にらんでいた獣けもののような目が柊夜を熱く見つめる。

　艶やかな柊夜の姿を見るのは好きだ。

　抑えようもない色香を滴したたり落とし、鮮あざやかな色を醸かもし出す。こんなに綺麗で艶つやめいた人は、きっとどこを探しても他にはいないだろう。

　あやかしは柊夜の魅力に逆らうことなどできないのだ。

　けれど、こうしてその色香であやかしを誘さそい出し、封印する姿を見る度たびに胸にモヤモヤした雲が広がる。

　今も戒いましめの術を解かれた彼女の、酔よっぱらいのようにふらふらと柊夜に引き寄せられる姿に、チクリと小さな針が胸をつつく。

「さあ、いい子だ。おいで」

　誘われて遂ついに少女は柊夜の腕に寄り添う。

（ああああ！　あの子、うっとりしてるぅ！　いやいや、たった十歳の子供に対してヤキモチとかありえへんって。あたし、どんだけ心狭せまいねんな！）

　少女の頭から黒い靄もやを引きずり出し、懐ふところから取り出した小振りの壺に吸い込ませるや、「封！」と高らかに言い放つ。

　いつもと同じ手順で柊夜はあやかしを封じた。

　ガクリと意識を失い崩くずれ落ちる少女を抱き留め、柊夜はそっとベッドに運んで寝かせ付ける。

「犬の野や郎ろうは封印できたんだな」

　問いかけてきたのは、ぬいぐるみ姿の銀ぎん太た。

　胡桃の肩に座り、丸い手先をひょいと上げる。

「終わったみたいやね。銀太、今夜はこのままの姿なん？」

　夜は人の姿（耳と三本の尻尾しつぽつきだが）になれるのに、今夜は相手が犬だと聞き、「面倒そうだから、おいらはこの姿でいいや」とクマの姿のまま胡桃の肩に乗って見学していた。

　どうやら獣のあやかし同士では色々とあるらしい。

「おう、もう後は帰るだけだろ。それに胡桃の髪、ふわふわで気持ちいいから、おいらここが好きだ」

　丸い手先で銀太は器用に胡桃の髪をよじ登り、頭の上に座る。くすぐったくて思わず笑い声をこぼした。

「銀太、くすぐったい」

「柔らかいから、この中で寝たら気持ちよさそうだな」

「じゃあ今度寝てみる？」

　胡桃が言った途と端たんに柊夜の冷たい声が飛んできた。

「そこ、じゃれ合わない。銀太も封じるぞ」

「はあ？　おいらはただ胡桃の髪を触ってるだけだろうが。ふん、封じれるもんならやってみろってんだ」

　鼻息荒く言い放った銀太に、柊夜も大人げなく応戦を始める。




「我が息い吹ぶきよ、風となりかのクマを払い落とせ」




　唱えるや、突風が胡桃の肩を吹き抜け、銀太は後方へと飛ばされたが、あまりにも強い風圧に胡桃も衝しよう撃げきを受けて壁に頭を打ち付けた。

「五ご條じようさん！　銀太！」

　予想外のことだったのか、柊夜は慌あわてて駆け寄り、胡桃を抱き上げた。

「怪け我がは？」

　柊夜の瞳が揺ゆれている。心配と不安と、それから道に迷った人のような心こころ許もとなさを宿しながら胡桃を覗き込む。

「だ、大丈夫。ちょっと頭を打っただけやし。銀太は？」

　部屋の隅すみまで吹き飛ばされて転がってしまった銀太がむくりと起き上がり、ブンブンと手を振り上げて抗こう議ぎをした。

「ひっでぇ！　こんなぶっ飛ばすことねえだろうが。柊夜大人げねえぞ！」

「……違う、違うんだ」

　柊夜の表情が曇くもる。

　胡桃の肩をつかんでいる柊夜の手が、強こわばったように感じてイヤな予感が広がる。遠えん慮りよがちにおずおずと尋ねた。

「柊夜、どうしたん？　術、失敗したん？」

「この頃……力が不安定になるんだ」

「不安定？　どういうこと？」

　問いかけた胡桃に、しばし躊躇ためらいを見せたが、柊夜は沈しずんだ暗い声で訥とつ々とつと話し出した。

「時々、術の力が急に大きくなって制御が利かなくなることが……稀まれにあるんだ。それでもこんな簡単な呪じゆ術じゆつで暴走するなんて、今までなかったのに……。ごめん、二人とも……それに五條さんに怪我をさせてしまった」

「怪我やなんて、打っただけやし」

「でも守るべき人を傷つけるなんて……俺は……俺はどうしようもない」

　軽くふざけただけのことが、予想外の事態になってしまい柊夜はすっかり項うな垂だれてしまっている。

　柊夜は幼い頃、目の前で母親をあやかしに殺されたことがあり、そのせいなのか、誰かが自分のせいで傷つくことをとても恐れている。

　そのことを知っているから胡桃はいつもの常じよう套とう手段を披ひ露ろうすることにした。

　にっこりと天使の笑顔を浮かべて柊夜の手を握りしめる。

「心配ない。なんもなってへんよ。それより力が不安定なんやったら、ユズリハさんに相談してみたら？　なんか解決方法があるかもやし」

　好印象の笑顔を見せれば、ほとんどの男子はつられて笑顔になってくれる。

　しかし柊夜は相変わらず暗い目をしたままだった。

（あかん。やっぱり柊夜にはこの美少女スマイルが効かへんな）

　落ち込む柊夜をどうしたらいいのか、胡桃は次の一手を考えていたが、テクテクと歩いてきた銀太も項垂れる柊夜を心配したようだ。

「おいらも何ともないし、気にするなよ、柊夜。帰ったら庵あん主しゆ様に相談してみようぜ」

「銀太……」

　伏せていた顔を上げた柊夜が、銀太の無事な姿にホッと息を吐はき、薄い笑みを浮かべる。

（あ、笑った。銀太には笑いかけるのに……完敗や）

　今度は胡桃が項垂れた。

　そんな胡桃に気付かずに、柊夜は笑顔を浮かべたまま優しい声音で続ける。

「済まなかったな、銀太。無事でよかったよ。でも五條さんの髪に触るのは禁止だから、そこは反省して」

（こんな時にも注意はすんねんや！）

　柊夜のきっちりした（と言うべきかは微び妙みようだが）性格に胡桃は尊敬さえしそうになる。

　当の銀太は「えええ！　独り占めはずるいぞ」と両手を挙げながら抗議したが、柊夜の氷のような笑顔がにっこりと深まっただけだった。
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　それから一週間が過ぎた日、柊夜の不安定になる力の原因を探るために、黒椿屋にあやかし界の医師が来ていた。

　力の制せい御ぎよが失われるという不ふ穏おんな兆ちよう候こうの最初のきっかけは、担任の有あり馬ま先生に取り憑いたあやかしを消しよう滅めつさせた時だったそうだ。

　あの時、昼間なのになぜか力が出せたのだが、それを契けい機きとして、徐々に柊夜の力は強さを増していったらしい。

　そのうちに力も安定するだろうと軽く考えていた柊夜だったが、先日胡桃に怪我をさせたことで、このまま放っておけないと反省し、ようやくユズリハに相談をしたのだ。

　胡桃は息を殺して静かに見守る。

　小上がりの板間では、ユズリハが妖よう艶えんな唇を横に引いて笑みを作り、店の中に満ちている緊張感とは無む縁えんな様子でだらりと座る。

　座ざ敷しきわらしのリンも朧おぼろも部屋の片隅に集まり、神しん妙みような様子で成り行きを見守っていた。

　店に不似合いな安物のソファーに座る柊夜の手を握り、厳いかめしい顔を見せている男のあやかしに視線は集まる。

　オレンジの柔らかいランプの灯あかりに包まれていても、ピンと張り詰めた空気が重い。

　しばらく小難しそうに眉まゆを寄せていたが、やがて辺りを凍こおらせるような冷たい声が男の唇から落ちた。

「これは素晴らしい力だ。しかし……このままではいけない」

　男のあやかしの名は漣さざなみ。人の姿をしているが、一目で人間ではないとわかる。

　着ている物が平安時代の狩かり衣ぎぬに似た着物だとか、高い位置で結い上げた髪が薄青い白だとか、抜けるような白い肌の中にある瞳が深い湖のような青だとかそんなことではなく、彼の足元には氷の華が開き、長い髪の先が揺れる度にちらちらと氷の欠片かけらが輝きながら舞っているからだ。

　冷えた気を放つ彼の隣には、綺麗な女性が一人立っていた。

　彼女が柊夜の話を聞き及および、漣を連れてきたのだ。

　黒一色の服で包まれた体はしなやかで、赤いリボンを首に巻いているのがやけに強いアクセントになっている。肩の辺りで切りそろえたストレートの髪も黒、切れ上がった瞳も深い黒色をした彼女は、漣の隣で柊夜を見守っていた。
















　漣の言葉を緊張の面おも持もちで待つ胡桃は祈るように両手を握り合わせる。

　どうか悪い結果を告げないでと願いながら。

　柊夜の手を解放した漣はおもむろに立ち上がると、隣に佇たたずむ黒服の彼女に視線を流し頷うなずいてから、顔を柊夜へ戻して重々しく告げた。

「この力はこれから先、ますます強くなる。これは人間界で生きるべき力ではない。人に交わって生きるには大きすぎる力となっていく。もうあやかし界に行くしか術すべはないだろう」

　一度目を見開いた柊夜は、すぐに瞼まぶたを閉じて唇を嚙み締める。

　胡桃は血の気が引く音をはっきりと聞いた。言葉を失って立ち尽つくす。

（うそ……うそや。そんなん……）

　何か言いたいのに、言葉は形にならないうえに、唇は魔法でもかけられたように動かせず、呆ぼう然ぜんと柊夜を見つめることしかできない。

　目を閉じていた柊夜が、瞼を持ち上げて漣に射抜くような強い瞳を向けた。

「それはできない。俺はこの場所で生きていく。守りたいものや人がいる」

「守る？　その体で、その力で、何を守ると？　まさか、か弱き人間を守るなどと言うのではありますまいな」

　冷たく言い放つ漣は、唇を嚙み締めている柊夜から胡桃へと視線を走らせ、一瞬だけ蔑さげすんだ眼まな差ざしを見せた。

　まるで、──こんな小娘に関わるとは愚おろかな。

　そう言われた気がして胡桃は思わず肩をすくめる。

　すいと視線を戻した漣は、怜れい悧りな瞳で柊夜を射抜きながらはっきりと告げた。

「あなたの力はあやかし界にとって大変有益なものですが、人の世では害悪でしかありません。人間界にいるあやかしたちの混乱も招きかねない。早急にあやかし界へおいでになるように」

　彼の言葉を引き継ぐように隣に立つ黒服の彼女がフッと笑って続けた。

「柊夜、何も心配しなくていいのよ。あたしに任せて」

「ミカ。でも俺は……」

「まさか、あの娘のためにここに残るとか言わないわよね？」

　吊つり上がった切れ長の瞳でチラリと胡桃を捉とらえた彼女は、甘えるような仕草で柊夜の手を取った。

「人と関わるなんてこれ以上無理よ？　力はもっと強くなる。柊夜、いいの？　また誰かを傷つけても。ね、あたしと一緒にあやかし界へ行こう？」

　ミカと呼ばれた彼女は、きっと柊夜のことをよく知っているのだろう。

　誰かを傷つけることを柊夜がどれほど厭いとうのかを充分に理解した上で言葉を紡つむいでいる。

　心がざわめき、胸が締め付けられて息が苦しい。

　柊夜が遠くへ行ってしまうかもしれない、そう考えただけで……とても怖かった。

「……柊夜、そんなとこに……」

　返答が怖くて「行かないよね」と、そう問いかけることができない。

　迷いを含んだ表情の柊夜が、胡桃を見上げる。

　キリキリと痛みが体を縛しばり、胡桃は身動きできない。

「五條さん。俺は……俺の力は強すぎて、大切な人たちを傷つけてしまう。でも俺はずっとここに──」

「柊夜、迷わないの。うふふ、心配しないで。あたしがずっと付き添うから」

　柊夜の唇に人差し指を押し当てて笑うミカの姿は、やけに色気がある。

　しなやかな指で柊夜の手を握りしめている彼女は、胡桃よりも年上のように見えた。

　着物姿の柊夜は大人びて見えるせいか、彼女ととても似合っていて、二人の間に誰も入り込めない雰ふん囲い気きを醸し出している。

（……あれは、誰？）

　普段の胡桃ならば遠慮なく問いかけているだろうけれど、喉のどの奥に何かが詰まったように蓋ふたをされてしまい、唇も動くことを拒否しているように、僅わずかも動かせなかった。

　べたりと柊夜に絡ませた彼女の指を見ていると胸の中に黒い雲が湧わく。

　これは嫉しつ妬とだと自覚するけれど、気持ちが乱れていて、泣きたいのか怒りたいのか笑いたいのか、どうするのが正解なのか全くわからなくなってしまって、だた二人を見ていることしかできなかった。

「後は柊夜殿が決めることだが、遅おそかれ早かれ人の世では住めぬようになる。判断を過あやまらぬように。この漣、柊夜殿があやかし界で過ごされるのであればご助力しましょうぞ」

「もう戻るの？　送るわ」

　問いかけたミカに頷くこともなく漣はユズリハへ深々と頭を下げる。

「では、私はこれで失礼いたします」

　過か剰じようなほど恭うやうやしく一礼した漣の、薄青の髪が揺れてキラキラと氷の欠片が舞う。一ひと足あしごとに氷の華が開き、彼の足あし跡あとを美しく飾かざる。

　それを見送る柊夜の眼差しは、複雑な深い色を湛たたえ、とても今は言葉をかける雰囲気ではなかった。

　話しかけるきっかけも言葉も見つけられずに、胡桃はただ言葉を失って立ち尽くすだけだった。

「柊夜よ」

　重たい沈ちん黙もくを破ったのは甘い声のユズリハ。

　皆の視線が彼女に集まり、最後に柊夜がスローモーションのようにゆっくりと視線をユズリハへと向ける。

　誘惑するような笑みを唇に乗せながら、ユズリハはいつもの気け怠だるげな姿勢をわずかに揺らす。いつも彼女の膝ひざで眠る猫は今日はいない。

　側そばにある香こう炉ろから立ちのぼる煙けむりがふわりと揺れ、辺りに香りを広げる。

「どうするかは柊夜次第じゃ。常に言うておるであろう？　己おのれで選べと。誰かに与えられる答えなどに惑まどわされるでないぞ。全てはそなたの心に従え」

　柊夜は迷っているのか何も返事をしないで黙だまっている。

　そんな柊夜に胡桃は歩み寄り、そっと手を握った。

　大きな手のひらも長い指も、どれも変わらない大好きな手なのに、なぜかとても遠く感じる。

「五條さん……」

　柊夜の揺れる感情が声に表れている。

「あたしは一緒にいたい」

　ようやく出てきた言葉は、心の底からの願いだった。

「でも、俺の力は害悪になる」

「そんなこと言わんと、なんとか方法を考えようや。急に強くなったってことは、なんか原因があるかもしれへんやんか。一緒に考えるから、遠くになんか行かんといて」

　ギュウッと柊夜の表情が歪ゆがんだ。

　不快にも怒りにも見える表情に胡桃はビクリとする。

　また踏み込み過ぎたのかもしれない。

　柊夜の複雑な気持ちを考えずに、ただ離れていかないで欲しいと、自分の思いばかりを押しつけてしまったかもしれない。

「ごめ──」

　んなさい、と謝あやまろうとしたが、最後まで言うことはできなかった。

　途中で柊夜に引き寄せられ、強く抱きしめられてしまったからだ。

（なななっ!?）

　ユズリハも銀太も、座敷わらしのリンも朧も見ている中、唐とう突とつに抱きしめられて胡桃は耳から蒸じよう気きを噴ふき出す。

「ア、　アノ、コレハ」

　しどろもどろになる胡桃をギュッと抱きしめたまま、柊夜は耳元で囁ささやいた。

「離れたくなんかない。失いたくない……大切なんだ」

　切実な囁きは、胡桃の耳から指先まで駆け抜ける。

　──きっと大丈夫、あたしは離れへんから。

　そう告げたいのに、あまりにも柊夜の声が切なくて、胡桃は声が出せずにいる。

　柱時計の時を刻む音だけが静まりかえる店でやけに大きく響いていた。
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　ずっと青天が続いていたのに、今朝は何かを予感させるようなどんよりとした空模様で、心なし肌寒さを覚えた胡桃は、制服の上にカーディガンを羽は織おった。

　今日から二学期が始まる。

　あの医師が来て以来、遂に柊夜からなんの音おと沙さ汰たないままに夏休みは終わりを迎えてしまった。

「──この力がどうにかならないか探ってみるよ。力が落ち着くまでは『仕入れ』に行けないし、影響があるといけないからしばらく会うのはやめておこう」と言われてしまった胡桃には、会いに行く口実が見つけられず、柊夜からの連絡を待つしかなかった。

　たくさん二人で出かけたり、もっと一緒に過ごしたりしたかったのに、何もできないまま過ぎた夏が寂しい。けれど、それ以上に柊夜のことが心配でならない。

「学校に行けば柊夜と会えるし、詳しい話も聞けるやんな。今はウジウジ考えんと、いつも通り笑って会おう」

　会えない間は、ずっと柊夜のことばかり考えては悶もん々もんとしていたけれど、一番不安なのは柊夜なのだから、せめて自分は笑顔で安心させたいと思い、胡桃は自分の頰をパチンと一つ叩き、気合いを入れて鏡に笑顔を作ってみせる。

　と、窓に何かがぶつかる音を聞いて顔を向けた。

「あっ、あれは！」

　窓の外で白い鳥がこちらを伺うかがうように羽ばたいている。

　それは形かた代しろ。

　紙に伝言を書き込んで飛ばせば、目的の相手まで飛んでいく呪術の一つで、胡桃と柊夜の連絡方法の一つだ。

　急いで窓を開けると、形代の鳥はふわりと風と共に部屋に飛び込み、胡桃の手に止まるや形を崩して紙に戻る。

　はらりと開く紙に、指先が震ふるえてしまう。どんなメッセージを託たくしているかと、考えるだけで体まで震えそうになる。

　手の中の紙に書かれた文字を一文字ずつ読んだ胡桃は、鈍どん器きで頭を叩たたかれたような衝撃を受けた。

　丁てい寧ねいな文字は確かに柊夜の筆ひつ跡せきに見える。

　まるでそこに柊夜がいるかのような手紙にしたためられた文字は、とても残ざん酷こくだった。




『あやかし界へ行くことにした。二度と会うことはないから、黒椿屋へはもう来ないで欲しい。　柊夜』




「なんで……うそやろ……？」

　どうしてこんな手紙を寄よ越こしたのか、胡桃は理解できずに首を横に振る。

　あの時、確かに言ってくれたのに。

「離れたくない、大切だ」と、そう囁いてくれたのに、これが結論だなんて。

　誰かを傷つけることをとても恐れる柊夜が、悩んだ末に選んだのがこの結末なのか。

「だからって……だからって、納なつ得とくできへん！　こんなん許さへんで！　こんな紙切れ一枚で済まそうやなんて、そうは問屋が卸おろさへんからな！」

　こんな幕切れなんて到底納得できない。こんな冷たい言葉を並べる柊夜を信じたくない。

　気を抜けば膝から崩れそうになるから、わざと強い口調で自分を奮い立たせる。

「こんなんで納得せえへん。あたしのしつこさを思い知るがいい！」

　グシャッと形代の紙を握りつぶした胡桃は、部屋を飛び出した。

　もうすぐ学校では始業式が始まるとか、無断欠席になるとか、そんなことは胡桃の頭の中にはなく、ただ黒椿屋に向かって走った。

　晩ばん夏かの空で、雲は厚みを増す。

　胡桃には、それがやけに不吉に思えて気持ちばかりが急いだ。




「胡桃！」

　黒椿屋の低い潜くぐり戸を抜けると、すぐに銀太が駆け寄ってきた。

　店では時間の影響も受けないため、まだ朝なのに銀太は人の姿をしている。

「銀太、柊夜は？」

　勢い込んで尋ねたが、キュッと整った眉を寄せた銀太は「とにかく中へ来いよ」と、不機嫌そうに告げて石いし畳だたみを歩き始めた。

（銀太……怒ってる）

　いつになく銀太の放つオーラがきつくてピリピリと皮ひ膚ふを突き刺してくる。

　その理由は、店に入ってすぐに知れた。

「ったく冗じよう談だんじゃねえって！　こんな紙切れだけ残しやがって、気分が悪いったらありゃしねえよ！」

　憤ふん慨がいしながら銀太が差し出した紙を受け取り、胡桃は驚おどろきに目を見開く。

　そこには胡桃が受け取った手紙と同じ、丁寧な筆跡でこう綴つづられていた。




『俺に銀太はもう必要ない。俺はあやかし界でミカの世話になるから、二度と会うことはないだろう。　柊夜』




　そんな……と言ったきり胡桃は二の句が継げない。

　こんな言い方、柊夜らしくない。

　柊夜は銀太をとても大切にしている。それは疑うたがいようのないことなのに、こんなひどい拒絶をするなんて不自然だ。

　それほどまでに柊夜は追い詰められていたのだろうか。ままならない力に、他者のことを思い遣やる余裕も失ってしまったのだろうか。

　優しい柊夜がこんな言葉を綴るほど苦しんでしまったのかと思えば、なんの力にもなれないでいる自分が情なさけない。

　銀太の受け取った手紙を握りしめたまま呆然とする胡桃に、いつもと変わらぬしどけない姿で小上がりに座るユズリハが笑いかけた。

「胡桃よ」

　熟うれた果実のような甘い声のユズリハに名を呼ばれ、胡桃は背筋を伸ばして彼女と向き合う。

　ユズリハはいつでも大切なことを告げてくれる。

　それがこの店と関わって数カ月ほどにしかならない胡桃にも充分にわかるから、自おのずと彼女の話を聞こうと姿勢を正す。隣に立つ銀太も耳と尻尾をピンと立てて神妙に口を閉じている。

「胡桃はこれからも柊夜といることを望むのかえ？　もしも引き留めるのであれば、今しかないぞ？　危あやうい均きん衡こうではあるが、今の柊夜ならば、まだ人の世で暮らせるであろうよ」

「まだ……引き留められるんですか？」

　コクリと緩ゆるやかに頷いてからユズリハは細い指で胡桃を指し示した。

「ただし、引き留めたとしても柊夜の力は元々特別なもの故ゆえ、これ以上強くなりすぎた時には、人と共に生きていくことは難しくなり、あやかしに果てしなく近づくであろう。そうなれば必ずや本物の別れの時が来ようぞ」

　柊夜の決断が正しいのであれば、引き留めるなどムダなことだろう。引き留めることで柊夜の悩みが増えるのであれば、胡桃の行為は間違っている。

　何が正しくて何が間違いなのか。

　胡桃にわかることなど、ほとんどない。

　それでもはっきりとわかっていることが一つだけある。

　だから顔を上げた胡桃はユズリハへと迷いなく告げる。

「あたしはどんな時でも柊夜といることを望みます。もし柊夜があやかし界でしか生きられなくなったとしても、あたしは柊夜と一緒に生きていたい」

　一人きりの部屋に帰したくないと言ってくれた柊夜の想い、それは一人きりの孤独を知っているからこそなのだろう。

　胡桃だって柊夜を一人きりになんてさせたくない。

　多くのあやかしに囲まれていても柊夜はどこか孤独の中にあるように見える。

　人といても、あやかしといても、孤独を感じているのだとしたら、胡桃はせめて自分一人でも人として柊夜の隣にいたいと願う。

「それはそなたがあやかし界に行き、そこで生きると言うことかえ？　生身の人間が行けば、そなた自身の命が削けずられるぞ？　そこまでして柊夜の側にいたいと申すのか？」

「はい、それでもいい。ううん……やっぱりよくない。そうならへんように努力する。原因とか対策とか、なんやかんや無理やりにでも見つけて、柊夜の力の暴走原因を解明してここに引き戻したる！」

　きっぱりと告げた胡桃に、ユズリハは真っ赤に彩いろどられた口元を緩める。

「ふふふ、良きかな。破は魔まの木の名を持つ胡桃よ、柊夜が迷う時の拠より所どころとなれる唯ゆい一いつの娘よのう」

　ユズリハがツイと目を細めると同時に、奥からミカが顔を出し、胡桃を認めて唇を尖とがらせた。

「あなた、どうして来たの？　もう柊夜の周りをうろつかないでよ、目め障ざわりだわ」

　黒一色の服の中で細い首に巻かれた赤いリボンが威嚇してくるようだ。

（そんな見え見えの威嚇に負けへんからな！）

　真正面からぶつけられる憎しみにも近いミカのオーラに震えそうになるから、お腹に力を込めて精いっぱい強がる。

「あたしは柊夜を諦あきらめへんから」

「バカじゃないの、この娘。柊夜はね、あたしと一緒にあやかし界に行くことにしたの。あなたと会わないって、そうはっきり書いてたでしょう？　柊夜はあたしを選んだのよ、あなたじゃなく」

　胡桃は胸に杭くいを打ち込まれたような衝撃を受け、僅かに唇を震わせただけで言葉を紡ぐことができなかった。

　ミカが突き付けた言葉は、柊夜の拒絶の手紙を思い出させ、自分でも驚くほど強い痛みを受けてしまった。

　サアッと血が引いていく音が耳の奥で聞こえる。きっと顔色も失っているはずだ。

　諦めないと口で言いながらも、それができるのか、正しいことなのか、正解の見えない不安ばかりが心の奥底を突き刺した。

「ミカ、胡桃をいじめたらおいらが許さねえぞ。それに柊夜から直接話を聞いていない。この手紙の意味を聞かなきゃならねえんだよ！」

　銀太がミカを睨み付けたが、彼女は一つ鼻を鳴らしてから顎あごを引き上げ唇を引き笑みを作った。

「銀太、あなた知らないの？　柊夜の背にあるあやかしの刻印のこと」

「こ、刻印？」

　銀太は戸と惑まどったようだが、もしかして、と胡桃は思い返す。

　梛なぎと柊夜が揉もめている時に、着物を切られた柊夜の背中、ちょうど肩けん胛こう骨こつの上あたりに椿つばきの花のような痣あざがあるのを見た。

　あの時にも、梛が『あやかしの刻印』と言っていたことを思い出していた。

　見事な銀髪の上にある狐の耳を萎しおれさせている銀太に、ふふんとミカは満足そうに笑う。

「あやかしの刻印を持つ人間は、成長と共にあやかしの力が強くなり、やがて人の世界では暮らせなくなるのよ。柊夜の力の暴走はもう始まってしまったの。こうなったら、ここでどうにかするなんて無理な話なの。だから柊夜はあたしと──」

「このままやなんてイヤや！　柊夜と話がしたい」

　我慢しても体が震えてしまう。けれど、胡桃は拳こぶしを握りしめてミカを遮さえぎった。

　柊夜と会って、柊夜の言葉できちんと話し合いたいのに、どうしてこのミカという人が話を勝手に進めているのかと不ふ愉ゆ快かいになる。

　怒りに近い感情が湧き上がってきて、つい声が尖ってしまう。

　柊夜の相棒だといつも自負している銀太も同じようにカチンと来たようだ。

「勝手に話を進めるんじゃねえよ。柊夜はおいらや胡桃と一緒にずっとここにいるんだよ！　この店の中にいりゃあ問題ねえはずだろうが」

「やあねえ銀太。柊夜はあなたたちにちゃんと手紙を渡したでしょ？　それが柊夜の意志よ。あなたたちは柊夜には必要ないのよ！」

　苛いら立だちを含んだミカの声が静まった店にキンと響く。

　それは胡桃の全身を鋭するどく切り裂さいた。

　ドクドクと心臓がイヤな拍動を刻む。

　認めたくないのに胡桃に理解を押しつけてくる。

　──柊夜にとって胡桃たちは必要ない。

　ミカの放った言葉が胡桃の全身を貫つらぬき、全ての血が体中から流れ出しているような感覚を生む。

　頭の中が真っ白になり、芯しんから体が冷たくなるのを感じて足元がふらつく。

　素早く銀太が胡桃の肩を抱き留めてくれた。

「胡桃！　……ああ、もうおいらは我慢がならねえ！　こんなところ、こっちから出て行ってやる！　柊夜がいらねえって言うなら、おいらが胡桃をもらう！　柊夜の言うことの意味なんかなんにもわからねえよ！」

　声を荒らげた銀太は、荒々しいほどの勢いで胡桃を抱き上げミカを睨み付ける。

「ぎ、銀太？」

　いきなり抱え上げられて驚く胡桃を、銀太は更にぎゅっと強く抱きしめた。

　そんな銀太にミカは冷笑しただけで、腕組みをし呆あきれながら吐と息いき交じりに告げる。

「全く子供のダダね、バカみたい。お好きにどうぞ。あなたたちのことなんて、柊夜は何も気にかけないわ」
















　銀太の口元から見える剝き出した牙きばは、威嚇のようにも怒りのようにも見える。ギリギリと音がしそうなほど歯を嚙み締めている銀太が、吠えるように叫んだ。

「うるせえ！　おいら怒ったからな！　胡桃はおいらが連れて行く。誰にも渡してやんねえ。ふん、謝ってきたって柊夜なんかに絶対に渡してやらねえかんな！」

　言いざま、そのまま黒椿屋の奥へと駆け込み裏庭へ出るや、花の咲き乱れる中を大きく跳ねた。

「胡桃、しっかりつかまれ！」

「銀太、待って！　どこに行くねんな！」

「燎りよう嵐らん山ざんだ」

　だからそれはどこやねん！　と続けたかったが、銀太の放つオーラが強い怒りと苛立ちに満ちていて、胡桃は言葉を吞み込む。

　柊夜のことが気にかかる。

　拒絶の手紙のことも聞きたい。それに、あやかしの刻印のことも詳しく聞かせて欲しい。

　いつかあの力は制御できるようになるのか、制御できれば戻ってきてくれるのか、それともこのまま……。

　けれど今は少し時間が必要なのかもしれない。柊夜も銀太も、そして胡桃自身も。

　心臓には茨いばらの蔓つるが巻き付いている。

　チクチクと棘とげが拍動に合わせて痛みを与えてくるけれど、きっとこの痛みを感じているのは銀太も同じはず。

　あれほど柊夜が大好きなのに、「必要ない」と拒絶されて、銀太が傷つかないはずはない。

　常に一緒にいる銀太でなく、ミカと話を勝手に決めてしまっていたことも、銀太を傷つけているだろう。

　人の気持ちはわからないといつでもこぼす銀太だけれど、そんなことはない。

　いつだって明るくて優しい銀太は、人の気持ちをとてもよく理解している。だからこそ……。

（深い痛みを感じてるはずやんな……）

　胡桃は泣きそうになるのを堪こらえて、跳はねる銀太の襟えり元もとをキュッと握りしめた。

　こんな急転直下の幕引きなんて、絶対に認めない。

　吞のん気きに泣いて悲ひ嘆たんに暮れている場合なんかじゃないと唇を嚙み締める。

　柊夜の力のことをなんとかするためにも色々と調べて知ることが必要だと、胡桃は涙を堪えながら、一つの決心を固めていた。

　このまま柊夜の心を取られたままになんてしない。

（だいたい、あのミカって人はなんやのん！　柊夜の代弁者気取りでめっちゃ腹立つねんけどっ。しかも手紙の内容まで見てるとか、あんたは彼女かっての！　次に会った時には、柊夜以上にあたしの方がヤキモチ妬きやったって、イヤほど思い知らせてやるから覚悟しときや！）

　ネチネチ文もん句く言うたるねんからな、と本来の腹黒のいやらしさを発はつ揮きする胡桃だった。
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　稲荷いなりを祀まつる神社には特徴がある。

　鳥とり居いが赤く、狛こま犬いぬではなく狛こま狐ぎつね（とは正式には言わないが）が鎮ちん座ざしている。

　黒くろ椿つばき屋やの裏庭から、どこをどう通ったのか、とある小さな稲荷いなり社しやまで来た銀ぎん太たは、胡桃くるみを抱いたままひょいひょいと跳はねながら朱しゆ塗ぬりの鳥居を潜くぐり抜けた。

「あれ？　鳥居とかって結けつ界かいになってるんちゃうの？　なんで通れるん？」

　扉などで仕切られた場所、閉めきっていなくても鳥居のように何かに囲まれた場所は一種の結界となり、人間に招いてもらわない限りあやかしはそこを勝手に越えることができない。

　以前そう銀太から聞いていた胡桃は、銀太が難なく鳥居を潜り抜けたことに驚おどろく。

「はあ？　ここは稲荷社だぞ？　神しん使しのおいらが入れねえわけないだろうが」

「稲荷社？　神使……？　そう言えばいっつも銀太、神使、神使って言ゆうてるけど、それってなんやの？」

「え……っ！」

　絶ぜつ句くした銀太は己おのれの腕の中の胡桃を見下ろす。その瞳ひとみが大きく見開かれていることに胡桃は首を傾かしげる。

　まさか、と呟つぶやいた銀太がぱかりと口を開くと、鋭するどい牙きばを覗のぞかせる。

「神使のことは知ってるよな？　神の使いとして存在する特別なあやかしってこと」

「へえええ！　銀太、特別なあやかしやったんや」

「お、おう…………」

　しばらく啞あ然ぜんとした様よう子すで沈ちん黙もくしてから、銀太は急に叫さけんだ。

「って、今まで知らなかったのかよ──っ!!　何回もおいら言ってたよな？　言ってただろう？」

「神使っていうのは聞いていたよ。ただそれが何かを知らんかっただけや」

「だけじゃねえ!!　そこ一番重要なところ！　信じられねえぇぇぇ！」

「まあまあ、そう落ち込まんと。とにかく神使やから通れたんやね」

「なんでおいらが励はげまされてる感じになってんだよ！　胡桃がアホなのは知ってたけど、ここまでおバカ過ぎるとは」

　失礼やな、と突っ込みを入れようとしたけれど、甦よみがえった記憶の中の言葉に胡桃は息を止めた。

『──おバカ過ぎて可か愛わいい』

　そう言ってくれたのは、ほんの少し前。

　あの時の柊しゆう夜やの笑いを含ふくんだ柔やわらかくて低い声は、胡桃の体を柔らかく包んでくれたのに、最後に届いた柊夜の筆ひつ跡せきはなんと冷たかったことか。

　南極のペンギンでさえも凍こおり付かせるような冷れい淡たんな手紙を置き土産みやげにするなんて、失礼極きわまりないではないか。こんなモヤモヤした気持ちを残したままで許せるはずもない。

　鼻息を荒げる胡桃を抱く銀太が急に足を止めた。

「ほら胡桃、もう燎りよう嵐らん山ざんのお社やしろだ」

「え？」

　そっとその場に下ろされた胡桃は、辺りを見回して何度も瞬まばたきをくり返す。

　赤い鳥居と玉たま砂じや利りを敷き詰めた短い参さん道どうの先にあるのは、少し古くなった小振りの社殿、両りよう脇わきには赤い前掛けの石の狛狐。

　──のはずが、胡桃の視線の先には見み目め麗うるわしい赤い屋根に白木で作られた豪ごう奢しやな社殿と、砂利の敷き詰められた広い庭に皎こう々こうと火のくべられた篝かがり火び、石の橋が架かかる池まである。

　まるで歴史の教科書に載のっている平安時代の貴族のお屋敷だ。

「こ、ここは……どこなん？　タイムスリップでもしてしもたんか？」

「おまえ、本当に人の話を聞かねえのな。だから燎嵐山のお社だって」

「いや、だからそれがどこかわからへんねんけど」

「はあ？　燎嵐山はあやかし界の東にある、神使の棲すむ神聖な山だ。おいらは神使だからな、ここが本来のおいらの住処すみかだぞ。そんなことも知らねえのかよ、全まつたく」

　いやいや、普ふ通つうは知りませんがな、と心の中で呟く。

　しかし思い出してみれば、初めて銀太と出会った時に──柊夜にかけられた疑いを晴はらすために夜の学校に忍び込んだ日に──確かに銀太は自己紹介で言っていた気がする。

「へええ、あやかし界の……んんん!?　ええええ!?　もしかして、あたしはあやかしの世界に来てるんか？」

「そうだぞ。なんで今いま更さら驚くんだよ」

「驚くわ！　めっちゃ驚くわ！」

　ピシッと裏うら拳けんで銀太の胸を叩たたくと、「ナイス突っ込み！」と胡桃に感化されきっている銀太が笑う。

「そんなん言うてる場合ちゃう！」

「気にするな。ここは神聖な山だからあやかし界の瘴しよう気きとか、そんなんの影響はねえ。人間がいても大だい丈じよう夫ぶだからよ」

「そうなんや。ってちが────う!!　言いたいとこは、そこ違ぁぁぁぁう！」

「……わかってんだよ」

　胡桃の叫びに答えた銀太の声は、ひどくトーンが低く静かだった。

　背の低い胡桃からすれば、銀太は見上げるほど背が高いが、なぜかその時はやけに小さく見えた。

　伏ふせがちになる瞳に獣けものらしい鋭さなどなく、迷まい子ごの子供のような心こころ許もとなさが揺らいでいることに気付き、胡桃はそっと銀太の腕をつかんだ。

　ここにいるから心配ないと、そう伝えたくて。

　長い睫まつ毛げを震ふるわせ瞬きをした銀太が胡桃を射い抜ぬくように見つめた。

「柊夜が胡桃を要いらないって言うなら、おいらがもらう。おいらがずっと胡桃の側そばにいてやるし、どんなものからも守ってやる。だから胡桃もおいらだけを見ていてくれ。頼む、おいらのものになってくれよ……」

　言い終えるや胡桃を優しく抱きしめる。

　長い腕にすっぽりと包み込まれ、銀色の長い髪が胡桃の頰ほおに触れる。

　初めて抱きしめてくれた時から銀太は力を加か減げんしてくれていた。それは銀太がちゃんと相手を思いやる心を持っているからだ。

「優しいね、銀太。……でもな──」

「瑚こ乃の白しろ、戻っていたのですか」

　胡桃の続けようとした言葉は、銀太の背後から現れた人によって宙ちゆうに浮く。

　歩み寄ってきた男の人は、涼すずやかな瞳を胡桃に向けながら銀太に問いかけた。

「おや、こちらは人間のように見えますが？」

　柔らかく穏おだやかな声こわ音ねは耳に心地ここち良い。

　教科書に載っていた昔の絵かい画がに描えがかれていたような衣服を着こなし、威い厳げんのある風ふ情ぜいだが威い圧あつ感かんはなく、ゆるりと歩く姿から、かなり地位のある人ではないかと推すい察さつされた。歳は三十ほどに見えるが、もっと年上なのかもっと若いのか、全く見けん当とうがつかない風ふう貌ぼうだ。銀太と同じ銀の髪に獣の耳が乗っていた。

「あ、正せい神しん使し様。おう、こっちは胡桃。これからおいらとここで暮くらすんだ」

「あわわ、銀太！　まだあたしなんも言うてない！」

「気にすんな。おいらが胡桃を守ってやっから、心配ナシだ」

　無む邪じや気きな笑顔を見せた銀太に、「話が通じてへんねんけど！」と突っ込む。

　そんな二人のやり取りを聞いていた正神使様と呼ばれた男の人が銀太を窘なだめた。

「待ちなさい、瑚乃白。おまえはいつも唐とう突とつですね。娘さんもお困りだがまさかさらってきたのですか？」

「ちげーよ！　おいら、胡桃が好きなんだ。もう誰だれにもやらねえんだ。人のいる場所なんかにもう戻りたくねえから、胡桃とここで暮らすことにする。なあ、頼むよ正神使様。おいら、ちゃんと神使の仕事もするから、胡桃と暮らすことを許してくれよ」

　相当権限を持った相手なのだろうが、銀太の話し方は相あい変かわらず乱らん雑ざつだ。しかし正神使様はそんな銀太の態度や口く調ちようを気にした風でもなく、いくらか眉まゆを動かしただけで続けた。

「おまえからそのようなことを言い出すとは……。そうですか、よほどその娘さんのことを気に入ったのですね。わかりました」

「おお、わかってくれたのかよ」

　ぱあっと目を輝かせた銀太に、正神使様は「ただし」と付け加える。

「その娘さんと二人で話をさせてもらいましょう。可か否ひを決めるのはその後です。いいですね？　瑚乃白はお社に入ってお待ちなさい」

　唇くちびるを尖とがらせて憮ぶ然ぜんとした態度を見せた銀太だったが、すぐに胡桃の手を取った。

「胡桃、心配するな。おいらが近くで待ってるからな」

　銀太の瞳が揺れているから、胡桃はすぐに気がつく。

（心配してるのは銀太の方やん……すっごい心細そうや）

　きっと柊夜に見放されたと感じている今、胡桃までもが見放すのではないかと不安に包まれているのだろう。

　背も高く見目も麗しい銀太だが、その性質はまだ子供だ。不安で不安で仕方ないのだろう。

（大丈夫やで、銀太。あたしはどれもこれも絶対に諦あきらめへんから）

　柊夜を諦める気なんかない。銀太も一いつ緒しよに黒くろ椿つばき屋やへ戻る。そう決めているから、胡桃は優しい笑みを浮かべる。銀太を安心させるためにも。

「心配ない。あたしは銀太を手放したりせえへんよ」

「胡桃……」

　三本のふさふさの尻尾しつぽを揺らしながらキュッと抱きしめてくる銀太の背中をポンポンと叩いてから、胡桃は正神使様へと向き合う。

「私は五ご條じよう胡桃です。よろしくお願いします」

　頭を下げると、正神使様は目を細めてから優しい笑みを浮かべてくれた。
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　お社と呼ばれる豪奢な建物の中ではなく、広々とした庭の池のほとりに建つ四あず阿まやへ正神使様は胡桃を案内した。

　壁のない四阿には風雨に耐たえるためだろうか、陶とう磁じ器きで作られた机つくえと椅い子すが置かれており、胡桃と正神使様は滑なめらかな陶磁器の椅子に向かい合って座すわる。

　ちなみに、正神使様から「あちらの四阿で話をしましょう」と促うながされた時、「綺き麗れいですね。もっとボロボロの建物のことを四阿と言うのかと思っていました」と告げ、「それは……あばらやのことですね」と神様のお使いを呆あきれさせる一ひと幕まくもあった。

　燎嵐山自体は薄うす暗ぐらく靄もやに包まれているが、四阿の中は薄ぼんやりとした淡あわい光の行あん灯どんが設けられており、眩まぶしすぎず暗すぎず、快適な光量を放っている。

　池の水面に映り込んでいる白木で作られた四阿の姿が、泳ぐ魚の立てた波で揺らぐ。

　淡い光の中、正神使様はゆったりとした所しよ作さで池を見み遣やってから胡桃に問いかけた。

「瑚乃白は、あなたによく懐いているのですね。人間のあなたを大切にしているのがよくわかります」

『瑚乃白』というのが、こちらでの銀太の呼び名なのだろう。

　初めて会った時にそんな自己紹介をしていたが、通称である銀太の方が覚えやすく、正式な名前の方ははっきりとは覚えていなかった。

「あの子は……人を傷つけたりしていないでしょうか？」

　正神使様が眉を寄せながら告げた言葉に胡桃はブンブンと首を振る。

「とんでもないです。銀太はとっても優しいですし、人に対して気遣いができますよ。どうしてそんなことを聞くのですか？」

「あの子はね、生まれながらに大変強い妖よう力りよくを持ち、神使になることが定められていました。ただ性質は奔ほん放ぽうで、己が強いだけに他者を、特に弱者を思う気持ちが欠けていました。神使とは、神と人を繫つなぐもの。人の願いを神に届け、神の声を人に届ける大切なお役目を担にないます。それだけに人間を大切に想わねばならないのですが……」

　そこまで一気に話してから一度大きな吐と息いきを洩もらし、瞳を伏せる。

「瑚乃白は戯たわむれに人を傷つけておりました。あの子にとっては遊びでしかないのですが、人を怖がらせ傷つけ追い回す、そんな残ざん酷こくな遊ゆう戯ぎを悪いあやかしと一緒にしていたのです」

「まさか……」

　信じられず胡桃は首を横に振る。驚きのあまりに言葉が出てこない。

　今の銀太からは想像できない。

　子供っぽいところはあるけれど、乱暴なところなど見当たらない。けれど正神使様は憂うれい顔のままで口を開く。

「人間の営いとなみを理解するまで神使になることはできない、人を敬うやまう心を身につけなさいと、あの子にはきつく言い含めて人の世に強制的に送りました。神使が燎嵐山から追い出されたのですから、あの子にとってはとても不ふ名めい誉よなことですが……」

　そうか、と胡桃は納得する。

　花か梨りんが「神使はお社を守るものじゃないの？」と問いかけた時、気まずそうにしていた銀太の態度を思い返す。

　どうして自分が罰ばつを与えられているかを充じゆう分ぶんに理解しているからこそばつが悪かったのだろう。

　素す直なおに反省の姿勢を見せないところが銀太らしく、そんな意い地じっ張ぱりな姿が可愛らしく思えて、思わず胡桃は忍しのび笑いをこぼした。

　クスッと笑った胡桃に、正神使様は首を傾げる。

「どうして笑いますか？」

「ああ、すみません。銀太がなんだか可愛らしくて」

「ほう……あの子を可愛いと？」

「はい。正神使様、銀太のことでしたら大丈夫ですよ。今の銀太は人を大切にすることを知っています。私を抱きしめる時なんて、とっても優しくしてくれます」

「そうですね。確かにあなたを抱きしめたあの子は、かなり力加減をしていましたね」

「でも私にだけじゃないんですよ。悪い人と戦いになった時も、ちゃんと手加減をして怪け我がをさせないようにしていました。もう銀太は知っているんですよ。人が容易たやすく傷つくことも、人を大切に想うことも」

　だから、と胡桃は明るい顔で続ける。

「正神使様、何も心配しないでください。銀太はとても優しいです。きっと立りつ派ぱな神使になれると私は信じています。どうか安心してください」

　正神使様は僅わずかに息を吞み込み、それから柔らかく微笑ほほえんだ。まるで花がゆるりと蕾つぼみを開くように、綺麗に微笑みをこぼす。

「ありがとうございます。あなたと出会って瑚乃白は幸せですね。私の不安にまで気遣ってくれるなんて、あなたは優しい娘さんです」

「いえ……優しいなんて……」

　大体、銀太が優しいのは初めて会った時からで、それは胡桃のおかげではない。

「でも正神使様。銀太に大きな影響を与えたのは、『黒椿屋』の方々だと思います。特にユズリハさんと、それに……柊夜」

「ああ、ユズリハ様には感謝しています。柊夜様とは、今、瑚乃白と行動を共ともにしている人間のことですね」

「はい。ただ……柊夜は今、あやかしの力が強くなってしまって……。そうだ！　正神使様はご存ぞん知じないでしょうか？　あやかしの刻こく印いんのこと」

　どんなことでもいい。些さ細さいなことでも構わない。情報収集をして柊夜を助ける道を探し出そうと、胡桃は勢い付く。

「あやかしの刻印ですか、それは珍めずらしいことをお聞きになる。随ずい分ぶん昔の話ですが、聞いたことがあります」

「えっ！　ほんまですか？　あれ、消すとかなんかできへんのですか？　柊夜にあるあの刻印に、めっちゃ困ってるんです！」

　必ひつ死しになりすぎて我われ知しらず素すの関西弁になり、お尻しりが半分陶磁器の椅子から浮いて、失礼なほど身を乗り出していることに胡桃は気がついていなかった。

「……もしや、あなたはその柊夜様のことがお好きなのですか？」

「はうっ……ええっ!?」

　唐突に背後から爆撃を受けたような衝しよう撃げきを覚えて胡桃は変なところで息を詰まらせる。

（な、な、なんでや！　今の会話の中でそんなこと言うたか!?）

　絶句する胡桃の返事など待つこともなく正神使様は憂い顔を作り、袖そで口ぐちをそっと目元に添そわせて声を震わせた。

「瑚乃白の想いは報むくわれないのですね。あなたに対しては並なみ々なみならぬ想いを抱いているようなのに。憐あわれなことです……。ああ、また自や棄けになって悪いことをしてしまわないかが心配です。ここであなたが瑚乃白を選んでくれれば万事解決なのですが……無理強いできませんよね？　瑚乃白を選んでくれませんでしょうか。おお、かわいそうな瑚乃白よ」

（結構な勢いで無理強いしてきてる！　がっつり寄り切ろうとしてますやん！）

　袖口で隠した目元を僅かに覗かせているが、その瞳が「受け入れてくれるよね？」的な泣き落とし作戦に出ていることが見て取れた。

　パチリと胡桃が瞬きをすると同時に正神使様はまた目元を隠す。

「無理強いはもちろんいたしません。ですが、あなたが受け入れてやらねばあの子はきっと寄よる辺べを失った船のように、大おお海うな原ばらでポツンと漂ただよう孤こ独どくの絶望を味わうことでしょう」

（わ～、めっちゃ押してくるぅ！）

　よよよ、と泣なき崩くずれてもおかしくない雰ふん囲い気きを醸かもし出す正神使様に、それでも胡桃は温かな気持ちになる。

　銀太に罰を与えても見放しているのではなく、ずっと気にかけながら銀太が幸せになることを望んでいる。

　銀太の幸せを望んでいるのならば、どれほど銀太にとって柊夜が大切な存在かを知ってもらう必要がある。

「正神使様、お願いです。あやかしの刻印について教えてください。柊夜を救うことは、銀太のためでもあるんです。銀太はあたしのことより、ずっとずっと柊夜を大切に想ってる。今、銀太があたしをここに連れてきたのも、柊夜に見放された苦しみから逃げ出したからなんです。銀太にとって誰よりも何よりも大切なのは柊夜なんです」

「あなたは…………」

　しばらく黙だまり込んだ後、正神使様は唇を緩ゆるませて優しい微笑みを浮かべた。

「瑚乃白のことをよく理解してやっているのですね。あやかしと人とが……わかり合えるとは素す晴ばらしいことです。どうかこれからもあの子を大切にしてやってください」

　優ゆう雅がな仕し草ぐさで頭を下げた正神使様は、それから記憶の欠片かけらの扉を開くようにゆっくりと『あやかしの刻印』について、知っていることを全て胡桃に教えてくれた。
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　銀太の待つ部屋に案内された胡桃が部屋に駆かけ込むと、座り込んでいた銀太がピョンと跳ね上がり胡桃に飛びついてきた。

「胡桃ぃ、やっと戻ってきた！」

　さらさらの見事な銀髪の上にある三角の獣耳がピョコピョコと揺れ、もふもふ尻尾はパッタンパッタンと嬉うれしそうに上下している。

　大型犬に飛びつかれ歓迎を受けている心持ちになってしまう。お留る守す番ばんをしていた犬がご主人様が戻ってきてテンションＭＡＸマツクスになっている時と同じだが、もちろんそんなことを言えば彼のプライドが傷つくので内ない緒しよだ。

「それで？　正神使様は胡桃がここに棲むことを許してくれたのか？　つうか、許さなくても隠れて世話してやるから心配するな。ちゃんとご飯は運んでやっからな」

　それ、子犬拾って親に内緒で飼うパターンのやつやん、と胡桃は笑えてきてしまう。

「銀太」

「ん？　なんだ？」

「柊夜を迎えに行こう」

「え……」

　大きく見開いて息を止めた後、銀太の瞳はどこか冷れい酷こくさを含んだ獣らしい瞳になった。

「イヤだ。あいつはおいらたちを切り捨てやがったんだよ。もう二度と顔も見たくねえ。胡桃だってイヤだろ？　あんなやつに胡桃を渡さねえぞ」

　ぷいとそっぽを向く銀太は怒りの気を発している。ただ尻尾がしょんぼりと下を向いているからそこに気持ちの全てが表れている。

「なあ銀太、あやかしの刻印のこと、正神使様からヒントもらったから、うまくいけば柊夜を元のように戻せるかもしれんねん。銀太も前のようにみんな一緒に黒椿屋で住みたくないん？　あたしな、まだ返事はしてへんかったけど、柊夜から黒椿屋で一緒に住もうって誘さそわれててん」

「ええ？　じゃあ胡桃、これから黒椿屋でずっと一緒にいられるのか!?」

　ぴこんと耳を立てた銀太は、しかしすぐに瞳を曇くもらせて俯いてしまう。

　どうしたのかと顔を覗くと、銀太は胡桃の腕を引き寄せ抱きついて額ひたいを胡桃の肩に埋うずめながら呟いた。

「今回のことでおいらは考えちまったんだよ。……終わりってこと」

「終わり？」

　こんなに沈しずみ込んだ銀太は初めて見る。

　いつだって明るくて奔放で、その身の内には輝く銀の髪に似に合あう目ま映ばゆさをもっているのに、今はまるで雨に打たれて萎しおれてしまった草木のようだ。

「おいらは怖くなったんだ。あやかしは人間よりずっと長い時間を生きる。おいらは必ずいつかは胡桃や柊夜を失うんだってことを……知ってしまった。怖いんだ、胡桃。おいらはどうすればいいんだ？」

　銀太が抱いているのは、胡桃の想像もできないことだった。

　柊夜に捨てられたことだけじゃなく、『別れ』を覚え、そのことに恐れを感じているなんて、思いもしなかった。

　逃げないでくれ、どこかへ行かないでくれと言いたそうな抱きしめ方の銀太を、胡桃もキュッと力を込めて抱き返す。

「銀太、人でもあやかしでもな、同じ長さの時間を過ごすことなんて誰にもできへん。でもな、同じ時間を一緒に過ごすことはできる。大丈夫。銀太があたしらと過ごした時間はなくならへんよ」
















　優しい銀太に言葉が届きますように。不安を取り除いてあげられますように。

　そう願いながら胡桃は言葉を紡つむぐ。

「だから今を一緒にたくさん過ごそうよ。いっぱい楽しいことをして、笑って喜んで、時には悲しんで。そうやってたくさんの時間を一緒に重ねていこう。でも、そこには柊夜が必要や。柊夜のいない中で、銀太にもあたしにも本物の幸せなんかないはずや」

「胡桃、本当に柊夜は戻ってくるのかな。おいらたちと一緒に……また一緒に過ごせるようになるのか？　おいら、今の柊夜は嫌きらいだ。また大好きな柊夜に戻るのか？　胡桃は柊夜が戻ってもおいらのことを好きでいるのか？」

　柊夜が戻ってきてくれるのか、それは確約できないけれど、できることはなんでもして、取り戻す努力はやり尽つくそうと決意を込めた胡桃はゆっくりと頷うなずき、耳を倒してしまっている銀太の頭を何度も撫なで下ろす。

「絶対に取り戻そうな。……銀太、大好きやで」

　うん、と頷くと銀太は一いつ層そう強く胡桃を抱きしめた。

　燎嵐山の神聖なる気の中で、まるで銀太は怯おびえる子供がぬいぐるみを抱くようにずっと胡桃を腕の中に閉じ込めていた。
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　燎嵐山を去る際に胡桃は、正神使様から額に印いんをもらった。

　墨すみの付いていない細い筆ふでで、胡桃の額に文字らしきものを書き付け言い添えてくれた。

「これは我らが神、宇う迦か之の御み魂たまの神かみからの加か護ごです。かの神は穀こく物もつ、豊ほう穣じようの神、つまり命を繫ぎ力を漲みなぎらせる神力を得ることができます。どうかあなたに大いなる加護を」

「胡桃はおいらが守るから心配ねえよ」

　すかさず銀太が自信ありげに笑うと、正神使様は何度も頷き銀太を見つめて目を細める。

「人を守ることは簡かん単たんなことではありませんが、そう為なそうとする心が大切です。瑚乃白よ、よい経験をしていますね」

「おう！　じゃ、行ってくるな。正神使様、またな！」

　正神使様に対して大たい概がいな口調だと胡桃はヒヤヒヤしてしまうが、乱暴でやんちゃな態度の銀太を見る彼の瞳は優しい。

　ひょいと胡桃は抱き上げられ、慌あわてて正神使様に頭を下げた。

「お世話になりました」

「いいえ、心優しい娘さん。どうか瑚乃白をよろしくお願いします」

（あああ、そんな無む垢くな瞳で心優しいとか言われると罪ざい悪あく感かんが……）

　神様のお使いまで外そと面づらで騙だましている自分が、とてつもなく罪深い人間のような気になってしまう。これは本格的に心を入れ替えて、本物の『心優しい娘さん』になろうかなと、そんなことも考えるが、外面と腹黒さを手放す方法が今となってはよくわからない。

「準備があるからまずは胡桃のマンションに行けばいいんだな？」

「お願いします。あやかし界で必要やと思うものが色々と家にあるねん」

　胡桃を抱いたまま幾いく度どか燎嵐山の薄靄の中を跳ねた銀太が、くいっと顎あごを引き上げた。

「ほら、もう人の世に戻ってきたぞ。稲荷社だ」

「わ、ほんまや。めっちゃ不ふ思し議ぎやなぁ」

　燎嵐山に行ってからどれくらいの時間が経たったのか、稲荷社の中は夜が始まったばかりの薄暗さだ。

「けどよぅ、あやかし界で必要なもんってなんだ？　そんなものをなんで胡桃が持ってんだよ？」

「前に通販で買ったやつやねんけどさ、聖水と十じゆう字じ架かセットと大だい日にち如によ来らいの彫ほり込まれた水晶の腕輪と般はん若にや心しん経ぎようタオル。あ、あと呪のろい返しセットも必要かもしれんな」

「待て！　どれ一つ必要ねえわ！　そもそも呪い返しセットってなんだよ！」

「いやあ、ほら、お恥はずかしいんやけど柊夜に呪いかけた時あったやん。あの時に一応通販で買ったんやけど、必要なかったし新品でそのまま部屋にあるねん。使わな損やろ？」

　とにかく損得で動く関西人気質の胡桃、『心優しい娘さん』には永遠になれないであろうことがはっきりとした瞬間だった。

「うわぁ、忘れかけてたけど呪ってたな、そう言えば。ちなみに呪い返しセットってどんな内容なんだよ」

「えっとなあ、ぱっと見は藁わら人にん形ぎようって感じやな。丸い鏡かがみが付いてるねん。呪った相手からの呪い返しを阻そ止しするらしいで」

「…………アホだな。胡桃はとことんアホだな」

　銀太は呆れかえってから、声を上げて笑い出す。

「なんで爆笑すんねんな！」

「だってよう、真に受けすぎじゃねえか、何でもかんでも」

　ああおバカだな、と嬉しそうに言った。

　胡桃が住む部屋はマンションの六階。そのベランダに慣れた様子で銀太はふわりと着地して胡桃を丁てい寧ねいに下ろした。

「銀太も部屋に入る？」

　今日は一緒にいた方がいいのかもと胡桃は提案したが、銀太はふっと笑みを浮かべた。

「ばぁか。おいらを招いたら他のあやかしの通り道もできてしまうんだぞ。おいらはここで待ってっから、早く準備してこいよ」

　いつもより落ち着いて、大人おとなびた笑みをこぼす銀太に胡桃は悟さとる。

　自分の不安や欲求より胡桃のことを考えてくれている銀太は、少しだけ大人になったのかもしれない。わがままいっぱいの子供らしい銀太は、『別れ』を実感して、そして少しだけ心が成長したのだろう。

「ほな、ちょっと待っててな」

　そんな銀太に精せいいっぱいの笑顔を向けて胡桃は部屋へと入り、リビングの灯りを点つけて準備を始める。

「両手が空あくからリュックがええな。えっと、聖水セットと……あ、呪い用に買った便せんも持って行っとこ。どこで呪う必要がでてくるかわからへんしな」

　そんな必要はきっとないし、すぐに呪うクセをどうにかしなさいと、諫いさめてくれる人が胡桃には必要かもしれない。

　ガサガサと適当にリュックに荷物を詰めていると、突然玄げん関かんに続く扉が勢いよく開かれた。

　一人暮らしの夜の部屋。

　いきなり開かれた扉に心臓が飛び出るほどビックリしながら振り返った胡桃は、そこに立っている相手を認めて絶句する。そして相手の方も棒を吞んだように直立不動でこちらを見つめている。

　やがて「胡桃ちゃん!!」とその相手が叫んだ。

「お、お父さんと……香か苗なえさん」

　仕切りの扉の前に立っているのは、胡桃の父の旭あさひと若い継まま母ははの香苗の二人だった。

　リュックを握りしめて硬こう直ちよくしている胡桃へと駆け寄った父、旭は、おもむろに胡桃を抱きしめ、それからもう一度「胡桃ちゃぁぁぁん！」と情けない叫び声を上げた。
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　一人暮らしには広すぎるリビングに置かれているソファーは、やはり一人には不ふ似に合あいな上質さと大きさで、旭あさひと香か苗なえが並んで座すわっても充じゆう分ぶん余裕がある。

　胡桃くるみはペタリと床に座りながら、ベランダで待たせたままの銀ぎん太たのことが気にかかり落ち着かない。

「学校から欠席の連絡を受けたから、慌あわててマンションに来たけどいないし、制服もないし、胡桃ちゃん可か愛わいいから誘ゆう拐かいでもされたんじゃないかと心配で心配で、今までずっと捜してたんだよう」

　もう三十をとっくに過ぎたのに、小こ柄がらで童どう顔がんの旭はとても若く見える。その上、幼おさない物言いと甘あまい高めの声のせいで、少年のような印いん象しようすらある。

「ごめんなさい。どうしても急ぎの用事がありましたので……でも」

　父の前でも素すの関西弁はもうずっと話していない。

「でも、心配なんかしていないですよね？　私なんていなくても五ご條じよう家けにはなんの不ふ都つ合ごうも不ふ利り益えきもないのですから。お父さんも香苗さんも、気にしているのは外がい聞ぶんだけでしょう？　それなら守りますから、どうぞ私のことは放っておいていただけませんか？　今日のことは申し訳ありませんでした」

「く、胡桃ちゃぁぁぁん！」

　情けなく眉まゆを下げた旭が悲ひ痛つうな声で胡桃の名を呼ぶのと、「バカじゃないの！」と香苗が吐はき捨てるように言ったのは同時だった。

「胡桃さん、いい加減にしてよ！　どれだけ旭さんに迷惑をかけ続けるつもりなの？」

　金かな切ぎり声ごえで言い放つ香苗の高い声はとても苦にが手てで、胡桃は息さえ自由にできなくなる。

（中学生の時の……あの時もこの声で責せめ立てられた）

　三年近く前のことなのに、胡桃の中では未いまだに血を流し続ける深い傷が胸に刻きざみつけられている。

　瞳ひとみを翳かげらせる胡桃になど構わず、香苗はキンと高い声のままで捲まくし立てた。

「あなたの身勝手が、どれほど旭さんの迷惑になるかもわからないの？　いつまで経たっても人のことを考えられないのね。中学の時もそうだったでしょう？　ちょっと言葉をからかわれただけで大問題を起こして、旭さんの五條家での立場を悪くしたのよ。あなたは彼のお荷物なのよ！」

「か、香苗さん……落ち着いて、ね？」

　旭はおろおろと香苗の手を引いているばかりで、胡桃の方を見ることなどない。

　また同じ痛みを与えられた胡桃は、今すぐここから逃げ出したくなる。

（──柊夜……銀太……）

　強く想うのは大好きな二人。

　あの日、柊夜が「一緒に住もう」と告げてくれた言葉は、胡桃にとっては絡からみついた『家族』という名の鎖くさりを断たち切ってくれる希望の鋏はさみだった。




　中学生の時に転入したのは名門の私立女子中学だったが、異質な言葉を話す胡桃に対して、見えないところで陰かげ口ぐちを叩くクラスメイトにうんざりしていた。

　その日はどうしてそんなことになったのか細かい経けい緯いなど覚えていないけれど、クラスの中心的存在の子と言い合いになってしまい、関西弁で捲し立てる胡桃が怖いと泣き出した女子が数人いて、それを聞いた担任が大きな問題として扱あつかい、親を呼び出したのだ。

　香苗は五條の醜しゆう聞ぶんだの旭に傷がつくだのと散さん々ざん文もん句くを告げた後に、こう言い放った。

「いい加減にしてよ！　その粗そ野やで野や蛮ばんな言葉も態度も嫌きらい！　あなたなんか、我が家のお荷物でしかないわ！」

　旭はただ香苗の剣けん幕まくにおろおろとしながら「香苗さんが怒っているから、とにかく謝あやまっておこうか」などと胡桃に提案してくる有あり様さまで、そんな様よう子すの旭に、もう父親は自分の味方ではなくなってしまい、自分はこの家では邪じや魔ま者ものなのだと思い知った。

　知らない土地、知らない人たち、慣れない生活の中で異い端たん分ぶん子しになってしまった胡桃は、胸の痛みに拳こぶしを握りしめ、ただ唇くちびるを嚙かみ締しめるしかなかった。

　五條の支援を受けて生活しているのだから恥はずかしくない態度を取れと言う香苗の言葉にムキになった胡桃は、持ち前の負まけん気きで「やってやろうやないの！　ぎゃふんと言わせたるからな」と『ぎゃふん』などといつの時代の言葉なのやら、死語を交まじえながら完全なる外そと面づらを作ることを決めたのだ。

　そうして外面天使のお嬢じよう様さまをこなすようになると、思わぬ副ふく産さん物ぶつが手に入った。

　見た目が愛らしいこともあり、上品で穏おだやかな態度を取る胡桃は、高校に入ってから大変居い心地ごこちの良いポジションを得ることになった。

　周囲にちやほやされ始め、男女誰だれからも仲良くしてもらえた。

　そうなると計算高い胡桃は、旨うま味みを手放せなくなってしまい、香苗への意地と同じほど快適な生活維い持じのための外面演技になってしまった。

　腹はら黒ぐろいなと自分でも反省する。




　過去を思い返している胡桃が話を聞いていないと感じたのか、香苗は更さらに声のトーンを上げる。

「本当に迷惑だわ！」

　思わぬ大きな声を上げた香苗は、キツい目で胡桃を威い嚇かくした。

「旭さんがどれほど胡桃さんのことを想っているのか知りもしないで、よくそんな傲ごう慢まんなことを言えるわね！　どんなに願ってもあなたへ与える以上の愛情をもらえない私の気持ちがわかる？　贅ぜい沢たくと傲慢の無む駄だ遣づかいよ！　あなたが要いらないのなら、旭さんの心の全てを私に渡してよ！　いい加減にしてよ！」

　叫さけんだ香苗が唐とう突とつに涙を落とした。

　胡桃は大きく目を縦たてに開き、泣き崩くずれる香苗を見ていた。

　気の強い香苗が泣くなんて、どういうことなのかと胡桃は旭に肩を抱かれる彼女を見つめ、そしてようやく気がついた。




　──ああ、この人はお父さんのことが好きで好きで仕方ないんや。




　娘である胡桃に向けていたのは、嫉しつ妬と。

　胡桃が問題を起こして、それに旭が心を砕くだくことも、胡桃のせいで旭が五條家の親族から悪い印象を持たれてしまうことも、我が慢まんならないほどに旭のことが好きで仕方なかったのだろう。

　お嬢様としてどんな物でも手に入れてきた香苗は、初めて本気で手に入れたいと思った旭が、自分だけのものにならないもどかしさから胡桃を敵てき視ししてしまったのだろう。

　彼女は幼い少女と同じ。自分のお気に入りを取られることに我慢ができなかったのだ。

　ふいに胡桃は笑みを浮かべて、忍しのび笑いをする。

（なんや、えらい子供やん、この人）

　幼い子供の独どく占せん欲よくと嫉妬心。意に沿わない相手は自分よりずっと年下でも本気で腹を立ててしまう幼い心。

（あたし、こんな子供と喧けん嘩かしてたんや）

　自分も子供で意地っ張りだけど、それ以上に香苗の幼さに胡桃は笑ってしまった。

「な、何よ！　私が泣けばおかしいの？　ざまあみろって思っているのね！」

　泣きながら睨にらみつけてくる香苗が金切り声を出すから、旭はますます眉を下げる。

　体育祭の時にわざわざティアラを持ってきたのも、旭のため。旭の娘である胡桃が恥ずかしくないだけの体面を保たせるためだ。

　なんといじらしいことか。

　それほどまでに香苗から気持ちを向けられているのに、天然でぼんやりしている旭は無意識に胡桃のことを構うから、香苗は一いつ層そう意地になってしまうのだろう。

（ああ、今やからめっちゃわかるんやな、その気持ち）

　胡桃は納得する。

　──今だからわかる。

　何よりも大切で、手放したくない人が、諦あきらめられない人が胡桃にもいるからこそ、香苗の気持ちに気がついたし、共感もできる。

　大好きな人が他の人を大事にしているなんて、確かに穏やかではいられない。

　ヤキモチがどんなに苦しく辛つらいものかを、胡桃ももう知っている。

　香苗の胸の中にあるコップの中に少しずつ溜たまっていった嫉妬の雫しずくが、あの中学の事件の時に溢あふれてしまったのだろう。

　振り返ってみれば、独り暮らしを決めた胡桃に、生活に困ることのないようハウスキーパーを手配したのは香苗だった。

　歪ゆがんだ眼鏡めがねで見ていたのは、自分の方だったのかもしれない。

　彼女だけでなく、父親のことも。

　香苗ではなく父の旭に向けて胡桃は笑う。

「お父さん、迷惑ばっかりかけてるからあたしのこと見放したんかと思ってた」

「なんてことを言うんだよ、胡桃ちゃぁぁぁん。そんなわけないよ。僕、胡桃ちゃん大好きだよ、大事だよ！　本当は独り暮らしさせるのも心配で心配で、夜も時々眠れないんだからね」

　時々か！　と突っ込みかけたが、衝しよう突とつやトラブルが苦手な父が、香苗の味方をしたのも致いたし方ないことだったのだと、今の胡桃なら理解ができた。

（ほんまにあたしも子供やったんや。あんなことで見放されたとか思ってしもて。アホやなあ、あたしは）

　旭が胡桃を大事だなんて言うものだから、香苗の視線がまた鋭くなり、今にも攻撃の光線を放ちそうだ。

　いつも柊夜を取られたと「キイキイ」鳴くあやかしと同じだと、香苗のことがなんだか可愛らしく感じてしまう。

「香苗さん」

　胡桃の呼びかけに、香苗は敵意満まん載さいの挑ちよう戦せん的てきな瞳を見せた。

「何かしら」

「私にも大好きで大切な人がいるんですよ」

「なぁ──────にぃぃぃぃ！！！！」

　胡桃の突然の告白に素すっ頓とん狂きようなほど大きな声を上げたのは父の旭だった。

「待って、待って胡桃ちゃん！　何その爆弾発言！　いやいや僕の幻げん聴ちようだよね？　僕は何も聞いてないからね。はいはい、聞っこえませ～～ん。わっかりませ～～ん」

（あんたは子供かっ！　小学生男子かっ！）

　今度は心中できっちりと父の大人げない態度に突っ込みを入れておく。

　小学生の、それもおふざけをする男子のような態度を取る旭の手を、ぐいと引き寄せた香苗の目が爛らん々らんと輝く。

「そのお話、詳くわしく聞かせてちょうだい、胡桃さん」

　大変美お味いしそうな香りがしたのだろう。香苗はさっきまでの鬼おにの形ぎよう相そうなどどこへやら。輝く瞳は白色ＬＥＤライトの如ごとき光を放つ。ピカッと強い瞳で照射された胡桃は、目ま映ばゆさに目を細め、そして幾分危機感を感じて身を引いてしまった。




　胡桃が語る柊夜の話を「まあ」だの「クラスメイトなのね」などと活いき活いきと絶妙な合いの手を入れながら聞くのに反して、旭は「ウソだ」「信じない」と往おう生じよう際ぎわ悪く、こちらも絶妙な合いの手を入れながら耳を塞ふさいでみたりしている。

　それで、と最後に胡桃は香苗の目を真まっ直すぐに見て伝えた。

「今、その人は遠くへ行こうとしているんですが、私は彼を取り戻すために出かけようとしているところなのです」

「ダメだよぅ、胡桃ちゃん！　胡桃ちゃんは可愛いんだから、これからいくらでも好きになってくれる人が出てくるよ？　遠くに行っちゃう子なんかもうやめちゃっていいよ」

「バカね旭さん。他の人では代わりになんかならないのが好きって気持ちなんじゃないの」

　香苗の言葉に胡桃はハッとする。

（そうや、他の人では絶対に代わりになんかならへん。あたしはどんな柊夜でもかまへんけど、柊夜じゃないとアカンねん。香苗さん、それ、すっごくわかる）

　香苗がニコリと笑う。それは初めて目にする明るい笑みだった。

「行けばいいじゃない。あなたが身み勝がつ手てで粗野なのは充分知っているわ。止めたって行くつもりなんでしょうから、せいぜい勝手に頑がん張ばればいいんじゃないの」

「香苗さん、ありがとうございます」

　相あい変かわらず散々な言いようで優しさのない言葉だが、背中を押してくれた香苗に対して、胡桃は素直に礼が言えたことに自分でも驚おどろいた。

「やればできるやん、あたし……」

　思わずこぼした関西弁に、香苗は僅わずかに眉まゆを寄せてから不敵な笑みで問いかける。

「その言葉とか……相手の人はあなたの無ぶ様ざまな本性を知っているの？　外面に騙だまされているなんて憐あわれだわ」

「無様て……ゴホゴホ、失礼しました」

　香苗にいつもの調子で突っ込みかけた胡桃は慌あわてて咳せきをして、取り繕つくろいながらお嬢様のフリをする。

「まあいつもながら辛しん辣らつですね。ですが残念ながら知った上で付き合ってくださっています。香苗さんのご期待に添えなくて申し訳ありません」

　にっこりと極ごく上じようの笑みで返すと、香苗は一層口元を引き上げた。

「まあ奇き特とくな人もいるものね。きっと変わり者の胡桃さんとはお似合いなんでしょうね。今度会わせてちょうだい。どんな人か是ぜ非ひ見てみたいわ」

　キラリと香苗の瞳が一ひと際きわ輝きを増す。本気で相手を見たいのだろう。

「お褒ほめいただきありがとうございます。いずれ機会があれば」

　本音を通訳すれば、

（訳：あなたと付き合うとか変人なんでしょ、顔が見てみたいものね）

（訳：うっさいわ、会わせるわけないやん）

　こう変換される。

　女同士、白熱の戦いはにこやかに開かい戦せん中ちゆうだ。

　ひいい、と旭が小さな悲ひ鳴めいを上げているのが聞こえたが、香苗と胡桃は笑顔のままでやり取りを続ける。

「とにかく、そんな奇特な人は手放さないことね。珍ちん獣じゆうクラスに貴き重ちようだわ」

（訳：すぐフラれないようにね。貴重な変人なんだから）

「助言をありがとうございます」

（訳：あんたに言われたくないわ）

　そんな応おう酬しゆうを締めるためか香苗がパンと手を叩たたくや、さばけた言い方で胡桃に言う。

「その人のところに急ぐんでしょう？　グズグズしていないで行ってらっしゃいよ」

「イヤだぁ、胡桃ちゃん、行かないでよぉぉぉ。僕は認めないからぁぁ」

　遂ついに泣き落としに突入しようとする旭の前にずいと身を乗り出し香苗が「気にしないで行きなさい」と胡桃を促うながした。

　香苗は決して善ぜん人にんだとは思わない。

　こうして背中を押してくれているのも、胡桃が他の誰かを選べば、旭の気持ちが香苗だけに向くと思っての打だ算さんだろう。

　打算なら負けない胡桃は香苗の考えが透すけて見えた。

（でも、香苗さんの考えることとか全然知らんかった。知ろうともせんかった）

　梛なぎが柊夜を一方的に憎にくんで傷つけようとしていた時、「もっとお互たがいを知って、それから判断しろ」と言ったのは自分だ。

　そのくせ当の本人は、香苗がなぜそんなに敵意を向けてくるのか、どんな気持ちを持っていたのか、そして父の旭がどう思っているのか、全部勝手な解釈で一方的に被ひ害がい者しや意識を持っているばかりで、理解することを拒こばんでいた。

　己おのれの幼さに、ようやく気がついた。

　荷物を詰め込んだリュックをつかんで立ち上がった胡桃は、迷うことなく香苗にニコッと愛らしい笑みを向ける。

「戻ってきたら、香苗さんとたくさん話をしたいと思います。いっぱい言い合いをして香苗さんの辛辣な言葉を聞きたいです」

　まあ、と驚いた香苗が目を眇すがめて唇を引き上げる。

「あなたの毒どく舌ぜつなんて聞きたくもないわ。でも彼氏を連れてきてくれるなら会ってあげてもいいわね」

　ふふふ、と笑う香苗には、もう氷のような冷ややかさはどこにもなかった。

　わからないと諦めずに、これからは言葉をたくさん尽つくし、少しずつでいいから『家族』になっていけたらいいなと、素直に思えた。

「じゃあ、行ってきます。戻ったら五條の家に帰るので待っててね、お父さん」

「いやだあぁぁ、胡桃ちゃん」

「優しいのは旭さんのいいところだけど、娘の自立を妨さまたげるのはいただけないわ」

　胡桃の味方になるような物言いをする香苗だが、「娘の自立」などというキーワードを使って反論できないようにしている計算高さが透けて見える後押しに、胡桃は苦笑しつつ父に声をかける。

「お父さんのことも、もちろん大切。だから待ってて」

「く、胡桃ちゃん！　ぼ、僕も大好きだよぉぉぉ！」

　恥ずかしげもなく叫ぶ父の潤うるんだ声を背中に受けながら、胡桃はベランダへと駆け出す。そこには腕を組み、背を壁にもたせかけている銀太が待っていてくれた。

「銀太、ごめん、お待たせしてしもたね」

　ゆるりと顔を上げる銀太の、銀糸の髪に夜の灯あかりがキラリと流れる。

「……おう」

　大きな手のひらを胡桃の頭に乗せると、ポンポンと慰なぐさめるように優しく叩き、それから「んじゃ、行くか」と抱き上げるや手すりにひょいと跳び上がる。

　きっと話をここで聞いていたのだろう。そして胡桃が家族と喧嘩していると思ったのかもしれない。銀太の抱きしめる手は、いつもより一層優しかった。

　ビョウ、と夜の空に飛び出せば、夏の夜風が胡桃の長い髪を躍おどらせる。

　いつの間にか蒸むした夏の気は流れ、いくらか涼風が交じっている。夏の終わりが近づいているのかもしれない。決着をつけるべき夏が終わるのだ。

　背後で、「あれぇ!?　今、胡桃ちゃんベランダから出て行ったけどぉぉぉ！　いないよ、消えたよ!!　手品!?」と子供のように騒ぎ立てる旭の声がＢＧＭで流れた。

（お父さん……あんた、絶対に小学生やろ……！）

　父親の精神年齢にガックリしつつ、笑ってしまう胡桃であった。
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「お、胡桃くるみちゃ～ん、発見！」

　黒くろ椿つばき屋やの前に到着した胡桃と銀ぎん太たにかけられたのは、吞のん気きで緊張感のない咲さき畑はたの声だった。

「チャラ……咲畑君と花か梨りんちゃん、それに梛なぎ君もどうしたのですか？」

　銀太の腕から下りた胡桃は、目の前に立つ三人を認めて駆かけ寄る。

　咲畑も花梨も、そして梛も制服姿で店の前に集っている。その中で、花梨の熱い眼まな差ざしは美少年の梛を舐なめるように見ていた。

「あ、あんた来たんだ、よかった」

　駆け寄った胡桃の後ろに隠れるようにして梛は花梨の視線から逃のがれようとした。しかし、花梨の瞳は梛を追いかける。

「あ、ショタ……いえ、梛君、君にぜひしてほしい格かつ好こうがあるのよ。サイズを測りたいんだけど」

　梛は花梨のコスプレのターゲットにロックオンされてしまったようだ。

（めっちゃ狙ねらってる！　あれはスナイパーが標的を狙う目ぇやな）

　細いフレームの眼鏡めがねの奥で、花梨の眼差しは梛の全身をサーチしている。狙い定めるスナイパーの気き迫はくが漂ただよう。

「あの、みなさんおそろいで、どうされたのですか？」

　話を逸そらすつもりと、どうして三人がここにいるのか不思議で問いかけると、すぐに梛がツンとした口く調ちようで答えた。

「あんた知らないの？　兄さんが大変なことになってるんだよ。付き合ったっていってもそんなものなんだね」

　勝ち誇ほこったような言い方だが、まだコソコソと胡桃の後ろに隠れている。そんな梛を見ながら花梨は眼鏡を押し上げる。

「胡桃ちゃんと月瀬が二人揃そろって学校を休んだし、気になっていたら梛君から優ゆう樹きに連絡があったの」

「梛が泣きながら、柊夜があやかし界っつーの？　そこに行ったまま帰れなくなるかもしれないって聞いたからさ、これは親友として迎えに行っちゃうかって、みんなで駆けつけたんだよ。胡桃ちゃんは柊夜と一緒にあやかし界ってとこに行っちゃったのかと思ったよ」

「なんでこの人が兄さんと一緒に行くんだよ。選ばれるなら僕でしょ。ふん、それで？　あんたも兄さんのところに行こうって思ってるの？」

「はい、私も行く──」

「僕がいれば兄さんはそれで充じゆう分ぶんだし、あんたはどうせなんの役にも立たないから行っても関係ないだろうけど、まあ、行きたいなら、その……ぼ、僕が、守ってやるから……離れないようにしておきなよ……あんた、鈍どんくさいから……し、仕方ないし」

　胡桃の返事を聞きもしないで勝手にベラベラと話す梛に、銀太が眉まゆを跳ね上げた。

「おい、胡桃はおいらが守るからな。手ぇ出すなよ」

「はあ？　兄さんの代わりなんだから、僕が守るのが筋だね。狐きつねなんかに任せられない」

「おいらは神しん使しだぞ！　それに柊しゆう夜やの相あい棒ぼうはおいらだ！」

「兄さんの弟は僕だ！」

　おいらが強い、僕はすごい、と二人の話は横道に逸れ全力で爆走していってしまう。

（いや、もう話がずれてどっか行ってますけど！）

　脇わき道みちを全力疾しつ走そうする二人の言い合いを遮さえぎったのは花梨だった。

「まあ、そんなことはどうでもいいけど、私たちだけじゃ入れないから、黒椿屋まで案内してよ、神使の妖よう狐こ君」

　二人の言い合いをバッサリ切り捨てた花梨に、我われに返った二人はお互いにプイッとそっぽを向き、銀太はガラリと低い潜くぐり戸を引き開けてみんなを招き入れた。

「ほら、入れよ。おいらが連れてってやるからな。このおいらがな！　神使のおいらがな！」

　やけに「おいら」を強調しているのは、梛に対抗してのことだろう。




　古い道具が並べられている黒椿屋の店の中は、いつも通りランプの柔らかなオレンジ色の光が満ちている。

　いつもは暖かく感じる光なのに、柊夜がいないだけで寒々しい虚きよ無む感かんを胡桃に与えてしまい、小さく唇くちびるを嚙かみ締める。

　奥の小上がりでしどけなく座すわるユズリハが薄うすい笑みを浮かべながら、ずらりと並んだ胡桃たちに緩ゆるやかに問いかけた。

「柊夜を迎えにあやかし界へ行きたいと言うのかえ？」

　ピンと張り詰めた空気が、ユズリハの側そばで焚たかれているお香の香りを鮮せん明めいに際きわ立だたせる。

「あやかし界は人にとっては危険な場所、瘴しよう気きに満ちた世界じゃ。そうじゃのう……そこな泉いずみの血に連つらなる者は特異な体質ゆえに問題はないであろうが、他の者は行くことさえ無理じゃ。到とう底てい許可はやれぬのう」

「おおお、俺だけ特別って、ちょー気持ちいいっての。さすが俺様だな！」

　咲畑だけを指さし告げたユズリハに、梛が硬かたい表情のまま一歩前に出る。

「僕は結けつ界かいの呪じゆ術じゆつが得意です。瘴気に触れないように自分を結界で守るぐらいは朝飯前ですから問題ありません」

「おお、そなたも名に聖なる字をもつ者であったな。『梛』の木は熊くま野の社しやのご神木でもあり、平へい穏おん無事の『凪なぎ』に通じる美しくも強き葉をもつ木なれば、その名はそなたを守るであろう。柊夜と同じで、よい名をもろうたものよのう。まあ、よしとしてやろう」

　ユズリハからお墨すみ付つきをもらい、緊張を緩めた梛に続いて花梨が同じように一歩前に出た。

「私は優樹と一緒にくっついて行きます。私もいくらかは結界も張れますし、このあやかし忌き避ひ剤ざいがあれば大だい丈じよう夫ぶではないでしょうか？」

「うおおい、忌避剤とか言うなよ。語感がリアルにイヤな感じだ」

　抗議する咲畑の腕に花梨は自分の腕を絡からませ、もう一度ユズリハに「どうですか？」と尋ねた。

（やっぱり……）

　二人の様子に胡桃は確信する。

　自然に腕を絡ませる花梨も、それを受けて彼女を守る位置に立つ咲畑も、お互いをしっかりと受け入れ、大切に想い合っているように見える。

　それが今の胡桃にはとても羨うらやましい。

　それと同時に強く決意した。

（絶対に柊夜を引きずり戻したんねん！　一緒に住もうとか、爆弾投げつけといて自分はさっさと逃げるとか許さへんもん！）

　とんだテロリストではないか。最初に嬉うれしいダメージを与えておきながら、すぐに拒きよ絶ぜつという酷ひどいダメージを与えて逃げ出すなど……。

（──これは呪のろうしかないな。呪ってでも連れ戻すからな！　呪い、再び!!）

　己おのれの欲望のままに呪いを決意する、まだまだ懲こりていない腹黒天使だった。

「……胡桃よ」

　クスクスと笑うユズリハに呼ばれてギクリとして口元を隠す。

　邪じや悪あくなことを考えていたが、我知らず言葉にしてしまったのかもと口を押さえ挙きよ動どう不ふ審しんに瞳を揺らす胡桃に、ユズリハは少しだけ口こう角かくを引き上げた。

「破は魔ま鈴すずの蛇へび神がみの力をせいぜい借りるがよい。あやかし界の瘴気からそなたを守ってくれよう。胡桃の名も破魔の意を持つゆえにその身を守るであろうが、その子蛇はそなたの味方になる。正神使からも加か護ごをもろうたのか。よい縁えにしになったようじゃのう」

　肌はだ身み離さず身につけている破魔鈴を取り出すと、細い穴から遠えん慮りよがちに白いヘビがちらりと顔を覗のぞかせる。

「出てもいいですか？　驚きませんか？」と尋ねているようで、とても愛らしい。

　ヘビやは虫類は大の苦手な胡桃だが、この小さな小さな白ヘビに『雪ゆきうさぎ』と名付けてから、必要以上に怖くなくなったし、蛇神の方も気を遣ってあまり出てくることはない。

「雪ちゃん、よろしくお願いしますね」

　半分だけ顔を覗かせているヘビに笑いかけると、ググッと鈴の中から身を乗り出して、丸い頭をペコリと下げた。

「おいらも胡桃を守るからな！　問題なしだ」

　背中から抱きついてきた銀太が勢いよく言った瞬間に、すかさず梛が胡桃に回す銀太の腕を押さえた。

「ベタベタするなよ見苦しい。それにあんた声、でかい。うるさい」

（……何やら、デジャヴが……）

　銀太が胡桃に抱きつき、即そく座ざに注意が入る。既視感のあるパターンだ。

（さすが兄弟や。行動も似てるんやな）

　感心していると、梛は辛しん辣らつに言い放った。

「こんな下品な外そと面づら女子なんか、僕一人で充分だよ。面めん倒どうだけど僕から離れないようにしなよ。あんたバカだからすぐどこかへ行きそうだし」

　手を伸ばすや胡桃の肘ひじを引き、銀太から自分の方へと胡桃を引っ張り寄せた。

　酷い言われようだが梛がこうやって胡桃に構うのは、きっと柊夜のいない場所を一いつ生しよう懸けん命めい埋めようと頑がん張ばってくれているのだろう。

　梛のその健けな気げさに可愛さを感じて胡桃は笑みを浮かべながら「ありがとう」と頭を下げかけたが、咲畑が梛に告げた言葉で、一気に血ちの気けが引いた。

「待てよ、梛。胡桃ちゃんはなぁ、学校一の美少女でお嬢じよう様さまだぜ。いつだって上品で優しくて天使って言われてんのに、下品とか外面とか的まと外はずれすぎるっての」

（うわあああ、そうやった！　サラッと聞き流してしもたけど、梛君、何を暴ばく露ろしてくれてんねんなぁ！）

　梛の前では本性を隠していないので、下品だの外面だのと言われても何も感じなかった胡桃は自分と梛の迂う闊かつさに舌した打うちし、それから深く息を吐はき出した。

「花梨ちゃん、咲畑君、私の話を聞いてくれますか？」

　──でも……もう、隠したくない。

　胡桃は心を決める。

　今は隠したくないと思う気持ちの方が強かった。

　梛の事件があった時、花梨たちに近づけたと思ったのに、外面で笑いかけた途と端たんになぜかまた彼女たちへの距離が遠ざかった気がして、胸の奥に冷えた風が吹ふいた。

　本性を見せて嫌われるかもしれない。騙だましていたとなじられるかもしれない。とても怖いけれど、柊夜のために危険を冒おかしてくれようとする人たちを、騙したままでなんていたくなかった。

「私……確かに天使のような笑顔の才さい色しよく兼けん備びな美少女と呼び名が高いですが……」

「自分で言うの、それ。それに才色の才はないと思うけど」

　小さい声で挟はさまれた梛の合いの手は綺麗に無視しておく。

「けれど、それは本当の姿とは……ちゃうねん！」

　両手を胸の前で組み合わせ、潤うるんだ瞳で花梨と咲畑を見上げる美少女の懇こん願がんポーズをつい取ってしまった胡桃は、自分を愛らしく見せる計算高さが骨ほねの髄ずいに染みついているなぁと実感中だ。

　お願いポーズのまま、関西の出身で本当は関西弁の方が素すなのだと、カミングアウトした胡桃の話を聞いた花梨は眼鏡の奥の目を丸くしながら、「アリだわ……」と感かん嘆たんする。

　は？　と首を傾かしげた胡桃の肩を、唐とう突とつにガバッとつかむや花梨は鼻の穴を膨ふくらませた。

「関西弁の美少女、めちゃくちゃアリよ！　『新しん撰せん組ぐみトラブネス』の鈴すずちゃんもイケるわ！　あ、月つき瀬せの甲か子し太た郎ろう様のコスと合わせでやってもらうしかないわね！」

「ま、待って、花梨ちゃん、意味不明！　ほんで力強過ぎて肩が痛いんやけど！」

「あああん！　関西弁美お味いしい～！」

「おい、待て花梨」

　胡桃の肩を痛いほどつかんでいた花梨の腕に手を伸ばした咲畑が眉まゆ根ねを寄せる。

　険けわしい表情を見せている。ずっと胡桃を「可愛い」なんてちやほやしてくれていた咲畑だ。きっとこんな言葉を話す胡桃に幻げん滅めつしてしまったのだろう。

　きつい眼差しで首を横に振る咲畑の唇が開かれるのが怖かった。

「鈴ちゃんの妹の琴ことちゃんの方が胡桃ちゃんには絶対に似合うっての、わかる？」

（こっちもコスプレの話やったんか────！）

「まあ、そうね。琴ちゃんもいいわね。優樹、わかってるじゃない」などと花梨も上じよう機き嫌げんだ。

　女の子に声をかけまくるチャラい咲畑も結構そっち方面もいける口のようだ。

　拒絶されていない様子に胡桃は安あん堵どの息を吐いたが、花梨がキッと強い眼差しを胡桃に向けたので、やはり何か言われるんじゃないかと一気に緊張する。

「胡桃ちゃん、一つだけ忠告しておくわ」

　深刻そうな重々しい花梨の言い方に胡桃は瞬まばたきも止めた。

　いい話ではないことが、彼女の放つ空気が語っている。

「月瀬のことだけど……覚かく悟ごはいいの？」

「か、覚悟……？」

　予想以上に重たい単語に胡桃は拳を握りしめ、全身の神経をとぎすませて続きを待った。

「そう、覚悟よ」

　ゴクリと唾つばを飲み込む音が耳の奥でやけに大きく聞こえる。

「あのね、黒髪眼鏡は九割九分の確率で鬼き畜ちくのドＳなのよ。これは統計学でもはっきりしているわ。月瀬もそうだと私の勘かんが告げているから間違いない」

「ど……どんな統計や!!　二次元やろ、それ！　鬼畜のドＳってなんやのん!!　そんな統計聞いたこともないわ！」

　本当にそんな統計があるならば相当ムダな統計学だろう。

「生なま突っ込み来たわ！」

「関西弁の胡桃ちゃんも可愛いっ！　俺、そういうの好きだしウエルカム～！」

（ウエルカムとか使うん、おっさんくさいねんけど！）

　妙みようにテンションが上がっている花梨と咲畑は胡桃の突っ込みをとても喜んでいる。

　その姿を見て、二人が、今まで隠して騙してきたことで胡桃が抱いている後ろめたさを、「気にするな」と背中を叩たたいて払ふつ拭しよくしてくれたのだと気がついた。

「さあ、あやかしの世界へ行くがよい。恐れ知らずの愚かで可愛い人の子たちよ、柊夜をつれて無事戻ることを期待しておるぞ」

　ユズリハの甘あまく熟うれた声は、常になく凜りんとした強さが含ふくまれている。

　視線を上げた全員を一人一人見み遣やってから、「朧おぼろよ、案内しやれ」といつの間にか玄関口に佇たたずんでいた朧を手招きした。

　朧はこの店の『手引き』をしており、手に提ちよう灯ちんを持つ犬ほどの大きさで狐のお面を被かぶったあやかしだ。

　手にしている提灯は、空間を繫つなぐ力があるらしい。

「それでは皆々様、どうか提灯の灯あかりからはぐれませぬように」

　愛らしい声で告げた朧が、ガラスのはまった玄関を引き開けて頭を下げながら促うながす。

　緊張の面おも持もちで、胡桃たちは足を踏み出した。




　黒椿屋の玄関を出ると打ち水のされた石いし畳だたみが続いている。

　足元の行あん灯どんが水に映り込む幻想的なこの石畳が胡桃は好きだ。いつも前を歩いていた柊夜の背中がただただ恋しい。

　着物の背中も、制服の背中も、どの背中も恋しくて気が急せいてしまう。

　──こんなにも……誰かを好きになったことない。

　そっと瞼まぶたを伏ふせがちに俯うつむく胡桃の横顔に淡あわい灯りが陰いん影えいを描き出し、溜ため息いきが出るほど綺麗に見せる。

　が、彼女は心の中で悪あく態たいを吐つく。

（ちゅうかさ、初めての恋にしてはハード過ぎへんか？　お相手はあやかしのアイドルやったり、一緒に住もうとか言われたり、いきなり異世界に逃げられたり、これ普ふ通つうなんか!?　普通の女子高生って、こんなハードな恋してんの!?　恋が濃こいってか）

　おやじギャグまで飛び出すあたり、困こん惑わくして思考がイマイチ働いていない証拠だろう。何しろ右腕を梛、左腕を銀太に、それぞれつかまれ、二人は胡桃を挟んで牽けん制せいのオーラを放っているのだ。

　威い圧あつ満載のオーラの板挟みに、ペラペラの畳たたみ鰯いわしになりそうだった。

（畳まれるっ！　このままでは圧あつ縮しゆくされて畳まれそうや！）

　ぺたんこにされてしまう鰯に同情していると、やがて朧が立ち止まり振り返った。

「皆々様、これよりあやかし界に入ります。案内はここまでとなります。どうかお気を付けて行ってらっしゃいまし」

　頭を下げる朧の動きに合わせて提灯が揺らぐ。

　前方へと視線を動かせば、石畳が途と切ぎれた先に灰色の世界が広がっていた。

　暗くら闇やみではない。曇り空の日の夕暮れの薄暗さ。

　草木のない砂と岩だけの灰色の世界は、殺さつ伐ばつという言葉が似合っている。

　梛と花梨は呪術の紙、呪じゆ符ふを自分に貼はり付けてから、梛は胡桃の手を握り直し、花梨は咲畑の腕をつかむ。胡桃も破魔鈴を服の上からそっと押さえた。

「それで？　月瀬の居場所は調べがついているのかしら？　場所が割れているのならすぐに突入ね」

　刑事のバディものにハマっているらしい花梨の言い方はどうにも刑事じみている。

「おう、ミカが向かったのは妖よう帝ていの城だ」

　答える銀太の表情は硬く、耳も尻尾しつぽも警戒のためにピンと立っている。

　あやかし界の全てを統すべる王の存在として妖帝と呼ばれる存在がおり、そのあやかしの王が棲まう城にミカは柊夜を連れて行ったようだと銀太は話す。

　柊夜の腕にベタベタと絡みついていた『ミカ』と呼ばれていた女の人を思い出すだけで胡桃の胸には黒い雲が広がる。勝ち気に吊つり上がった目元にある自信が胡桃を見下していた。

「妖帝の城？　なんかいきなりラスボス感のある場所だよなぁ。さすが俺様の親友。スライムとかすっ飛ばしてラスボスと来たか。救うのがお姫様じゃないのが惜しいけどな！」

　こんなところに来ても咲畑は空気を読まない咲畑だった。

「あのさ、そんなにのんびりとしている場合じゃないみたいだよ。ねえ狐、あれは友好的な態度じゃなさそうだよね」

　梛の指摘で気がついたが、ぞろぞろと無数の黒いあやかしがこちらを目指して近寄ってきており、群むれからはピリピリとした敵意が感じられた。

「狐言うな！　後で覚えておけよ、このチビ！」

「チビじゃない！　僕だってすぐに兄さんくらいに背が高くなるんだからな！　あんたなんかあっという間に抜かしてやるから！」

　あなたのお兄さん、銀太より小さいですけど、と誰も告げなかったのは年上の優しさだ。

　ゾロゾロと近づく群れは見慣れた『雑魚』たちだ。だから胡桃は提案してみた。

「あれっていつも柊夜にくっついてるあやかしたちやろ？　そんな悪い子たちやないと思うし、話してみたらどうやろう？」

「はあ？　あんたって本当にバカなんだな。あやかしに話が通じるとか、信じられないよ、全く。あいつらがわかるはずないって。面倒くさいけど、ここまであやかしに対して無知なら、僕がずっと守らなきゃならないな」

　梛が鼻で笑ったところに、銀太が雑魚の群れの中で振り返った。

「こいつらが妖帝の城まで案内してくれるってよ！　柊夜のところに行きたいって言ったら、こいつら、めっちゃ喜んだぞ！」

　あっさり話は通じたようだった。

「…………あやかし同士だからな、あれは反則技だな」

　梛はぷいと頰ほおを膨らませたが、それが子供じみていて胡桃はこっそりと笑う。子供扱いすると怒るので、もちろん本人には内ない緒しよのままだ。
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　雑ざ魚このあやかしたちの先せん導どうにより胡桃たちは程なくその場所に到着した。

　立ち止まったあやかしたちが「キイキイ」と銀ぎん太たに何やら説明をし、それを胡桃たちに伝えてくれる。

「この奥に妖よう帝ていの城があるってよ」

　妖帝の城のあるエリアは、高い壁で囲まれて城じよう郭かくのようになっていた。

　中へ入る大きな門は開かれて、真まっ直すぐ伸びる道らしきものが一ひと際きわ大きな建物へと続いている。

　門の中を探るように見み遣やっていた銀太の目が細められた。

「柊しゆう夜やはあの建物の中だ。気配がする」

　銀太が建物を顎あごで指し示すと、門前で立ち止まる全員の視線がそちらへ動く。

　赤い丹に塗ぬりの門と大きな建物。立派な寺のようにも見えるが、それよりももっと豪勢な雰ふん囲い気きがある。

　背後には深い谷が続き、一種の要よう塞さいのようにも感じられた。

　ギラリと銀太の瞳が獣けもののように光る。その光の中には、自分を拒否した柊夜への怒りと、同じだけの不安が含まれていた。

　同じだ、と胡桃くるみは瞼まぶたを伏せる。

　本当は怖い。また柊夜に拒絶されることを考えると、震ふるえてしまいそうに怖い。その不安は銀太と同じ。

（でも、それはそれ、これはこれ。諦あきらめへんって決めたんやから！）

　初めの頃だって散さん々ざん一線を引こうとしていた柊夜に遠えん慮りよせず、無理やりに踏ふみ越えてきた。こんなに怖くなるのは、きっとそれだけ柊夜を大事だと感じているから。だからこそ、怖さも恐れも全部踏みにじって柊夜を迎えに行く。

　柊夜を一生失うことの方がずっと怖い。だから、怖くても足を踏み出さなければ。

　ここからは雑魚のあやかしたちは入れないのだろう。

　キイキイと鳴きながら、城門の前で胡桃たち一行を見送っている。

　大きな門を潜くぐり抜けながら振り返り、見送るあやかしたちに頭を下げた。

「案内、ありがとうな」

　呟つぶやく胡桃に梛なぎが訝いぶかしそうに目を眇すがめる。

　──何やってんの、あんた。と、呆あきれた声が今にも発せられそうな眼まな差ざしだ。

　あやかしと人が仲良くすることは、そんなにおかしなことなのだろうか。

（少なくとも、あの子らは悪い子やないねんけどな）

　もっと人もあやかしも仲良くなれたらいいのにと願うけれど、きっとそれは難しいことなのだろう。

　連れん綿めんとあやかし退治を続けてきた家系の梛たちにとっては、あやかしは敵にしか見えないのもきっと仕方のないことなのだ。




　程なく丹塗りの門へと辿たどり着く。

　かなり遠くに見えたけれど、見た目ほど遠くはなく、距離感も人の世とは違うようだ。

　厳いかめしい門の奥に見えている瓦かわら屋根の大きな建物は、胡桃がちゃんと日本史を学んでいたならば、平安時代の天てん皇のうの御ご座ざ所しよ、「御ご所しよ」に似ていることに気がついただろう。

　先頭を歩く銀太が門までいくらかの距離を残してピタリと足を止める。

　顔を上げた胡桃は、赤い門の前に立っている相手に息を吞のんだ。

　胸を強く叩たたかれたような衝しよう撃げきを受け、息ができなくて膝ひざを折りそうになる。

　通ることを阻はばむように立っていたのは、唇を歪ゆがませ鋭するどく目を細めているミカだった。

「来たのね。邪じや魔まをしに」

　赤い唇から忌いま々いましげに言葉が落ちた。

　黒一色の服、切りそろえた黒髪、首を飾る赤いリボン。その姿を見ただけで胡桃の心臓は拍動を増し眩暈めまいを起こしそうになる。

　今、柊夜と一緒にいるはずの彼女の姿が、やけに痛みを抱かせる。

「ミカ……おまえ……なんで柊夜を連れ去った！」

　ギリギリと牙きばを剝むき出して威い嚇かくする銀太に、ミカは腕を組み鼻で笑う。

　彼女の後ろには黒い姿のあやかしがずらりと控ひかえる。

　雑魚のあやかしよりも大きな姿。

　似ているもので例えるのならば、クマや特別大きな猪いのしし、二本足で立っているが、角を持つ牛。そんな姿のあやかしたちが数十匹。唸うなりを上げながらこちらを睨にらんでいる。

　彼らを従えたミカが余裕の表情で笑う。

「柊夜はね、妖帝になるだけの力がある。それをみすみす人間の世界に置いておくなんてバカみたいでしょ？　妖帝が封じられてから千年。空位となっているその玉ぎよく座ざに柊夜が座るべきなのよ」

「何を勝手なことを！　妖帝ってなんだよ。柊夜はそんなもん望んでねえだろ？　おいらや胡桃と一緒に……」

　声が小さくなる銀太をバカにした目でミカは笑った。

「自信がないんでしょう？　だって柊夜はあたしを選んだんだもの。そこの人間の小娘じゃなく、あたしをね。ずっと不愉快だったわ。こんな小娘が柊夜の側そばをちょろちょろとかき回すのが、我慢ならなかった。だからあたしがその娘の息の根を止めてやるわ」

　向けられているのは憎しみ。

　ミカの吊つり気味の瞳は憎々しげに胡桃を睨み付ける。

　梛がスッと胡桃の前に立ち、ミカの視線から胡桃を守りながら問うた。

「あんた誰？　兄さんを連れて行ったのはあんたなの？　僕から兄さんを取り上げようだなんてどういう了りよう見けんなの？」

「あら、柊夜の弟ね。ふふふ、愛らしい姿は柊夜に似ているけれど、力の大きさの違いとくれば、兄弟でも雲うん泥でいの差ね。お気の毒様」

　楽しげに笑うミカに眉み間けんを引き絞しぼった梛だが、ブラコン美少年はすぐに言い返す。

「当然だろ？　兄さんは誰よりも強い。お気の毒どころか誇ほこらしいね。それでこそ僕の兄さんだよ。それで、あんたは何者なんだよ」

「あたしは猫ねこ叉またの三み日か月づき。いつもは黒くろ椿つばき屋やの庵あん主しゆ様の飼い猫って言ったらわかるかしら。だから小さい頃から柊夜のことは知っているの。あの子はね、この頃急にあやかしの力が強くなってきて、もう人と一緒に暮らすことが難しくなったわ。柊夜にとってはここで暮らすことが一番。そんなこともわからずに、邪魔をしに来るなんて迷めい惑わくだわ」

「あんたが猫？」

　薄笑いを浮かべるミカの姿を梛はマジマジと見る。

　花か梨りんは「猫耳は!?」と若じやつ干かん違うところに食いついた。

　胡桃は燎りよう嵐らん山ざんにいる時に、ミカの正体については銀太から聞いていた。

　いつでも眠っているだけの大人しそうな猫は、ああ見えて結構な妖よう力りよくを持つあやかしで、銀太が黒椿屋に来るずっと前からユズリハに寄り添って生きてきた猫叉なのだ。

　そしてやはり、柊夜に強く惹ひかれていると聞いて胸がざわついた胡桃だった。

　長い爪を持つ手で真っ直ぐな黒髪を整えた途と端たんに、髪の間に器用に隠かくしていた黒猫の耳がミカの頭に現れた。

「これでわかるでしょう？　ああ、尻尾しつぽは人間なんかに見せないわよ」

　以前、銀太が尻尾は痛いと言っていたから、もしかしたら動物のあやかしにとって尻尾は弱点なのかもしれない。

「キタコレ！」と花梨が叫ぶと同時に、ミカは指先で何かを弾はじいた。と、胡桃は手の甲にチリッと鋭するどい痛みを感じる。

「なっ？」

　驚いて手を見ると、真っ直ぐな線が手の甲に走り、じわりと血が滲にじみ出す。

「胡桃！」

「胡桃さん！」

　銀太と梛が同時に叫び、花梨と咲畑が「胡桃ちゃん！」と一拍遅おくれて叫んだ。

「ミカ！　胡桃を傷つけるのは許さねえ！　いくらおまえでも！」

「狐きつねは黙だまっててよ。僕がこの人を守るんだから」

「うっせえ、チビはひっこんでろよ。おいらはもう胡桃には傷一つつけさせねえって決めたんだよ！」

「はっ、それが何？　僕が連れ去った時はガラス瓶びんの中で身動きできなかったくせに」

「う、あ、あれは……不意打ちっつうか……あああ、うるせえよ！」

　銀太が盛大に文もん句くを言った刹せつ那な、二人目がけて数本の鋭い刃やいばが投げつけられ、俊しゆん敏びんな銀太が梛を押し飛ばし自分も飛び退のく。

　刃はすぐに溶けて消えた。なぜならそれは、つららのような氷でできた刃で、銀太が飛び退きざまに狐きつね火びを放ったからだ。

　辺りを凍こおらせるような冷気を放つ声を響かせて一人の男が開いた門から出てきた。

「三日月よ、何をグズグズしている。結局、おまえには手が出せないというわけか」

　氷の刃を投げつけたのは、男のあやかしだった。

　以前、医師として黒椿屋に来ていた漣さざなみだ。

　彼は一足毎ごとに氷の華はなを散らしながらミカの隣に並び、青く冷たい眼差しで胡桃たちを睥へい睨げいする。

「漣！　こんなとこまで出てきて柊夜はどうしたのよ？」

「呪術で部屋に閉じこめているから問題ない。それよりもこの邪魔な虫どもを退治しにきた。汚けがらわしい人間どもを始末してやる」

　漣は手を上に向けて氷の刃を生み出し、押し飛ばされて転がっている梛に投げつけた。

　危ない！　と叫ぶ前に、氷の刃がキンと音を立てて、梛の目の前で落ちる。

　花梨が素早く結界を張ったのだ。

「ショタ君！　大丈夫？」

「だいじょ……ってショタって何!?」

　文句を言いながら梛が立ち上がる。それを守るように銀太が火を漣に投げつけた。

　しかし漣は、まるで舞まいでも舞うように、ひらりと手を翻ひるがえしただけで水を湧わき出させ、銀太の火を全て消してしまった。

「ちっ、水かよ。相性最悪」

　奥歯を嚙み締めた銀太は牙を見せて悔くやしがる。

「漣、手出しはやめてよ！　こいつらはあたしが始末す──うぐっ！」

　漣を止めようとしたミカの肩に氷の矢が突き刺さり、彼女の言葉を途切れさせる。

「私に逆らうな、三日月。どうせおまえはこやつらを殺すこともできぬだろう。追い返そうと思っているはずだ。柊夜のためにな」

「な……っ、そ、そこまでわかってるなら、漣が手を出す必要ないじゃない！」

「甘いことを」

「こいつらはあたしに任せるって言ってたのに！」

「後ろのあやかしどもはお飾りか？　さっさと仕掛けろ」

　ミカたちが言い合いをしている間に梛は胡桃の隣に戻り、花梨と咲さき畑はたも血の滲にじむ手を心配して寄ってきてくれる。

　その時、梛が小声で囁ささやいた。

「……胡桃さん」

　低く沈しずんだ声は、やはり柊夜に似ていてドキリとすると同時に切なくなる。もう一度、柊夜の声を聞きたくて胸が痛む。

「僕たちがあいつらを足止めするから、胡桃さんは兄さんを捜さがして連れ出してよ」

「ええ!?」

「ほら、あの男が門を開けたままにしている。今なら入れるし、兄さんを部屋に閉じこめたってことは、他に見張りがいないってことだよ」

「なるほど、そうね、いい案だわ。私たちが血けつ路ろを開くから胡桃ちゃんは先に進んで。殿しんがりは任せて」

　梛の意見に同意する花梨の言葉はやけに古風だが、きっとアニメの影えい響きようだろうと納得する。そんな花梨に胡桃は首を振る。

「でも、あの人強そうやしあやかしいっぱいおるのに、みんなを残してなんか行かれへん」

「あやかしは優ゆう樹きがいれば問題ないわ。瘴しよう気きさえなければ呪術でなんとか抑えられる」

　花梨がなんでもないように軽く言うと、すぐに梛が頷うなずく。

「心配ない。時は満ちた。どうやら僕の真の力を解放する時が来たんだ」

（中二病かい!!）
















　こんな時に、妄もう想そうをこじらせたセリフを言っている場合か！

　あわや突っ込みかけたが、すぐに梛は真ま面じ目めな声で続けた。

「あんたがいても足手纏まといなだけだよ。僕たちは呪術家なんだ。あんたはここにいない方が僕らもやりやすいって、考えたらわからないの？」

　そう言う梛の瞳は緊きん迫ぱくしている。余裕のない表情は、胡桃の心を迷わせるに充分だった。

（せやけど……）

　花梨と咲畑も柊夜を連れ帰るために戦ってくれている。

　胡桃が今、一番にするべきことは戦うことじゃない。

　ここに来た目的。

　──柊夜を迎えに行くこと。

　答えは決まっている。

　胡桃は了解したと、言葉にせず深く頷く。しかしすぐに梛は目を逸そらせ、とても重たそうに告げた。

「……あんたを守りながら一緒に行けないことを……後こう悔かいさせないでよね」

　身を案じてくれている言葉に、胡桃は梛の手を握って大おお袈げ裟さなほど明るい笑顔を見せた。

「大丈夫、信用して！　憎にくまれっ子世に憚はばかるって言うてな、案外イヤなヤツほど死なへんもんやねん」

「……それ、自分で言うんだ」

　梛の呟きと同時に漣が攻撃を始め、ミカが片腕でそれを阻そ止ししようとして、突き飛ばされ土の上に転がった。

「ミカ、大丈夫か！　……おまえ、ミカに何しやがんだよ！」

　銀太の瞳が険しく光り身を低めて戦せん闘とう態勢を取る。漣は冷たい青の眼で見下すように銀太と対たい峙じする。

　銀太の投げつける狐火はことごとく水に消されてしまい、援えん護ごする花梨の呪符も一瞬で凍りつき地面に落ちる。

　梛は二人の戦いを見ながら呪じゆ符ふを選びつつ、横顔のまま前を睨む。

「もし……もしも兄さんがどうしても戻らないなんてことになった時……」

　考えたくない結末だ。イヤな音が心臓から聞こえた。

「その時は……ぼ、僕があんたのことを……だ、だ、大事にするから……だから、その……ちゃんと戻ってきて」

「梛君、そんなに責任を感じんでも……」

　中学生なのに責任感の強いことだ。兄の彼女のことまで責任を負おうとするなど、なんて健けな気げなことと胡桃は感心した。

　銀太が針を投げつけ、漣が後方へと何度か跳ねて、門からは距離ができた。

　連れん携けいなどしていないのに、銀太は作戦の意図を汲くみ取ったかのように、的確に門の前から漣を遠ざける。

　銀太を援護する花梨が叫んだ。

「胡桃ちゃん、今よ！　私たちに構わず先に行って！」

　言い放つや花梨が銀太の攻撃に重ねて呪符を上手に投げつけ、門の奥へと道を開いてくれる。その隙すきを梛は逃のがさずに、胡桃の背中を押した。

「いまだ！　行って！」

　背中を押された胡桃は一目散に駆け出す。胡桃の背中に銀太の目が移る。

「胡桃、柊夜を頼むぞ！」

　銀太の声を背中で聞きながら開かれたままの門の中に飛び込んだ。

「あの小娘！」

　ミカがあやかしに命じて追いかけさせようとしたが、漣は「放っておけ。どうせ部屋は開かない」と一いち瞥べつしただけでまた銀太へと顔を戻す。

　バンッと何かが衝しよう突とつする音を背中に聞き、半分泣きそうになりながら胡桃は建物へと駆けた。
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　脇目もふらずに全速力で胡桃は建物へと向かう。

（五十メートル七秒台の俊しゆん足そくの見せ場や！　七秒台ぃぃぃ！）

　鼻息を荒げながら疾しつ走そうする。小学生の時のベスト記録、それもたった一度だけ叩き出した奇跡の記録を唱となえながら走る。

　高校に入りお嬢じよう様さまのフリをするようになってからは、十秒ちょっとの、女子として平均よりちょっと遅めかな、という位置をキープしている。

　外そと面づら天使が鬼のような形ぎよう相そうで全力疾走するわけにもいかないし、あまり速くても可か愛わいげがないのではと、計算高く弾き出した数値だった。

　追っ手がいるのかいないのか、それさえ確認することなく建物の中へと駆け込んだ。

　妖帝の城の中は、外観の和風とはまるで違い、どちらかというと中華風の趣おもむきがある。

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下か、その両側に鳥や木や動物など意い匠しようの施ほどこされた木の扉がずらりと並ぶ。

　静まりかえった内部は、誰もいないのか物音一つしない。

「どこや!?　柊夜、どこ！　返事して、柊夜！」

　廊下を駆けながら胡桃は苦しい息の間で柊夜の名を呼ぶ。

　後ろを振り返り、前に警けい戒かいを払い、緊張の中で扉をしらみつぶしに開けていく。

「ここはホテルか！　なんでこんなに部屋があんねんな！」

　一つ一つ扉を開け放つが、ある扉は庭へ繫つながり、違う扉は大きな広間だったり、階段が現れたり、もしくは小さな客間だったりと、配置がでたらめでどのような造りになっているか全く理解できなかった。

　心臓がすごい勢いで脈打つ。

　柊夜に近づいているのか、果たして見つけることができるのか、見つけても、あの手紙のように強く拒絶されるのか、そして梛や花梨たちのことも気にかかる。

　焦あせりで手のひらが汗あせばみ、扉の取っ手が滑すべる。

　走りながら考えているせいか、不安も希望も迷いも期待も、色んなことが交じり合い、胡桃の思考をまとめさせてくれない。

「ああああ、もう何を考えていいのかさえわからへん！　全部まとめてこねてパン生地にでもなってしまえ──！」

　意味不明なことを叫んだ途端、二つ先にある扉の取っ手ががちゃりと音をさせた。

「んな!?」

　誰もいない建物の中、いきなり響いた音に胡桃は過か剰じようなほどおののき、走っていた足を止めて息を潜ひそめる。

　ハアハアと荒い自分の息がやけに大きく聞こえ、鼓こ動どうの乱れが外に響いているような気がして身をすくめる。

　ガチャ、ともう一度音をさせた扉には、大きな虎とらが彫ほり込まれていた。

「……五ご條じようさんの……声？」

　虎がしゃべった。

（違うぅぅ！！！！）

　胡桃は虎の意匠が彫り込まれた扉に勢いよく飛びつく。勢い込み過ぎてガンッと正面衝突して額ひたいを打ち付けた。

「痛っ……！　っ柊夜!?」

　扉の向こうでガサリと身動きする音がする。

　いる……きっとこの向こうには柊夜がいる！

　確信した途端に、困こん惑わくの声が響いた。

「どうして……こんなところに。危険な場所なのに……」

「柊夜、開けて！　話を聞いて！」

「今……この扉は開かない。俺では破れない術をかけられている。多分、外に呪符があるはずだけど、その呪符は──」

　虎の頭上に意味不明な文字と模も様ようの書き込まれた紙が貼はってある。

「あれやな」

　一息に胡桃はベリッと遠慮なく剝はがして取っ手に手をかけた。

「剝がしたで、開く？」

「剝がしたの!?」

「え？　アカンかったん？」

　取っ手がクルリと回ったので、胡桃は思い切り扉を引き開けた。

　真正面に目を見ひらく柊夜が立っている。

　いつもの黒の着物姿。艶あでやかな柊夜。

　思わず涙が喉のど元もとを押し上げて、息が詰まる。

　──会いたかった……。

　何も言葉にできなくて、二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。

「しゅ──」

「五條さん、呪いが！」

　名前を呼ぼうとした途端に、強く腕を引かれて抱きしめられた。




「禍わざわいを祓はらい清め給たまえ！」




　凜りんと叫びながら柊夜は胡桃を強く抱きしめる。その腕が微かすかに震えていることに気がつき、胡桃は顔を上げる。

「ど、どうしたん？　急に」

「あの呪符は呪いが込められていたんだ！　手順を踏まずに剝がすと、その人に呪いがふりかかる。あやかしの呪いなんだ、どんな禍が起きるのか」

　もう一度、柊夜は祈るように凜と叫んだ。




「禍を祓い清め給え！　どうか！」




　柊夜の術はうまくいかないようで、更にもう一度同じ文もん言ごんを放ちながら、胡桃を襲い来る禍から守ろうとするように、腕の中に閉じこめた。だが胡桃は柊夜の背中をぽんぽんと優しく叩いた。

「柊夜、大丈夫。こんな時のために用意してきたから問題ない」

「用意？」

　頷いた胡桃は、柊夜の腕から体を起こすや、リュックの中から妙な人形を取り出す。

　藁わら人形っぽいけれど、白い簡かん素そな着物を着ており、顔の部分には小さな鏡が張りつけられている。

「これな、呪い返しの人形やねん。降りかかるはずの呪いを身代わりに受けてくれるねんて。通販で買っといてよかった。捨てるに捨てられへんかったし」

　笑った胡桃に柊夜は重々しい溜ため息いきをこぼし、首を横に振った。

「……通販って、本気なの？　信じてるなら、その天然さが怖い」

　そう言った途端、剝がして廊下に落ちていた呪符から黒い霧きりが生まれると、すぐに鋭い矢に形を変え、胡桃に向けて放たれた。

「五條さん！」

「きゃあっ！」

　柊夜の叫びと胡桃の悲鳴は、バシュッと矢の突き刺さる音と重なる。

　ドサリと音を立てて部屋の床に転がったのは、なんと呪い返しの人形だった。

　人形の心臓を射抜いた黒い矢は靄もやとなって消え失せ、床の上には胸に穴の開いた不気味な人形だけが残されている。

「…………効果…………あるんだ」

　長い沈黙の後に柊夜が喉の奥から呟いた。

「って、そんなことより、柊夜、迎えに来た！　一緒に戻ろう」

　勢い込んで告げた途端に、柊夜は瞳を翳かげらせて胡桃に背を向けた。

「無理だ。このままじゃ戻ることはできない」

「そんなこと言わんと──」

「五條さんはバカなの？　はっきりと言わないとわからないの？　こんなところまで来て、迷惑だって、わからないの？　こんなに力が強くなってしまったら戻れないんだよ？　学校にも行けない。それなのにいつまでも俺を揺さぶって、本当にタチが悪い！」

「柊夜……でも……」

「さっきだって、呪いで殺されかねないところだったんだ。俺はもう五條さんを守れない。このまま力が強くなれば、触れることさえできなくなる。あの穏おだやかな世界では暮らせないんだよ。ここに来て足あ搔がいてみたけど、この力は強まる一方で策はなかった。……何？　それともここには死にに来たの？　俺の制御できない力で殺されたくて来たの？」

　自じ嘲ちようする柊夜の本心が透すけて見える。

　戻りたいと願う、言葉の欠片かけらがたくさん胡桃に届いている。

　胡桃は僅わずかに眉まゆを下げて、ゆるゆると首を横に振った。

「あたし、柊夜が何よりも大切。柊夜のいない世界なんて、色も味もない乾かわいた世界でしかない」

「な……何を急にっ」

　唐突に告げられた胡桃のドストレートな告白に、動どう揺ようを隠しきれない柊夜の耳が一瞬で朱に染まる。

　しかし当の本人には告白のつもりはなく、下げた眉を一転して吊り上げた。

「はっきり言うとくけど、あたしは柊夜のためなら死んでも怖くない。でも、そんなことをしたら柊夜はきっと苦しむ。ずっとずっと一生苦しむ。そういう人やもん。だからあたしは死なへん。柊夜のためにも、絶対に柊夜のせいで死んだりせえへんから」

　覚悟してよ、と静かに瞼まぶたを伏せながら胡桃は柊夜から視線を下げる。

「最初からそうやもん。あたし、最初からどんなに拒絶されても構わへんかったもん。柊夜といるためやったら無遠慮にでも不ぶ躾しつけにでもなんでもなれる。あんな手紙の拒絶なんか受けとらへんから！」

「手紙？　手紙ってなんのこと？」

　柊夜が訝しそうに問い返す。

「柊夜、あたしと銀太に、もう会う気ないって手紙を……」

「俺が？　二人に？」

「そう、柊夜からの……」

　そこまで言いかけて、胡桃は気付いた。

　あれはきっとミカが仕組んだものだったと。

　内容を知っていたのはミカだけだ。そしてそのミカは、胡桃たちを邪魔だと思っていた。

（してやられた！）

　あっさりと信じてしまった自分の愚おろかさにがっくりしてしまう。あやかしは人を翻ほん弄ろうするのが得意だとわかっていたのに……。

　しかし、手紙が柊夜からではないとわかり胡桃の心には希望の光が見えた。

　柊夜を見つめながら、しっかりと言葉を選んで告げる。

「あたしはもう選んだ。家族がイヤやからとか、逃げ出したいからとかじゃなく、柊夜と生きていきたいから柊夜を選んだ。柊夜が大切、誰よりも。だから戻ってきて……銀太にもあたしにも、柊夜が必要やから」
















　言いながら胡桃は我慢できずに大粒の涙をこぼしてしまう。

　言葉が足りなくてもどかしくて、何一つ伝わっている気がしない。胸を開いて心の中を全部見せてしまいたい。

「……五條さん」

　痛ましいほど声が震えている。伸ばしかけた手を握りしめる。唇をきつく嚙み締める。

　そんな柊夜の姿に、胡桃は眼差しを緩ゆるめた。

「大丈夫。あたし聞いてきたよ、あやかしの刻印のこと。だから話を聞いて」

　そっと柊夜に歩み寄り、胡桃は柊夜を抱きしめる。

「ダメだ！　俺に近寄ったら……！」

「何も怖くない。柊夜に触れること、何一つ怖いことなんかないから」

　慌てる柊夜に構わず、胡桃はギュッと抱きついて胸に顔を埋うずめ、涙声のままで言葉を紡つむぐ。

「あやかしの刻印は、あやかしの呪い。その人の願いと反対の力が強まる呪い」

「ご、五條さん……何を？」

「人として過ごしたいと望めばあやかしの力は強まり、あやかしになりたいと願えば、その力は弱まり、果てしなく人に近しいものとなる」

　燎りよう嵐らん山ざんで正せい神しん使し様から教えられた通りに述べる胡桃に、柊夜は身動きを止めて聞き入っている。

　あやかしの刻印は、あやかしからの呪いの印だ。

　あやかしの力を欲すれば欲するほど力を失い、力を嫌って人で在あろうとすればするほど、逆に力が強まるのだ。

「かつてあやかしになることを望んだ者は、その力を失った。だから──」

　ようやく顔を起こした胡桃は、柊夜から手をほどき、そっと微笑ほほえんで見せた。

「柊夜は今、人として在りたいと強く願ってる。それであやかしの力が強くなってるんや。ほな逆を願えば、その力は弱まるねん。あやかしの力を強く願えば、逆にその力は失われるってことらしい」

「それは……」

「燎嵐山の正神使様から教えてもらった。だからな、ほら、今すぐあやかしになりたいとか、何か適当に願って」

「適当って……無茶を言う。それに事実かどうかもわからないことだろ？」

「えええい、無茶やない！　当たって砕くだけろやんか。できることはなんでもしたらええんやから、とりあえず願えばええねん。願えばなんとかなるかもしれんし。ほら、あやかしになりたいですって、願ってみ？」

「いやいや、急に言われても思いもしないのに願えないから！」

「もう、頭、固いなあ。ええから、騙だまされたと思ってちょっと思ってみて、な？　悪いことは言わへんから」

　グイグイと押してくる胡桃は、明らかに関西圏けんのおばちゃん化している。そのうちに「飴あめちゃんあげるから言う通りしときぃな」とカバンから飴を取り出しそうな勢いだ。

「強引にもほどがある！」

　首を横に振り、それから急に柊夜はフフッと笑いを落とした。

　笑ったことに驚いて瞬きをした胡桃に柊夜が目を細める。

「思わず抱きしめてしまったけど……大丈夫だった？」

「破は魔ま鈴すず、持ってるよ、ちゃんと」

「あれはまだ子供の蛇へび神がみだから……」

　雪ゆきちゃんの負ふ担たんと胡桃への影響を心配している柊夜に微笑んだ。

「あたしは大丈夫。というより、あたしが我慢できへん」

　だから触れて、と続けた胡桃の返事を、驚いたような表情で受け取った柊夜は、「またこの人は……」と、一度首を横に振ってから、伸ばしかけている手を胡桃の頰ほおに当てた。

　しばらく愛いとおしそうに眺ながめてから、すぐに両手で胡桃を深く強く抱きしめた。

「会いたかった……会いたくて気が狂いそうだった」

　柊夜の吐息交じりの言葉が体の中に染みわたる。

　温あたたかな柊夜の胸から耳を震わせて胡桃の中に安あん堵どの声がするりと入り込む。

（ようやく……息ができたよ、柊夜……）

　柊夜の腕の中で胡桃もそっと目を閉じた。

　胡桃の髪を優しく撫なで下ろしていた柊夜が、ふいに首を傾げるや胡桃の前髪を搔かき上げた。

「これ……！　五條さん、これはどうしたの？」

「これって？　あっ！」

　胡桃の額ひたいを触る柊夜の指の軌き跡せきで思い出す。

　そこには燎嵐山で正神使様からもらった印がある。神の加か護ごを願いながら書いてくれた印だ。

　そのことを聞いた柊夜は、瞳に安堵を浮かべた。

「宇う迦か之の御み魂たま神のかみの……。そうか、だから呪いは五條さんに向かわず、あの変な人形に行ったのか。どうりで、おかしいと思った」

　一層強く胡桃を抱きしめて、柊夜は「ありがたい」とほっと息を吐く。

「これほど強い神の守りなら、俺が触れても大丈夫だね。でも俺なんかのためにこんな危険を冒おかして……」

「あたし、望の愛あちゃんの病院に行った時に言うたやろ？　自分の危険とか考えんと駆けつけるって。覚悟しときって、言うたもん」

　それは、親友の望愛が危険かもしれないと彼女のいる病院へ行こうとした胡桃に、何もできないのに危険に飛び込む必要があるのかと問いかけた柊夜へ言い放った言葉だ。

　必要のあるなしじゃない。

　胡桃にとって手を差し出さないまま見み過すごす方がよほど苦痛なのだ。

　それが大好きな人のためなら、迷わず危険にも飛び込めるのに、柊夜は信じられないと言わんばかりに溜息を吐き出す。

「だからって、あやかし界にまで来るなんて無茶過ぎる」

「それにな、無茶はあたしだけやないねんで。銀太も梛君も花梨ちゃんも咲畑君も、みんな迎えに来てる。みんな柊夜が大事やから、柊夜が戻ってくれることを願ってる。だから戦ってくれてんねんで」

「えっ？　優樹や梛に泉いずみさんまで？」

「うん、柊夜を迎えに行けって、あたしを先に行かせてくれた」

「みんなは無事なの？　どこにいる？」

　柊夜の顔つきが変わる。

　ピンと張り詰めて、さっきまでの沈み込んだ空気などどこにもなく、瞳の中に炎が宿る。

「門でミカや漣たちと──」

「すぐに行こう、五條さん！」

　話を最後まで聞くことなく、胡桃の手を取るやいなや柊夜は部屋を飛び出す。

　小学生最高記録七秒台の胡桃が引っ張られて転こけそうになるほどの速さだ。どれほど柊夜が急いでいるのか伝わるから、胡桃は手をほどく。

「先に行って！　梛君たちに加勢して！」

「……わかった」

　瞬時迷いを見せたが、ここにはあやかしがいないので大丈夫だろうと判断したのか、柊夜は頷くなり全力で走り出した。




　門の前まで戻ってきた胡桃の目に飛び込んできたのは──赤い色。

　それは梛の流す血の色だった。

　梛は右腕から血を流し、花梨に守られるように抱きかかえられていた。その花梨を咲畑が背中からしっかりと抱きしめる。

　銀太の綺麗な銀髪のあちらこちらにも赤い血が飛び散っている。向き合うミカの腕には、銀太が放ったものなのか、銀色の針が深々と刺さり血を流していた。

　あれほどいた不気味なあやかしたちは消え失せている。

　消し去られたのか逃げ出したのか、どこにも彼らの痕こん跡せきは残っておらず、今はただ、ミカと漣だけが崖がけを背にして立ち、その向かいに柊夜がみんなを背に庇かばうように立っていた。

　あまりの惨さん状じように胡桃は足が震え、一歩一歩がやけに重たい。

　梛や花梨の側まで僅かの距離なのにひどく遠く感じる。

「胡桃さん」

　震えながら歩く胡桃に気がついたのか、梛が花梨の手から抜け出して胡桃へ歩み寄ってきた。

「な、梛君。……怪我の手当てを」

「僕は大丈夫。それよりあんた震えてる」

　胡桃を安心させるためか、左手を差し出すと、胡桃の手を包むように握りしめてくれた。

　柊夜の手は大きくてごつごつしているけれど、梛の手はまだそれほど大きくなく、柔らかくて温かい。

　年下で、まだ中学生の梛が怪我をしながらも胡桃の心配までしてくれているのに、震えている場合じゃないと、繫いだ手から力が湧いてくる。

　胡桃は落ち着きを取り戻す。

「やさしいね、梛君は。あたしは大丈夫。梛君の手、温かいから落ち着いたよ。心配かけてごめんな」

「ば……っ！　ち、違うからな！　ぼ、ぼ、僕は心配なんかしてない。あ、あんたが足手纏いになりそうだから！」

「うん、わかってる。ありがとう」

　梛の素直になれないところは胡桃と似ているから、何を言われても梛が可愛く見えてしまう。

　胡桃のお礼に、梛は「バカじゃないの」と悪態を吐つきながらも、胡桃の手を握る力を強めた。

「柊夜は部屋に戻っていなさいよ。じゃないと全員殺しちゃうわよ！」

　ミカが針の刺さったままの腕を押さえながら叫ぶ。だが柊夜が立ちはだかっているからか、攻撃はしてこない。代わりに漣がまた氷の刃を手のひらに生み出し、今にも投げつけようとしている。

「あいつ、漣とか言うやつがおいらの火の攻撃も、針の攻撃も全部水と氷で防ぎやがるんだ。ミカも邪魔してくるし……かといって殺せねえし。やっかいだぜ」

　忌いま々いましそうに銀太が奥歯を嚙み締めながら柊夜にこぼす。

　漣へと顔を向けた柊夜の眉がキリリと引き絞しぼられた。

「やめろ、漣。これ以上誰かを傷つけることは俺が許さない」

　柊夜が命令しつつ着物の襟元をくつろげた。しかし、漣は冷え切った青い瞳で柊夜を睥へい睨げいし、手のひらの氷を投げつけた。




「散さん！」




　柊夜の凜と唱えた一言で、氷の刃は弾け飛び粒となり霧む散さんする。

「攻撃はやめろ、漣！」

「私の攻撃を一言で消し去るとは……やはり強い力だ。だが私におまえの色仕掛けは通用せぬ」

「漣！　柊夜は新たなる妖帝になるんだから、もっと臣下らしくなさいよ！　さっきまで柊夜に恭うやうやしく仕えていたじゃないの」

　金切り声でミカが口を挟んだが、漣は冷れい徹てつな一言を投げつけた。

「よもやそんな絵空事を信じていたとは、おめでたいことだな」

「なんですって!?　どういう意味よ、漣！」

「所しよ詮せん、人間などいかに高き妖力を持とうが、妖帝になれるわけなどない。私の妖帝は後にも先にもただお一人だ。封じられた妖帝のお力を取り戻すために、こやつの稀まれなる力を贄にえとして利用しようとしているだけだ」

「そんな！　ウソでしょ？　柊夜を妖帝にするって言うから、あたしは協力したのよ？　黒椿屋に手引きしてやったんじゃないの！」

「愚かしい猫叉よ。あやかし同士信用する方がどうかしている。人の世に永くあって生温い考えが身についたか」

「な……そんな！　柊夜に手を出したらあたしが許さないから！」

　猫らしく耳の毛を逆立てて威嚇するミカへ、漣がすっと手を伸ばした。

「憐あわれで弱いあやかしは私には不要だ。おまえはもう用済みとなった。奈な落らくの谷底で静かに眠るがいい」

「何を……んぐ!?」

　漣は眉一つ動かさずに、伸ばした手でミカの襟えり元もとをつかむや、ギュッと思い切り吊り上げた。

「きゃ、ああぁぁ！」

「ミカ！」

　苦しげに呻うめいたミカに銀太が飛び跳ねて助けに入ったが、僅かの差で漣はミカを後ろの深い谷へ投げ落とした。

「ミカぁぁぁ！」

「おまえも去いね」

　谷底に落とされたミカへと手を伸ばしていた銀太の背中に氷の刃が勢いよく突き刺さり、呻き声を上げる間もなく谷へと転がり落ちてしまった。
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「銀太！！！！」

　叫びながら飛び出した胡桃の腕を引いたのは、梛だった。

「行っちゃダメだ！　あの谷は奈落って言ってただろ。落ちたら永遠の闇やみを彷徨さまようことになる。今行ったら落とされてしまう！」

「でも銀太が！」

　反はん駁ばくしかけた時、ガクリと膝から力が抜け、倒れかけてしまい梛に抱き留められた。

　目の前で起きたことなのに現実感が全くなく、銀太が今にも「あっぶね～」と谷から顔を出すのではないかと、胡桃は一いち抹まつの望みを持つ。

「銀太……銀太!!　ミカ、銀太！　返事をしろ!!」

　いつの間にか谷へと駆け寄っていた柊夜が、深い暗闇へと悲痛な声で叫ぶ。

　聞く者の心の奥底を抉えぐるような痛みを感じさせる声だった。

（きっと大丈夫や、な、柊夜。大丈夫って言うてよ）

　自分がずっと震えていることに気がつかないで、胡桃は梛に支えられている。

「二人を捜せ！」

　懐ふところから取り出した紙の鳥と犬を谷へと投げたが、一瞬にして凍り付き、吸い込まれるように谷底へと落ちていった。

「漣！」

　振り返った柊夜のオーラが怒りに満ちる。

　今までに見たことのない怒りの空気は、柊夜を艶やかに際立たせていた。

　あやかしのみならず、人も魅み了りようして抗えなくなるほどの存在感と艶めいた色香。

　鮮あざやかな色彩を独り占めする柊夜から目を逸そらすことなどできない。

　今までにないほど力が溢れている。強烈な光を身の内から放っているようだ。

「す、素晴らしい！　人間如ごときがこれほどの妖力を持てるとは！　これならば妖帝の復活も夢ではない！」

　周囲を凍り付かせる冷たさを纏っていた漣が、柊夜の力に歓喜の笑みを浮かべる。対する柊夜は怒りに満ちた気を放っている。

「おまえ、俺だけでなくミカも騙していたのか」

「騙す？　なんのことだかわからぬな」

　柊夜の投げつける憤いきどおりを漣はサラリとかわす。

「俺はミカに、あやかしの力を制御する方法をおまえなら知っているからと誘われてこのあやかし界に来た。だがおまえはここまで強くなったらもう妖帝になるしかないと言った。おまえを信じていたミカまで騙していたんだな」

「騙し騙されるなど、あやかしには普通のこと。騙される方が愚かなのだ。おまえは千年に一人の逸いつ材ざいだ。妖帝復活の贄に相応ふさわしい」

「ふざけるな、漣。おまえのシナリオ通りになると思うな」

　怒ど気きを含む柊夜の声は低い。だがその中に得も言われぬ官能の色が滲にじむ。

　耳の奥に甘く響き、ぞくりと肌が粟あわ立だつ。

「この力、またとない逸材。妖帝の御おん為ためにその力が……欲しい……欲しいぞ！」

　ああ、と深く息を吐き出した漣は、突然長い袖そでをふわりと舞うように翻ひるがえすと、姿を変えて空に浮かんだ。

　豪ごう快かいな風を巻き起こしてその場から飛び立ったのは、真まっ青さおな瞳を持つ白い龍りゆうだった。

（りゅ、龍やったんか！　って龍!?）

　日本昔話でおなじみの、子供が乗れそうな大きな龍。もちろん初めて目にする生きモノだが、様々な絵に描かれている姿そのもので、龍だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　遙はるか上空から地響きをさせる龍姿の漣の声が落ちてくる。

「妖帝の謁えつ見けんの間まで来い。妖帝のためにその力は使うべきだ。こんなところで戦い殺しては元も子もない」

「そんなところ、俺は行かない」

「そうはいかぬ。この城に一度でも足を踏み入れた者は、このあやかし界から出ることはできぬ呪術が施ほどこされている。柊夜、おまえはもちろん、その娘も我が呪術を破らねば人の世に戻ることもできない。それで良いなら好きにしろ」

　あっ！　と胡桃は声を洩もらした。

（もしかして……あたし、はめられた!?）

　胡桃が建物に向かった時、あっさりと見逃してくれたのは、あれは漣の罠わなだったのか。

　柊夜が逃げ出そうとしても、胡桃を人質にできるようにわざと入らせたのだろう。

（うわああ、またあたし、足手纏いになって迷惑かけてしまってる！　ほんまに、何回目やねんな……）

　事実を知って胡桃は愕がく然ぜんとする。

　龍は青い眼で梛に抱き留められている胡桃を一瞥してから、クルリと体をくねらせて旋せん回かいし、そのまま建物の奥へと飛び去ってしまった。

　強い風が顔に打ち付ける中、柊夜は険しい瞳で見送る。強い怒りのオーラを纏う柊夜は、色気がダダ洩れで、直視できないほど艶やかだ。

（いつになく、す、すごい色気で……見られへん）

　戸と惑まどう胡桃はまだ梛に抱きしめられたまま。

　抱きしめた梛も、抱きしめられた胡桃も、柊夜の姿に釘付けになってしまい、自分たちがどんな体勢でいるか気にしてもいなかった。

「……梛」

　やけに低い柊夜の声を聞き、梛が弾かれたように顔を上げる。

「梛、手を放すんだ」

「に、兄さん!!」

　柊夜の押し殺した言葉など聞きもしないで梛は胡桃を手放し、愛いとしい兄の胸に飛び込んだ。

「兄さん！　よかった、無事だったんだね！」

「梛……心配させた。怪我を見せて」

　抱きつかれて戸惑いに揺れた柊夜の瞳は、すぐに愛しい色に変わり、少し躊躇ためらってから梛の肩を優しく抱きしめ頰を寄せた。

　背が低く女の子よりも愛らしい顔立ちの梛が縋すがりついている姿は、ようやく再会を果たした相思相愛の恋人同士そのもの。

　傷ついた腕を気遣いながら柊夜は梛を大切そうに扱う。

　胡桃は声にならない声で叫ぶ。

（チェェ──ンジッ！　その場所は彼女のもんちゃうの！　チェンジ、プリーズ！）

　あの体勢、羨うらやまし過ぎる。

　胡桃との再会場面はこんな感動モノではなかった。

　不用意に呪いの札をひっぺがしてしまった胡桃に柊夜が啞あ然ぜんとするわ、呪いで人形がグッサリとやられるわで、こんな感動的な美しい抱ほう擁ようの再会ではなかった。完全に梛にお株かぶを奪われてしまっている。

（いやいや、それどころちゃう！）

　胡桃は急いで銀太たちが落ちた谷へ向かい、真っ暗な底を覗き込んだ。

　深い谷からは冷たい風が吹き上げてくるだけで、なんの音もなく、真の闇が口を開いているだけ。どれほど深いのかさえ推し量ることもできなかった。

「銀太ぁ！」

　叫んでもわだかまる黒に吸い込まれるだけで、なんの返事もない。

　もう一度、銀太の名前を叫んだが、ただ闇に落ちていくばかり。

　ジワジワと銀太を失った現実が体を包み始める。誰もウソだと言わない。谷からあの明るい声も戻ってこない。銀に輝く髪の一筋も見つからない。

「ウソ……こんなこと……全部ウソやろ？　……銀太、銀太ぁぁぁ!!」

　泣きながら何度も何度も谷へと呼びかけていると、咲畑を連れた花梨が隣に座り、胡桃の肩を優しく抱きしめてくれた。
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　妖帝城の謁見の間を全員で目指す。

　柊夜は力の影響を考こう慮りよして、念のために最後尾についたので、胡桃はその隣に並んだ。みんなとは少し距離を空けて歩く。

　あやかしの傷を受けた梛は気を相当消費してしまったのか、柊夜との再会を喜んだ後、すぐに崩れるように意識を失ってしまい、咲畑の背中で静かに眠っている。

　まだ中学生の梛だ。緊張もたくさんしたのだろう。

　そして花梨もとても疲ひ弊へいしていた。

「私の呪術もまだ充分じゃないだけに苦戦したわ」と、疲れた顔を見せる花梨の手はしっかりと咲畑の腕を握る。その咲畑は、「マジ、俺の体質便利過ぎじゃね？　最強じゃねえの？」と自己の能力の利用価値を大発見して喜んでいた。

　大量のあやかしが撒まき散らす瘴しよう気きをことごとく無効化するおかげで、梛たちの呪術は最大限の効果を発揮でき、あやかしたちを霧む散さんさせたそうだ。

　妖帝がどれほど強い相手なのかわからない上に、梛は怪我をしてしまい、花梨も疲れている。どんな戦いになるか想像もつかない。

（こんな時、なんもできへんやなんて、ほんまにただの足手纏いやん）

　無力さが悔くやしくて、もどかしくて、どうにもならない思いを閉じこめるようにギュッと自分で自分を抱きしめると、ふわりと柊夜の羽は織おりが肩に掛けられた。

「寒い？」

　隣を歩く柊夜に肩を抱かれ、グイと引き寄せられたから、胡桃は「うわわわ」と声を上げそうになる。

　しいっ、と柊夜の長い人差し指が胡桃の唇に当てられた。

「梛が目を覚ますよ」

　囁かれて気付く。

（そうやった！　梛君眠ってたんや）

　梛を背負いながら少し前を歩く咲畑の背中を見て胡桃は唇を結ぶ。

　柊夜の手は胡桃を抱き寄せているというよりは、離れないで欲しいと訴うつたえているように感じた。

　──きっと……。

　深く大きな空くう洞どうが今、柊夜の胸の中に開いている。

　銀太を失った痛みは、胡桃が感じる以上に柊夜を打ちのめしているはずだ。

「柊夜……」

　続けるべき言葉が出てこない。銀太の名前を出すだけで涙がこぼれそうになるから、胡桃は何も言えずにいた。

「俺、考えていた」

「……？　何を？」

　柊夜は前を歩くみんなに聞こえないほどの、小さく低い声でそっと話す。

「あやかしの刻印のこと。ようやくわかった」

　柊夜はゆっくりと顔を寄せるや、軽く髪に口付けた。

「ちょっと……あの」

　前をみんなが歩いているのにと慌てる胡桃に構わず、髪に唇を触れさせたまま続ける。

「俺は五條さんと出会って、一緒にいたいと思うようになってから、このあやかしの力が邪魔だと思い始めていたんだ。もしこの先もずっと一緒にいるなら、破魔鈴の守りがなくても、普通の人間のように、ただ何物にも邪魔されずに五條さんに触れたいと願っていたんだ」

　柊夜のとんでも発言に胡桃は体中が熱くなる。

　今、熱を測れば、水銀体温計ならばパリンと小気味よく割れるほど上昇中だろう。

（だからサラッとすごいことを言うのは勘かん弁べんしていただきたい……）

　柊夜の唇が髪に触れているだけでも非常事態なのに、これはもう反則の域を越えている。

　しかも人様の（背中を向けてはいるが）面前で、ありえないことだ。

「唯ただの人でありたいとそう強く願ったから、あやかしの力が強くなったのかもしれない。初めて昼に力が使えた時も、五條さんをただ守りたい一心だったんだ。でも、この俺の利り己こ的てきな願いのせいで五條さんや誰かを傷つけてしまうと思うと、とても人と一緒に過ごすことなどできない。現にその迷いのせいで銀太が──」

　苦く悶もんの溜息を深く吐き出す柊夜の葛かつ藤とうが、胡桃にも手に取るように理解できたから、彼の言葉を遮さえぎる。

「あたしも考えてた。柊夜はあやかしと仲良しやんか？」

「仲良し？」

「うん、いっつも取り巻きが来るけど、あのあやかしたちを見る目は優しい。それに黒椿屋の朧おぼろやリンに向ける笑顔もほんまに柔らかい。あやかしたちが好きやって、柊夜の笑顔が言うてる。だから柊夜は人であることだけにこだわらんでいいんちゃうかな」

「どういう意味？」

「あやかしの力があるから、それが強いからこそ、あやかしたちと交流ができる。人であるからこそ、学校のみんなとも交流できる。一いつ石せき二に鳥ちよう……違うな、一いつ挙きよ両りよう得とく？　なんかそんな感じの、どっちもええとこ取りや」

　気持ちの全てが伝わるようにと願いながら、顔を上げて柊夜を見つめる。

　緩やかな歩みと同じ速さで、ゆっくりと告げた。

「あたしは柊夜のことが大好き」

「ごっ…………！」

「どんな柊夜でも構わへんし、ずっと側にいたい。柊夜は今のままで、そのままでいい。破魔鈴込みでもいいやん。たくさん触れてよ。あたしに、もっともっと触れて」

　顔を上げて目を大きく見ひらき、胡桃を見つめながらしばし絶句していた柊夜は、やがてはあ、と大おお仰ぎように溜息を吐き出した。

「……ほんと、どうしたらいいの、この人……」

　何やら怒らせてしまったのかと、胡桃はあたふたとする。また無遠慮に踏み込み過ぎたのかもしれないと、しどろもどろになりながら謝る。

「あの、その、なんか、スミマセン」

「スミマセンじゃないよ。どれだけ翻弄するのか……タチが悪すぎるだろう？」

「……タチが悪いって、腹黒いって意味ですよね？」

　柊夜を怒らせてしまったのかと思うと、口元が強ばり、丁寧な言葉遣いになってしまう。

「そうじゃない」

　怒ったようにプツンと言葉を途切らせた柊夜を、胡桃は恐る恐る見上げ、そして一瞬で呪じゆ縛ばくされてしまった。

　見下ろしてくる切れ長の瞳に浮かぶ甘い色。

　密ひそやかに隠された、全てを溶かそうとする熱。

　流れる黒髪の先にも、薄い唇にも、少し乱れた着物の胸元にも、抑えきれない色香が、今にもこぼれ落ちてきそうだった。

（ううん、もうこぼれ落ちてあたしの全身を麻ま痺ひさせてる）

　柊夜の滴したたり落とす甘い色に、全身を染められて胡桃は指先一つ動かせない。

　毒よりもっと強い毒を、無自覚にこぼして辺りを酔よわせている。

　自然に足を止めた二人は、無言のままで見つめ合う。

「俺も……堪たまらなく好きだ……どうしようもないほど」

　囁く柊夜の声音に熱が籠こもる。

「このまま、ずっと俺の側にいて……胡桃」

　名前で呼ばれ、心臓が止まってしまいそうなほどトクンと跳ねた。

　甘い声に囚とらわれて、息がうまく吸えない。心臓が暴れているのは酸さん素そが足りないせいだ。

　ゆっくりと柊夜が顔を寄せると、胡桃の唇に吐息がかかる。

　瞬きをした柊夜の瞼がゆるりと閉じていく。

　誘われるように胡桃もそっと瞳を閉じた。




　柊夜の唇が、秘めやかに優しく胡桃に重ねられた。




　優しいキスをしたまま、胡桃の茶色味かかった髪を柊夜は愛しそうに何度も撫で下ろす。

　軽く触れ合う唇から、柊夜の気持ちが流れ込む。

　──不安と怯おびえと、そして微かすかな希望と。

　ゆっくりと顔を離した柊夜に、胡桃は極上の笑みを浮かべてみせた。

「柊夜……大丈夫、怖くない。大丈夫って、あたしが何度でも言う。柊夜が迷う時、悩む時、あたしが何回でも、何千回でも、大丈夫って隣で言うから」

　眉根を寄せた柊夜は、そっと胡桃から視線を外す。

「このまま時間を止めてしまいたい。ずっと二人きりでじっとしていたい」

　うん、と頷いてから胡桃は寂しい笑みを浮かべる。

「それでも前へ進まんと。銀太のためにも……」

「……銀太」

　柊夜の目が一気に翳かげる。

　銀太とミカ。大切な二人を目の前で失ってしまった痛みを感じているのか、柊夜は強く唇を嚙み締めた。眉を下げながら柊夜の頰へ胡桃は手を添える。

「銀太はきっとあたしらが悲しみの時間の中に留まることを願ってへん。柊夜を頼むって銀太が言うたんや。だから柊夜は人の世界に戻って生きて、ずっと覚えておく義務がある。銀太のことを──」

　気がつけば胡桃の目からぽろぽろと涙がこぼれ落ちていた。勝手に涙が溢れていた。

　胡桃の涙を優しく拭ぬぐってくれる柊夜も今にも泣きそうに見えた。

「そうだな、わかってる。……五條さんは強いね」

「あたしはすごく弱い。胸が潰つぶれそうに苦しくて逃げてしまいたい。痛くて痛くて息をするのも辛い。でも銀太が大切やからこそ、この痛みも抱いて生きていく。忘れたりなんかせえへん」

「俺も忘れることなど……ありえない」

　ギュッと痛いほど強く胡桃を抱きしめる。

「銀太にもっとたくさん話をしておけばよかった。もっと五條さんと一緒にいさせてあげたらよかった。銀太に……謝れなかった」

「銀太はいつだって笑ってたよ。柊夜が大好きで柊夜の側が一番で、そうやって過ごした時間を銀太が悲しんでいるはずない。大丈夫、大丈夫やから」

　手の甲で涙を拭ってから胡桃はいつもより柔らかな笑みを浮かべる。

「ここから戻ったら、銀太の思い出をたくさん話そう？　だから今は、みんなと一緒に戻ることを考えようよ。あたし、もっと柊夜にいっぱい触れたい。柊夜もあたしにたくさん触れて。柊夜の全部をあたしにちょうだい？」

　悲しみも喪そう失しつも迷いも不安も、全部を同じように背負うから、その負の感情を全部ちょうだい、との意味を込めて胡桃は精いっぱい告げた。

　が、どうやら言葉足らずだったようだ。

「負の感情を」のワンセンテンスが抜けたことによって、とんでもない誤解を招いたらしい。

　柊夜は一気に顔を赤く染めると、口元を手で押さえて顔を背そむける。耳も絵の具で塗りつぶしたように赤い。

「五條さん……だからそう言うことをサラッと……。これは俺の誤解か？　俺がやましいのか？　それとも──」

　柊夜は続きを途切れさせ、何かを諦めたようにガクリと頭を倒し、改めて胡桃に穏おだやかな笑みを見せた。

「俺がみんなを守るから、みんなで一緒に帰ろう」

「うん。置いて行かれてしまってるし、急ごう」

　抱きしめている腕を緩めた柊夜から離れた胡桃は、ふと思い出して背負っていたリュックを下ろして中をまさぐる。

「あたしもちょっとは役立ちたいねんけど、これ、どれか使われへんやろか？」

「………………これは、何？」

「十じゆう字じ架かセットと般はん若にや心しん経ぎようタオル」

「まさか、これも通販で？」

「あっ、わかる？　このタオルはすっごい御ご利り益やくあるらしいって夜中のテレビでやっててさ。他にも大だい日にち如によ来らい入りの数じゆ珠ずもあるねん。あたしも戦いたい」

　いそいそと荷物を取り出す胡桃とは対照的に、ああ、と柊夜は深々と嘆たん息そくした。

「……夜中の通販番組……一人暮らしの弊へい害がいだ」

　見れば必要ないものでも欲しくなってしまうテレビマジック。

　今ならもう一つお付けしますと言われると、買い時だと錯さつ覚かくする不思議番組。

　どうやら胡桃はそのマジックに易やす々やすと引っかかってしまう性格のようだった。

「やっぱり一人暮らしはさせられない」

　呟いた柊夜の気は、いくらか和らいだ気がした。
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　あやかしに会うこともなく五人はひたすら奥へ奥へと進む。

　途中で目を覚ました梛なぎは、背負われるなど子供じゃないのに、と文もん句くを言いつつ、咲さき畑はたにもごもごと口ごもりながらお礼を言っていた。

　謁えつ見けんの間は、城の最さい奥おうにあった。

　数段の広い階段の先にある両開きの重厚な扉とびらには見事な彫り物が施ほどこされている。

　取っ手はくすんでいるが金で作られており、冷ややかな鈍にぶい光を放つ。

　緊張が走る中、柊しゆう夜やが進み出て扉の取っ手に手をかける。

　ギギギと重い音をさせて扉が開かれ、中から光が溢あふれ出た。




　広い室内は大だい理り石せきが敷しき詰められ、中央奥では赤い座面の玉ぎよく座ざが主あるじを待つように据すえられている。

　壁には等とう間かん隔かくにランプが掛けられ、暖かみのあるオレンジの光を放つ。

　黒くろ椿つばき屋やと同じ色合いなのに、禍まが々まがしさを覚えてしまうのは、玉座の脇わきに佇たたずむ漣さざなみのせいだろう。

「漣、決着をつけに来た。呪じゆ術じゆつを解け」

　力が増している柊夜の声には、意識していないのだろうが甘やかさが滲にじむ。

　ピクリと漣の肩が揺れる。

「やはり素晴らしい気だ。おまえを人間界に戻すことはならぬ」

「俺は戻る。もう決めた」

　柊夜の答えに胡桃くるみは顔を上げた。

　もう柊夜はきっぱりと心を決めてくれたのだ。

　誰かを傷つけることを最も恐れている柊夜が、それでも迷わずに人の世に戻ることを決めた。大きな喪そう失しつの痛みを吞のみ込んで、前に進むことを決めてくれたのだろう。

「そうはさせない。妖よう帝ていをお呼びした。いくら力の大方を封じられているとしても、おまえ如ごときが敵かなうはずもない」

「妖帝が、来るだと？」

「妖帝は千年前、ある術師に力のほとんどを封じられ、今は結界の中で過ごされている。久しくあやかし界に戻られなかったが、ようやく妖帝がお戻りになるのだ。それまでに不要な人間どもは駆く除じよしておかねばならぬな」

　漣は青く冷たい眼で居並ぶ胡桃たちを一いち瞥べつし、パチンと手を打ち鳴らす。

　すると、床に広がる影からわらわらとあやかしが姿を現し、胡桃たちをぐるりと取り囲む。凶悪な瘴しよう気きを撒まき散らすあやかしに、梛も花か梨りんも顔をしかめる。

「下げ賤せんな人間どもはこやつらに相手をさせよう。三み日か月づき如きには扱えぬほど妖力のあるあやかしたちだ。さぞかし美しい阿あ鼻び叫きよう喚かんのさまを見せてくれるだろう」

　手に氷を生み出した漣の髪からキラキラと散る氷の粒が、不ふ釣つり合いなほど綺き麗れいだ。

　辺りはピンとした緊張に包まれる。

　柊夜が一歩前に出て眼鏡めがねを外す。

「舐なめたことを言うな。誰一人傷つけることを、俺が許さない」

　柊夜は指で何かの印を結ぶと、口中で呪じゆ文もんを唱える。

　すぐに大きな風が吹き荒れて漣の氷を散らし、彼を渦うずが包み込む。

　強い風に身動きを阻はばまれた漣は、なびく髪から氷の粒をたくさん生み出し、己おのれの周囲に浮かばせながら余裕の表情を見せる。

「風を止めろ。さもなくばこの氷を渦に放つぞ。風圧であの人間どもに氷の粒がぶつかれば、見事な血ち飛沫しぶきがあがるのであろうな」

「……卑ひ怯きようなヤツだ」

「卑怯？　戦略と言ってもらおう。邪魔な人間どもも役にたってもらわねばな」

「残念だが、おまえの思い通りにはならない」

　言うが早いか、柊夜はすぐさま風の動きを変化させ、浮かぶ氷を逆に漣に向けて吹き飛ばした。

　氷の粒の直撃を受け、うっと呻うめいた漣が、柊夜から顔を背そむけて躍おどるように長い袖そでを一振りした。

　すると胡桃たちを取り囲んだあやかしたちが指令を受けたのか、突とつ如じよ雄お叫たけびを上げた。

「ぐおぉぉぉぉぉ───！」

　耳をつんざくあやかしの叫びと同時に濃い瘴気が振りまかれ、柊夜以外、怯おびえてひとところに身を寄せ合い集まると、すぐに黒い影のあやかしたちに包囲されてしまった。

「こ、こ、怖がるなよ。ぼ、僕の力なら一ひねりだからな」

　梛が震ふるえた声で強がると、間かん髪はつ容いれず花梨が突っ込む。

「こんな時に中二病はいらないから。この数とか、結構ヤバめかもね」

「おー、俺にくっついとけば瘴気は問題ねえからな。マジ俺最強だし」

　咲畑の空気を読まない発言にガクリとするけれど、おかげで怯えが消え落ち着きが戻る。

「破魔鈴あるから、あたしにもくっついて！」

　胡桃の声に梛と柊夜が顔を上げ目を光らせたが、すぐに柊夜は[image: ]を強く睨にらむ。

「いい加減にしろ漣！　こんなあやかしたちで俺が怯ひるむとでも思ったのか」

　柊夜の目が怒りを含んでいるが、冷え切った青い瞳は僅わずかも動じない。

　胡桃たちを囲むあやかしの方へと一歩足を踏み出し、柊夜は指を唇の前に立てて呪文を唱えようとした。

「我が息い吹ぶきを剣と為なし──」

　だが途中で言葉は途切れる。氷の刃が柊夜の頰ほおを掠かすめたからだ。

「おまえは私の相手をするのだ。雑ざ魚こは雑魚同士が似合いだからな。よそ見をしている余裕などないぞ。おまえの力を封じてやろう」

　柊夜の頰に細い傷が走っているが、少しも痛みを感じていない様子に胡桃の胸は小さく震える。

　小さな傷を痛みだと感じないほど、今までたくさんの傷を受けてきたのかと思えば、柊夜の生き方が痛ましい。

「月つき瀬せ！　こっちは私たちで対処するから、あんたはそっちのカタをつけなさい！」

　花梨のよく通る声が響き、柊夜はハッと顔を上げた。

「そうだぞ～、柊夜。チートな俺様がいるからこっちは心配すんな。一人で戦ってると思うなよ。背中は俺に預けろ！　お、このセリフいいな！　俺格好良すぎじゃね？　マジ俺最強☆」

　へらへらと笑う咲畑に、柊夜はちょっとだけおふざけの過ぎる小学生に向けるような憐あわれみを含んだ表情をしたが、すぐに口元を緩ゆるめた。

「わかった。優ゆう樹き、みんなを頼む。泉いずみさんも梛も、一緒に戦ってくれる？　五條さんは無茶しないように」

　なんであたしだけ注意なんよ！　と言おうとしたが、梛が先に口を開いた。

「もちろん！　僕は兄さんの右腕だから当然だ。秘められた呪術の能力をその眼にやきつけるがいい！」

「中二病は結構だわ。本当に力があるなら出し惜おしみせずにさっさと出しなさいよ」

　花梨がピシャリと窘たしなめると、梛が毛を逆立てる猫のように威い嚇かくする。

「僕の力を恐れているんだろう！　泉家が月瀬家の呪術に勝てないから、僕に真の力を出させたくないんだな」

「あ～、はいはい。はいはい。そーですねー」

「はいが多いし感情が籠こもってない！」

　言い合いをしている間に、柊夜は漣に向き合いながら、彼をみんなから遠ざける位置まで動き、漣に向けて呪符を飛ばした。

　漣は柊夜に応戦しながら、取り囲むあやかしたちに指令を出す。

「やつらを喰くえ。存分にな」

　冷えた命令に、歓喜の雄叫びなのか、「ぐおおおおっ」と吠ほえるあやかしの群むれが一いつ斉せいに動き出した。

「花梨、あいつら来たぞ！　気をつけろ」

　素早く花梨が呪符を投げつけたのを見み計はからい、梛が呪文を唱えて結界を張り巡らせる。

　花梨の呪符が群れの先頭にいたクマに似たあやかしに張り付き、すぐに青白い炎を上げる。

　断だん末まつ魔まの叫びを上げ、あやかしはそのまま地面を揺らして倒れた。

　絶叫の残ざん響きようがビリビリと鼓こ膜まくを揺らしている。




「清せい浄じようなる炎よ、我を守れ！」




　唱えた花梨の言葉に呼応して、あやかしを焼き尽つくした青白い炎は消えることなく結界の周囲に広がり、あやかしが近寄るのを防ぐ。

「一匹完了！　って、あれ、どれだけいるのよ。体力持つかしら」

　花梨がうんざりとしながら群れるあやかしに溜ため息いきを吐つく。すぐに咲畑が心配そうに問いかける。

「花梨、大丈夫か？　もっと俺に寄れよ。絶対におまえのことは、何があっても俺が守るから安心しろ」

（うわぁお！　これって告白ちゃうん!?）

　こんな緊迫した状況なのに、咲畑の一言にすかさず反応してしまった胡桃は、やけにドキドキしてしまう。

　だが当の花梨はくいっと眼鏡を押し上げるや、咲畑を見ることもなく平然と言い放った。

「当然でしょ。優樹は私を守るためにいるんだから、ちゃんと務めを果たしてちょうだい」

（花梨ちゃんんん！　慈じ悲ひがない！）

　なかなかの厳しい物言いに、胡桃の隣で呪符を持ち、あやかしへと身構えている梛もギョッとしたようだ。

　しかし咲畑も空気を読まない男。怯むことなく続ける。

「ここから戻ったら、俺、もう女子に声かけるのやめて花梨だけにするわ。守るのはおまえだけでいい」

（おおお！　来た、真っ向勝負の告白！　よう言うた、咲畑優樹!!）

　応援モードで手に力を込めた胡桃だが、同じように梛も手に力を込めたようで、握りしめている呪符がぐしゃっと潰つぶれた。

　ドキドキしながら花梨の返事を待つ。まるで自分が告白されているような気持ちがして、全身が熱くなってくる。

　炎に阻まれながらもガウガウと唸うなるあやかしたちなど意識の枠わく外がいに飛んでいる。

（花梨ちゃん、なんて返事するんやろう）

　梛も前を睨み付けながらも胡桃以上に耳をすましている。

　それなのに花梨は……。

「やめてよ、優樹。それ、死亡フラグだから。そういうの戦場で言うヤツ、絶対に死ぬからね。むしろあんた死ぬ気なの？」

（…………花梨ちゃん、手て強ごわい！）

　二次元萌もえの彼女は、三次元には易やす々やすとは落ちないようだ。

「いや、死なねえよ！　勝手に殺すんじゃねえよ！　俺が死んだら花梨が危ねえだろうが」

「そうよ、優樹に死なれたら私が困るの。だからそんなフラグを立てないでよね。あんたが女子を構ってる方が私も気楽なのよ。優樹はどうせ最後は私のものになるんだから、今は好きにしておきなさい」

　咲畑へと視線を投げた花梨がフッと余裕の笑みを浮かべ、それから軽く彼の腕を引き寄せた。

（な、なんでこんなにドキドキしてるんや!?　めっちゃキュンキュンしてしまうんやけど～～！）

　余裕を見せる花梨はまるで女王様のようで、チャラい咲畑は、彼女に逆らえない家臣のよう。けれどその二人は確かに両想いで、お互いを大事に想い合っている。

（ロマンスや！　花梨ちゃん素敵！　くううう、ロマンスやん！）

　両頰を押さえてしまいたいほど、顔が熱くなっていた。

　そんな甘いのか辛からいのか難しいラインの話をしているうちに、一匹のあやかしが炎に焼き尽くされながら結界に鋭い爪をガツリと食い込ませた。

「うおおお、直接攻撃には俺なんもできねえから、呪術頼む！」

　さっきまで最強とのたまっていた俺様は、あっさりと「なんにもできねえ」発言をした。

（あれ？　さっき守るって言うてへんかったかな？　気のせいかな？）

「ダメだ、結界が破られる！　胡桃さん、こっちに！」

　梛が胡桃の手を取り力任せに引き寄せたから、胡桃は梛の胸に倒れ込む。

　直後、パンッと鋭く激しい破は裂れつ音おんが辺りに響き渡る。

　聞いたことのある音。これは結界が破られた音だ。

　以前、梛の張った結界を咲畑が破った時に聞いた。

（あかん！　みんなが危ない！）

　考えると同時に体が勝手に動き、気がつけば胡桃はみんなの前に飛び出していた。

　まるでスローモーションのように、鋭い牙きばを剝むき出しにしたあやかしが、尖とがった爪を胡桃へと振り下ろす。

　音は何も聞こえない。

　目前に迫る爪も不思議と恐ろしくはない。

　自分を引き裂くために襲い来る爪の鋭さから目が離せず、ただ凝ぎよう視しして立ちはだかるだけだった。




「我が息吹よ風と為れ！」




　急に強い風があやかしの足元から吹き上がり、胡桃に迫っていたあやかしが遙はるか後方へと吹き飛ばされる。更さらに群れていたあやかしたちも行く手を阻まれ一斉に動きを止める。

　突然のことに思考がついていかなかった胡桃は、自分の身を襲ったガクンという衝しよう撃げきはあやかしのもたらしたものだと思い、奥歯を嚙かみ締め身を縮ちぢめた。

　だがその衝撃は、もちろんあやかしがもたらしたものではない。

「どうして飛び出すんだ！」

　間近で厳きびしい叱しつ責せきを飛ばされ、胡桃はぱちくりと瞬まばたきをくり返す。それからやがて自分の状況に気がつく。

「うわあ！　な、なんで抱きっ──!?」

　片かた膝ひざをついた柊夜が胡桃を横抱きにしていた。

　あわあわとなる胡桃だったが、柊夜は間髪容れず叱しかりつけた。

「どうしていつもいつも考えなしに飛び出すんだ！」

「うっ……ごめんなさい」

「はああ、もう五ご條じようさんは俺の側そばにいて。気になって仕方がない」

　呆あきれた溜息が薄い唇からこぼれ、胡桃はいたたまれなくなる。また考えなしに行動に移す悪あく癖へきのせいで柊夜を怒らせてしまったのだと落ち込む。

　漣はどうしたのかと柊夜の肩越しに見み遣やれば、鎖くさりのようなもので縛しばり付けられて身動きを止められていた。

　胡桃を横抱きにしたまま立ち上がった柊夜は、梛と花梨へ申し訳なさそうに軽く頭を下げる。

「今のうちにあやかしたちを封じて、それから封印の呪符をこの部屋に施して欲しい。手間をかけさせて悪いけど」

「兄さん任せて！　僕なら一瞬だから」

「遠慮しないでよ、月瀬。今度、胡桃ちゃんと一緒にコスプレのイベント参加してくれるだけでいいから。あ、梛君もね。大丈夫、衣装は私が用意するから心配ないわ。ね、だから全然気にしないで」

　全力の笑顔で花梨は笑うが、隠れた威い圧あつをひしひしと感じる。

（なんかえらいもんぶっ込んできたけど！　気にする、余計に気になるわ！）

　逃れられない予感に胡桃は怯える。

　花梨のやり取りを見届けた咲畑は、サラッと前髪を搔かき上げて右手を突き出した。

「じゃあマジでやるぞ。優樹と愉ゆ快かいな仲間たちよ！」

　勝手なタイトルが付けられていた。しかも攻撃能力ゼロの咲畑が主人公のようだ。

　まるで教室にいるような感覚に陥おちいりそうになったが、それは冷え切った声で引き戻される。

「よく他を気にする余裕があるな」

　呪術の鎖で縛られている漣が、フッと強く息を吹きかけると鎖は即座に凍こおり付き、パリパリと音をさせながら砕くだけて落ちた。

「このようなもの、私には子供だましでしかない」

　漣の瞳は蔑さげすみを含む。

　胡桃を下ろした柊夜は改めて漣に向き合う。

「五條さんは俺の後ろにいて。俺から離れないで」

「あたしになんかできることない？」

「頼むから大人しくしていて」

　懇こん願がんされてしまった。

　漣が袂たもとに手を差し込み、とあるものを取り出したのを見た柊夜が目を大きく開く。

「なぜ……それは！」

　胡桃も漣の手の上のものを見て、驚きに息を吞む。

　漣の取り出したものは、柊夜がいつもあやかしを封じるのに使う壺つぼと全く同じものだった。

　色も形も大きさも、蓋ふたも釉うわ薬ぐすりが垂れて描き出す微妙な見た目も、何一つ違いはない。

　もしかして柊夜の壺が奪われたのでは、と推測したが、柊夜が懐ふところから急いで壺を取り出したので、同じ壺が二つあることを悟さとる。

　寸すん分ぶん違たがわず同じ壺だ。

「なぜだ……？」

　動揺を見せる柊夜に、今の今までなんの表情も出さなかった漣の口元が緩む。

　勝ちを確信する余裕の笑みに見えた。

「あやかし封じの壺だ。妖帝のみが持ち得るものだが、私なら使いこなせる。この中におまえの妖力を封じてやろう。さあ、私の元に来るがいい」

　驚きの衝撃から戻れないのか、柊夜は漣の手の上の壺に見入っている。

「まさか……信じられない」

　呟つぶやいた柊夜の背中に、甘く聞き慣れた声がふわりとかけられた。

「それは双ふた子ご壺つぼと呼ばれるもの。この世に二つあるものぞ」

　全員が「あっ」と声を上げた。

　いつの間にこの部屋に入ってきたのだろうか。

　サラサラと衣きぬ擦ずれの音と共に、豪ごう奢しやな着物を扱いながら歩み寄って来たのは、なんとユズリハだった。
















「あやかしを封印するための特別な壺じゃ。この世に二つしか存在せぬもの。一つは人間界、一つはあやかし界にあるのじゃ」

「……庵あん主しゆ様」

　みんなが啞あ然ぜんとしている中、柊夜だけは硬い表情でユズリハを見み据すえる。衆しゆう目もくの中、ユズリハはゆるゆると足を進め、当然のように玉座へ腰を下ろした。

「漣よ、わらわが戻れるよう道を繫いだこと、大たい儀ぎであった」

　熟うれた果物のような甘い声をかけられた漣は、深々と頭こうべを垂れる。

「妖帝、あなた様のお戻り、お待ちしておりました」

　万ばん感かんの思いが込められた漣の挨あい拶さつに、胡桃は仰のけ反った。

「妖帝!?　え、ええええ？　は？」

　脳が処理を拒否しているようで、結論が弾き出せない。

　胡桃の脳内コンピューターは、普段の整備不良のせいかもしれないが、どうしてここにユズリハがいるのかさえ解析できないでいる。

　それは他のみんなも同じようで、呆ぼう然ぜんとしたまま動きを止めている。

　唯ただ一人、落ち着いた様子の柊夜が、やけに低い声でユズリハに詰め寄った。

「やはり……庵主様、あなたが妖帝だったのですか」

「柊夜は気がついていたようじゃのう」

「いいえ、確信したのは同じ壺を漣が持っているのを見たからです。この壺はあやかしにとってとても危険なもの。持ち得るのは妖帝のみだと[image: ]が言ったから。それを庵主様が持っていたことを考えれば……」

　クッと悔くやしそうに眉を引き絞った柊夜は、項うな垂だれながら拳こぶしを握りしめた。

「それで、庵主様は復活を望んでいるのですか？　あれほど人との縁えにしを大事にしろと俺に言い続けていたのに、結局は人間など見下し、いつかあやかし界の帝みかどに返り咲こうと願っていたのですか？」

「妖帝に無礼な口を利きくな、贄の分際で」

　漣が柊夜に氷の剣を投げつけたが、柊夜は右手で空を薙なぎ払い、「散！」と唱える。

　空中で氷はパシンと鋭い音を立てて粉々に霧散した。

「小こ賢ざかしい。おまえなど妖帝にかかれば造作もないことだ。そこの人間どももな」

「俺以外には手を出すな」

「あやかしは人の発する恐れや怯えが好物だ。そう言われると一層構いたくなると、そうは思わぬか？」

　勝ち誇ほこる漣を、ユズリハは細い指で押し止める。

「漣、待ちや。ここからはわらわと柊夜で話すゆえ、そなたはしばし控ひかえよ」

「…………はっ」

　不満を内包した服従の礼をして漣は玉座のすぐ側で膝をつく。

「柊夜よ、そなたはこのあやかし界から戻る気にはなったのかえ？　刻印があるかぎり、そなたは何度でも迷うことになる。もしあやかし界に残るのであれば、わらわが良きように計らってやろう。もちろん、贄になりたいと申すのであれば、遠慮のうその力、使わせてもらうとするがの」

「庵主様、俺はもう迷わない。戻ると決めた。ここにいる全員で人の世に戻る。もしそれをあなたが阻そ止しすると言うのであれば、俺はあなたを封じなければなりません。そんなことはしたくない」

「ほほほ、おぬしがわらわを封じると？　確かにわらわを封じればこの城に施された呪いは消えそなたらは人の世に戻れるが……それにしても、なんと傲ごう慢まんなことを」

　口元に手を当てて笑うユズリハの隣で漣が頷うなずく。

「少し力があるだけで、人間如きが思い上がったことを言う。いくら力のほとんどを封じられていても妖帝に敵うわけもないのに、盾たて突つく気か。愚おろかな」

　吐はき捨てるように告げた漣に、ユズリハは嬉うれしそうに笑みを深めた。

「柊夜は威い勢せいの良いこと。ならば漣を封じるなり消すなりしてみよ。わらわの相手をするのはそれからじゃ」

「それは面おも白しろき余よ興きようですな。この漣、妖帝を楽しませてご覧らんにいれましょう」

　冷たい眼に光を生む漣は冷ややかに笑ったが、柊夜は首を振る。

「やはり、俺は庵主様と戦いたくない」

「漣を封じ、わらわも封じねばここの皆が人間界に戻れぬぞ？　そなたは戦わねばならぬ」

　ユズリハを射抜く柊夜の瞳は、とても美しく、それでいて悲しみが溢れていた。

　柊夜の返事も聞かずに、漣は手の中に氷を生み出す。

「おまえのその力、妖帝の御おん為ために封じさせてもらうぞ」

　元来あやかしとは争いが好きなのだろう。

　冷えた口調とは裏腹に、漣の瞳の中には青い好戦の炎が揺らめいている。

　痛いほど張り詰めた空気は、触れれば切り裂かれそうだ。

　その中に、のほほんとした口調が割り込んだ。

「おおい、ちょい待てよ。柊夜一人で背負うことねえだろ？　ほら、ここに優樹と書いて親友と読む俺様がいるんだから忘れるなよ。加勢するぜ、柊夜。もう一回言うぞ。背中は俺にまかせろ」

「優樹、くどいし背中には誰もいないわ。まあ、あんたが参戦するなら私もするけど。月瀬に恩を売るのは後々、コスさせる時に有益だもの」

　恩を売る気満々で花梨が眼鏡を押し上げる。

「優樹、泉さん……」

　すぐに柊夜は「否いな」と眼まな差ざしで二人を止めた。

「問題ない。だから優樹は泉さんを守ることだけに集中してくれ。誰一人として傷つけたくない。たとえかすり傷でも負わせてしまったら、俺は後悔する。優樹、頼んだぞ」

　咲畑が花梨にお伺うかがいを立てるように首を傾かしげてみせると、花梨は口をへの字に曲げた。

「悔しいわ。私の力がもっとあれば自信を持って加勢できたけど、今は月瀬の言葉に従うしかないようね。でもコスプレはしてね」

（どうしても柊夜にコスプレさせたいんやな）

　熱いコスプレへの、花梨の執しゆう念ねんを見た。

　それでも花梨は自分の分限を知っているから力の差を認め、そして柊夜の願いが加勢にないと悟り、見守ることを決めたようだ。

「ただ、もしもの時は手を出させてもらうわよ」

　それだけは言い添えた。

　柊夜の頷きと共に、漣が腕を大きく動かす。

　手の中に現れた氷と水を投げつけ、柊夜の周囲に檻おりのようなものを作り出した。

　しかしすぐに「散！」と唱えた柊夜が檻を破壊する。

　二人の戦いが始まってしまった。

　胡桃は柊夜の姿を目の端はしに捉とらえながら破は魔ま鈴すずを取り出し、そっと囁ささやきかけた。

「雪ゆきちゃん、力を貸して。お願い」

　にょん、と顔を出した白ヘビの眼がチラチラと柊夜を見遣る。かくりと首を傾げてから、何度か「うんうん」と頷いた。

　すぐに破魔鈴が光を放ち、小振りの剣に変化した。

　神の気を集めた剣は、あやかしを消しよう滅めつさせる力を持つ。

　以前、これで担任の先生に取り憑ついたあやかしを消滅させたことを思い出したのだ。

「えらい小っさいなぁ」

　力の差なのか、以前柊夜が変化させた時は立派な日本刀だったが、今は家にある包丁よりも小さい。

「あんた、何をしてるんだよ」

　胡桃の手の中にある小さな剣を認めた梛の眉まゆがキュッと寄せられた。

「剣なんか持って、何をするつもり？」

「あたし、ユズリハさんをやる」

「やる？　やるって……もしかして『殺やる』!?　はあ？　いきなり犯罪者!?　あんたになんかできるわけない。それになんで庵主様を？　相手の力も不明なのに」

　自分には力などない。この剣にどれ程の効力があるのかもわからないけれど少しでも妖力を削そぐことができるのなら、それでいい。

「それでもやるしかない」

「……サスペンスドラマで追い詰められて殺人を犯す人みたいになってるけど、いきなり何？　また短絡的なことを足りない頭で考えているとは思うけどさ」

　失礼なことを言われた気がするが、的を射ているので言い返せない。

　短絡的かもしれない。それでも柊夜のためなら……。

　返事をしない胡桃の手が震えていることに気がついたのか、梛が顔をしかめる。

「あんた震えてるじゃないか。やめなよ、怖いんでしょう？」

「……怖いよ。いつも柊夜を見守って導いて、あやかしも人も大事にしているユズリハさんのこと、あたしは好きや。そんな人と敵対するなんて、怖いし辛い」

「なら尚更、バカなことはやめるべきだよ」

「それでも引き下がるわけにはいかへんねん」

「どうしてだよ」

「あたしよりも、もっと辛いのは柊夜や」

　ハッと梛が目を大きく開いた。

「柊夜は[image: ]と決着がついたらユズリハさんと戦うことになる。ユズリハさんと対立することになってしもて、柊夜は心の中で血の涙を流しているはずや。だから油断してる間にあたしがユズリハさんの力を少しでも削ぐ。柊夜一人に重荷を負わせたくないねん」

「なんて無茶苦茶でバカなこと……」

　一瞬だけ沈黙した後、梛は胡桃の背後に回り、抱え込むように腕を回して剣を握る両手に手を被かぶせた。

「仕方ないから僕が手助けをする」

「な、梛君？」

「最強の僕がいれば、確実に能力アップだからね。誤解するなよ。別にあんたが心配だからとかじゃないから」

「梛君は柊夜が心配なんだよね。一番大好きなお兄ちゃんやもんね」

「ふ、ふん。別に好きとか、そんなんじゃない。それに兄さんだけじゃないから……好きなのは……」

「え？」

「いいから！　前を向いて。とろいな、あんた」

　口を開けば罵ば声せいが飛ぶ。大好きなお兄ちゃんに近寄る敵と認識されているだけに辛しん辣らつだが、そんな梛が助けてくれるのは純粋に嬉しかった。

「梛君、ありがとう。あたしは梛君のことも大好きやで」

「なっ!!　あ、あんたバカじゃないの!?　つくづく理解不能の変な人だ」

　ふん、と顔を背そむけた梛の目元が赤くなっていたことに胡桃は気付かない。




　漣の攻撃は柊夜の羽織を掠め、驚いた『黒くろ錦にしき』が勢いよく飛び出し空を舞う。

　怯えた様子の『黒錦』に手を伸ばし呼び寄せると、柊夜は大きな鯉こいを優しい手つきで宥なだめてやる。

「怯えなくていい。大丈夫だ」

　黒い鯉は嬉しそうに柊夜へすり寄り、それから空にもう一度舞い上がる。

「よそ見をしている場合なのか？」

　漣が氷を撒き散らすと、全ての氷が鋭い刃となり柊夜を襲った。しかし、その氷は大量の水に叩たたき落とされた。

「なにっ？」

　顔を上向けた漣の眼がスッと冷え込む。彼の青い瞳には空を漂ただよう『黒錦』が映る。

「おまえ……鯉は龍の眷けん属ぞくのくせに人間に肩入れするのか」

　漣の氷の攻撃を打ち落としたのは『黒錦』だった。

「あやかしにもちゃんと心がある」

　一歩、一歩と漣に近寄りながら柊夜は甘い声で話す。

「人とあやかしとの間にも絆きずなが生まれる。黒錦は眷属の主である龍のおまえにも決して従わない。あやかしも人も何も変わらない。それをおまえもいつか知る時がくればいい」

　着物をくつろげて余裕の眼差しで笑う柊夜に漣の眼が細められる。

　柊夜は戦い方を変えた。

　広げた胸元から覗のぞく鎖さ骨こつの脇にあるホクロが柊夜を官能的に見せる。

「俺の気が欲しければ奪いに来い。ほら、欲しいんだろう？」

　柊夜がスッと手を差し出す。さりげない動き一つも計算されたように艶あでやかで、指の先まで色気が満ちている。

「色仕掛けは私に通用せぬと言っただろう」

「でも今はどうだ？　妖力を消しよう耗もうした今ならどうなんだ、[image: ]？」

　切れ長の柊夜の瞳が艶めき、妖よう艶えんに[image: ]を誘う。

「う……これは……」

　陶とう酔すいと抗あらがいの狭はざ間まにあるのか、漣は額ひたいを両手で覆おおっている。

　人間には感じ取れないが、あやかしにとっては「猫にマタタビ」ほど、柊夜の色香は抗えない効力があるのだろう。

　さっきは平然としていた[image: ]だが、今は苦しげに表情を歪ゆがめている。

　柊夜は口元を妖しく引いて、更に誘いをかけた。

「さあ、もういいんだ。俺のところへおいで。抱いてあげよう」

　柊夜の気は極ごく上じよう。あやかしを惹ひきつけて逃がしはしない。

　遅効性の毒が効いてきたのだろう。漣が「うう」と呻きながら、自分を制するつもりなのか、両腕を体に回して強く抱きしめた。

「抗わなくていい。手を伸ばせばいいだけだ」

　あと一歩で互いに触れ合えるところで柊夜は足を止めた。

「う……」

　距離を詰められて、一層苦しげに呻く。だが己おのれで手を伸ばさなければ届かない微妙な位置取りに漣は奥歯を嚙み締めている。

「ふ……封じるのは……私だ。人間になど……」

「さあ、おいで」

　甘い蜜みつが、滴したたり落ちた。

　ふらりと足を踏み出した漣が柊夜の胸に倒れ込んでいく。

　凜りんと呪文が響いた。




「言の葉を以もつて戒いましめとする、封！」




　うああああ！　と叫ぶ漣が一瞬で小壺の中に吸い込まれて消え去る。[image: ]の持っていた壺は柊夜の手の中に残された。

　シンと静まりかえる中、空中で鯉が跳はね、花梨と咲畑が息を大きく吸い込んだ音が聞こえた。

　コクリと唾つばを飲み込んだ胡桃は、そっと梛へ合図する。

「梛君、行くで」

　衝撃の冷めやらぬ中、出るなら今しかない。

　緊張で手に汗が滲にじみ、息も苦しいが、しっかりと小さな剣を握り直す。

　心を決めて勢いよく駆け出した胡桃に、なぜか驚いた梛はバランスを崩し、胡桃の背中に覆い被さる形で一緒に倒れ込んだ。

　ドシャッと結構痛そうな音を立てた二人に、ユズリハへと向いていた柊夜や花梨の視線が集まる。

「梛！　何をしているんだ、こんな時に！」

　柊夜の叱責に似た強い声に、胡桃に乗っかっていた梛が慌あわてて身を起こす。

　駆け寄った柊夜が剣を握ったままの両手を前に突き出す形で倒れ込んでいる胡桃を助け起こしてから、もう一度梛をきつく睨んだ。

「何をしているんだ。こんな時に五條さんを押し倒したのか？」

　色気を垂れ流しながら、とんでもないことをのたまった。

　花梨まで「胡桃ちゃんに何してんのよ！　このバカショタ！」と罵ののしっている。

　完全なるとばっちりの濡ぬれ衣ぎぬだ。

「ち、違うよ！　僕は胡桃さんの──」

「梛君はなんも悪くないねん！　あたしがお願いしたんや」

「何それ？　押し倒して欲しいとでも頼んだの？」

「はああ!?　違う違う。ユズリハさんの妖力を削ぐ手助けしてって。でもあたしの走り出すタイミングが悪かったみたいで」

「庵主様を？」

「あんた、走るとかどういうつもりだよ？　僕が呪術でフォローするって言っただろう？　僕はあんたと違って突撃とか体当たりとかそんな下品なことはしないんだから。急に駆け出すとかバカじゃないの？」

　梛に文句をつけられて胡桃は口を尖らせる。

「えええ？　そういうことは最初に言うといてえやぁ。いや、打ち合わせしてへんかったのが敗因か」

「だから庵主様をなんだって？」

「あんた、その下品な突撃やめたら、猪いのしし女おんな」

　そこに咲畑が口を出してくる。

「梛、胡桃ちゃんはなあ、天使って言われてるんだぜ」

「そうよ、こんな逸いつ材ざいになんて失礼なことを言うの」

　花梨も咲畑と一緒になって胡桃の擁よう護ごをする。

（あれ？　擁護やんな？　逸材とか言われてるけど、気のせい？）

「ちょっと静かにしろよ。五條さんの話を──」

「なあ柊夜、マジ胡桃ちゃんは天使だよな。俺は胡桃ちゃんの永遠の騎士ナイトだぜ！」

　咲畑の、完全に空気を読まない一言に、遂ついに柊夜は叫んだ。

「優樹、うるさい。なんなんだよ、この騒さわがしさ！」

　緊迫感が完全に吹っ飛び、教室内の休み時間かと錯さつ覚かくしそうになる賑にぎやかさになってしまっている。

「まあまあ、落ち着こうや」と胡桃が言えば、「元凶はあんただから！」と梛がむくれる。

　そんな騒ぎを断ちきったのは、クスクスと笑うユズリハだった。

　いつもと変わらない妖艶な笑みを唇に乗せて、ユズリハは楽しそうに笑う。動きに合わせて髪に挿さしている簪かんざしが揺れ、華やかさが広がった。

　柊夜の眉根がギュッと寄せられたが、それは不快さを表しているのではなさそうだ。

　ユズリハの笑みは今までと何一つ変わらないのに、敵対しなければならない現実に胸を痛めたのだろう。

　胡桃の胸も錘おもりを押し込まれたように重たくなる。

（だからあたしが先に……）

　柊夜が握り拳に力を込め、唇を強く嚙む。

　それを機に胡桃は両手をもう一度強く握りしめた。

　体勢を整える胡桃を、ユズリハはツイと細い指で指し示した。

「ふふふ、胡桃よ、健気なことよのう。わらわと柊夜を争わせたくないと、そう思うておるのであろう？」

　行動を見透かされた言葉に、胡桃は動きを止め、柊夜は驚きの目で胡桃を見た。

　ユズリハは手をひらりと返すと、「時は満ちた。話をしてやろう」と艶やかに微笑んだ。
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「泉家と月瀬家の若き者たちが集つどい、力を合わせるとはなんとも良きことよのう。しかも『黒錦』も眷属の主よりもそなたを選んだ。まことに頼もしいことじゃないかえ？　のう柊夜」

「……庵主様？　なんの話でしょうか」

「柊夜、これがおぬしが得たものじゃな。わらわは嬉しいぞえ」

　唐突に始まったユズリハの話の意図がどこにあるのかと、柊夜は探るような目をしている。

「人は多くの縁を結んで繫がって生きていくのじゃ。今、おぬしの縁は広がり始めたばかり。大切に育はぐくんでやるがよい」

「……どういう意味ですか？」

「ふふふ、わかっておるであろうに。つまり、わらわは元々おぬしの魂たましいなど欲してはおらぬ。復活など望んではおらぬわ」

「はあ!?」と、声を上げたのは花梨だった。

「どういうこと？　じゃあ、あの漣ってあやかしの一人芝居だったってこと？」

「漣はずっとわらわの復活を望んでおった。いつかケリをつけねばならなかったのじゃが、力のほとんどを封じられたわらわにはどうすることもできずにいてのう。漣は永き時を虚無のままに生きてきてしまったゆえ、心安く眠らせてやりたかったのじゃ。礼を言おう、柊夜よ、ありがとう。漣には似合いの骨こつ董とうを吟ぎん味みしよう」

「俺は……全て庵主様の手のひらの上で踊らされていたのですね。そのせいで銀太もミカも……」

　憤りを隠しもしない柊夜の尖った声にユズリハは瞬きだけで返事はしなかった。

「ただ本当のところは、わらわはこの目で見届けたかったのじゃ」

「見届ける？」

「柊夜の生き様と、覚悟をのう」

「俺の……覚悟、ですか？」

「おぬしは『黒椿屋』に来た幼き頃からずっと人の世で生きることを拒んできた。ややもすればあやかしに近しくなりかけもした。諦めばかりの中、おぬしの危あやうい感情が切れはせぬかと心配しておったが、それはあやかしであるわらわにはどうすることもできぬこと」

　言葉をなくす柊夜は目を伏せて俯うつむいた。それは肯定の意味なのだろう。

「そこに胡桃が来た。この娘は浄い血と強い光を持っておった。闇に近づく柊夜を、明るい場所へと引きずり出すだけの光を身に纏っておったのじゃ」

　驚く胡桃に花梨や梛の視線が集まり、気き恥はずかしくて顔を伏せた。

「柊夜よ、今はどうじゃ？　人とあやかしと、どちらを選ぶ？」

　問われた柊夜は唇をゆっくりと開いた。

「あやかしも人も、どちらも選びたい」

「……ほう」

　クイッとユズリハの口端が引き上がり、愉快の感情を隠しきれない瞳が輝く。

「五條さんに言われて気がついた。俺はあやかしが好きで……そして俺を取り巻く人も好きだ。どちらか一つなど選べない。いつか果てしなくあやかしに近づこうとも、力を失い普通の人間になろうとも、どちらでも俺は後悔も迷いもしない。今は素直にそう思える」

「よいところだけを取ると？　なんと欲張りな。その中途半端さが仇あだになるとは思わぬか？　そなたの力で誰かを、例えば胡桃を傷つけることになるかもしれぬぞ？」

「それは……」

　言い淀よどんだ柊夜だったが、すぐに顔を上げた。

「それでも、このあやかしの刻印を受け入れ、人として生きていきたい」

　そうか、と軽く頷くユズリハが薄く笑む。

「おぬしは今、一つの道を選んだ。柊夜よ、心せよ。道を選ぶのに必要なものはただ一つ。それは──覚悟じゃ」

「覚悟……」

「選んだ道の中で傷つき迷うこともあろう。多くの痛みを抱き悔くいることもあろう。それでも、是ぜも非ひも受け入れるだけの覚悟を持っておれば、決して道を見失うことはない」




　──覚悟はできているのかえ、柊夜？




　甘い声音のユズリハの問いかけに、ゆっくりと瞬きをした柊夜が唇を引き締める。

　ゆるりとユズリハの口元が笑み崩れた。

「それは覚悟を決めておる顔つきじゃのう」

「はい」

　だが柊夜はすぐに「いいえ」と言い直す。

「今は犠ぎ牲せいが大きすぎて、はい、とは言えません」

「それは銀太たちのことであろう」

「……俺のせいで……あんなことに。それがまたくり返されることが起きるかもしれないと思えば、正直怖くて逃げ出したい」

　母を目の前で失った柊夜は、人が傷つくことを恐れてしまう。柊夜のその優しい心は大好きだけど、そのせいで人との間に壁を作ってしまう。

「けれど生きていくなら、この人の側にいたいと強く願う。俺にはもう大切な人がたくさんいる。この人たちと同じ場所で、同じ時を過ごしたい、それは偽いつわりのない気持ち。それと同時にあやかしと共にあることも願っています。犠牲を生まないように全力を尽くし、全ての責任を負うだけの覚悟を……していきたいと思います」

「己の欲求を優先させるとは、何もかもを諦めておった柊夜とは思えぬな。……変わったのう、柊夜」

「俺を変えてくれた人がいるので」

　自信を込めた返事は、ユズリハの目の中にいくらか光を生んだ。

「では、わらわを封じるがよい」

「……は？　え？　あの、急に何を……？」

　いきなり封じろと言われ、皆が固かた唾ずを吞む。一気に緊迫した空気の中、流れるようにサラサラとユズリハは淀みなく話す。

「黒椿屋の裏庭に黒椿の木が植えてあるであろう？」

「はい。黒い花を咲かせる古木です」

「あれはわらわの妖力、つまり血を与えて大きくなった『封じの木』じゃ。あの枝を折り取り、わらわの胸に刺すがいい」

「なぜ……そのようなことを。俺にできるわけがない」

「それを為さねば代替わりができぬ。柊夜よ、そなたを黒椿屋の次の庵主とする」

　唐突な話に、誰もが声を失った。
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「庵主になるには条件がある」とユズリハは静かに話し出す。

　あやかしに信頼される者、あやかしを嫌わぬ者、呪術に長たけている者、そして最後にユズリハを封印すること。

「『ユズリハ』の名は、次の葉に譲るまで古き葉が木に留まる楪ゆずりはの木と同じ。庵主に相応しき者を見み出いだし譲るためにわらわは存在する。生駒いこまがわらわに与えた存在意義じゃ」

「生駒？」

「わらわの力を封じた呪術師で……わらわが愛した人間じゃ」

「ええ？」と胡桃と梛は同時に声を上げた。

　あやかしの王である妖帝が人間を愛するなど、ありえるのか。

「生駒は柊夜と同じ、あやかしの刻印を持つあやかしにも近しい存在で、強い力を持っていた。あやかしは強き力の気を好むゆえ、柊夜と同じように多くのあやかしから慕われておったわ」

　あ、と胡桃は思う。

　燎りよう嵐らん山ざんで正神使様から聞いた『刻印を持つ人』のことは、もしやその生駒のことではないだろうか。

　その人は、人間ではなくあやかしになることを望み、そして力を失ったと言っていた。

　ユズリハと共に生きるために、そう願ったのではないだろうか。

　だとすれば、なんと皮肉で残ざん酷こくな力なのだ。

　誰も一言も発しない中、ユズリハの声だけが広い謁見の間に響く。

「人の世で過ごすには大きすぎるわらわの妖力を封じたのは生駒じゃが、それを望んだのはわらわじゃ。生駒はわらわの妖力を封じた椿を植えた小さな庵いおりを結び黒くろ椿つばき庵あんと名付け、そして共に過ごした。……だがどれほど慈しみ愛していても、人の命は短く、死は容よう赦しやなく別れを突きつける。生駒を失ったわらわは、黒椿の木を守る人間に庵を譲るまでここに存在する。それが黒椿屋の始まりぞ」

「なぜ庵主様がずっと庵主ではいけないのですか？」

「ふふふ、わらわは徐々に妖力が戻っていってしまう。強い力は、人の世では災さい厄やくをもたらしてしまう。それ故に封じてもらわねばならぬのじゃ。次の庵主に代替わりをして、ようやくわらわは眠りにつける。さあ柊夜よ、わらわを封じよ」

　いつも気け怠だるそうな空気を纏うユズリハが、挑むように柊夜を見据える。

　あやかしの王だと知ってしまったからなのか、威厳と威圧を感じさせる重たいユズリハの視線を、柊夜は睨み返してはっきりと声を上げた。

「いずれ、その時が来たら封じさせていただきます。でも、それは今じゃない」

「……ほう？」

「俺はまだ未熟で、あやかしとも人ともまだまだ未完成な交流しかしていない。どちらとも距離をおいてきたツケです。どうか、今少し猶ゆう予よをください。まだ俺を導いてください」

「時が至れば、わらわを封じると？」

「はい、絶対なる必要があれば、その時は迷いなく」

　見つめ合う柊夜とユズリハの間には、誰にも入り込めない。

（柊夜……）

　幼い時から黒椿屋で暮らしてきた柊夜にとって、ユズリハを封じなければならないのは、とてつもない苦痛だろう。心はどれほど痛んでいるのだろう。

　その時、自分は柊夜の隣で支えになれるのだろうかと自問する。

（ううん。なれるかやない、なるんや。それがあたしの覚悟や）

　ふふっ、と耐たえかねたようにユズリハが口元を緩め、緊張感が弾けた。

「よい。よう言うた。そなたが一人前になるまでは、わらわは庵主でいる必要があるのじゃな。まだ楽はできぬようじゃ」

　破顔するユズリハはさも楽しげに笑んでいる。居並ぶ一人一人を見回してから、改めて柊夜に語りかけた。

「たくさんのことを見て経験しておいで、柊夜。泣き笑い、憎しみ愛し、たくさんのことをその身で覚えておいで。そして喜びの中で生きていきゃれ。愛しい柊夜よ、己の道を行くがよい」

　強い言葉でユズリハは柊夜の背中を押し、「漣の呪術は消えた。では戻るかえ」と、扉の奥へと呼びかけた。

「案内せよ、朧おぼろ」

　気がつけば、扉の前に朧が立っていた。ペコリと頭を下げて愛らしく挨拶をする。

「皆々様、ご無事で何よりでございます。そして柊夜様、お戻りくださり嬉しいでやんす」

　狐きつねのお面を持ち上げた朧の、愛らしい丸い目が、三つとも笑みを形作る。

「心配をかけたな、朧」

　柊夜が優しく笑いかけると、朧は提ちよう灯ちんを持ったままで、グラリと倒れそうになった。すかさず胡桃が手を伸ばして体を支えてやると、朧は三つの目をぱっちりと見ひらき何度かパクパクと息を深く吸うように口を動かす。

「あ、ありがとうございやす。久々にズキュンときてしまい、とんだ失態をしてしまいやした。失礼しました」

「失態やなんて、あれは仕方ないやん。柊夜に笑いかけられたら誰でも倒れるよ。あたしもいっつもドキドキしてしまうから、朧の気持ちわかるよ。ほんま、ズキュンやな！」

　──ここでのろけを始める!?

　聞いていたみんなが心の中で突っ込みたかっただろうし、聞いている柊夜は口元を押さえて顔を真っ赤にしているし、梛はどんどん不愉快な顔つきになるし、いたたまれない雰囲気になっていく。それなのに朧と胡桃は柊夜談義を続けていた。

「胡桃様はお優しいです。今夜の柊夜様は一層魅み惑わく的てきで、堪たまらないほど色気が熟れ熟れでございやすね」

「鋭いな、朧！　今日の柊夜は普段の五割増しで色っぽいよな。心臓に悪いし、隣に並ぶだけでも緊張するから、普通にしゃべる自信なしやわ」

「じゃあ、抱き寄せたらどうなるの？」

　朧との会話を中断させる目的なのか、柊夜が無理やり割り込んできて、胡桃の肩を包むように引き寄せたから、胡桃は驚きと緊張で思わず叫んでしまった。

「うぎゃあ!!」

　結構本気の叫び声に、柊夜は唇を尖らせる。

「……うぎゃあは、さすがに傷ついた」

「あー、ないわぁ。彼女抱き寄せて『うぎゃあ』はイケてないだろ、柊夜。本当に胡桃ちゃんはおまえのこと好きなのかよ」

　咲畑がタイムリーヒットクラスの余計なちゃちゃを入れたから、柊夜の眦まなじりが吊り上がる。

　さらに追い打ちをかける伏ふく兵へいがゲリラ戦を仕掛けてきた。

「兄さん、もうこの人はやめた方がいいと思うよ。兄さんとは全然釣り合わないしね。その……僕となら釣り合うと思うんだけど……」

　伏兵、月瀬梛は、最後は照れて頰を染めた。

「なんだって？」

（待って！　柊夜のあの目は絶賛誤解中や！）

　ブラコン梛のことだから、『（あんな外そと面づら女など、素敵すぎる）兄さんとは全然釣り合わない』と言ったのだろうし、『（兄さんほど素敵な人は）僕となら釣り合う』の意味のはずが、両方とも前半の括かつ弧こ部分が抜けているために、柊夜はすっかり誤解したようだ。

　キリキリと尖る秀麗な目が、胡桃を退治するかのようなビームを放つ。

　視線が問い詰めている。

　梛と何かあったの？　どういうこと？　と問い詰めてくる視線に、首根っこをつかまれた鶏にわとりの気分になる。

（こ、このままでは絞しめられる！　縊くびり殺される！）

　身の危険が目前に迫っていた。

「ちょ、あの、いやいや、違うよ？　こ、これは、その、ビックリしたからであって、もちろん柊夜のことは好っ──」

「好きだ」とするっと言いそうになったが、花梨も咲畑も梛も朧も、みんなに聞かれていることにようやく気がつき、肩をすくめて口を噤つぐんだ。

「……それで？　もちろん俺のことが、何？　話はちゃんと最後までしないとダメだよ？　あと人の目を見て話しましょう」

　柊夜が腕を組みながら視線を逸そらしている胡桃を促うながす。これでは先生に叱られている小学生の構図だ。

（絶対にわざとや！　みんなが聞いてることをわかってて、意地悪で言わせようとしてるんや。やっぱり……）

「やっぱり柊夜は、鬼畜のドＳや！」

　叫んだ途端、柊夜は「はあ!?」と盛大に驚き、花梨は「やっぱり！」と目を輝かせながら手を叩き、咲畑は「さすが柊夜」となぜか吞気に笑い、梛はキリリと眉を吊り上げた。

「に、兄さん!?　僕が寝ている間に何があったの!?　ま、まさかあんた、兄さんに破は廉れん恥ちなことを……」

　額に手を乗せた梛が、イヤイヤをするように首を振る。

「待て梛！　誤解を招くようなことを言うな！　違うから！　何？　これどういうことなんだよ？　ちょ、五條さん!?　もしかして五條さん……」

　柊夜はその先を言葉にすることはなかったのだが、実は「もしかして五條さんは俺のことを嫌いなのかも」と、頭の中をチラリと過よぎったらしい。

　その後、花梨のひどく偏かたよったデータの産物（それも二次元の）だと判明して柊夜への誤解は解けるのだが、梛だけは不安の眼差しを最愛の兄に向けていた。

「さあ、黒椿屋へ参りやす。提灯から遅れないように付いてきてください」

　ようやくあやかしの世界から脱出だ。

　嵐は過ぎ去った。

　胡桃はもう一度振り返る。

　謁見の間からは見えない、あの深い谷に落ちてしまった二人を想いそっと黙もく禱とうした。
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　あやかし界から戻った胡桃くるみは、あの手この手で親を説得して、ようやく柊しゆう夜やと一緒に住む許可をもぎ取り、今は一人暮らしのマンションで柊夜の迎えを待っているところだ。

　徹てつ底てい的てきに猛もう反はん対たいする父親の旭あさひを説得して背中を押してくれたのは継まま母ははの香か苗なえだった。

　胡桃から旭を奪うチャンスとでも思ったのだろうが、それでも「どうせすぐ振られるでしょうし、マンションは置いておくわ」と毒どく舌ぜつながら心配してくれていることが、妙みように気き恥はずかしくも嬉うれしくて胡桃は本心から香苗に感謝した。

　柊夜はあやかし界から戻って以来、心の迷いがなくなったためか、力の不安定さがなくなり、以前のように、いや前以上に安定し、夜でも人に悪影響を及ぼすこともなくなった。




　九月の夜はやけに静かで、どこかで鳴く虫のか細い声が聞こえている。

　ベランダに続く窓が小さい音を立てた。

　トクン、どころではない。ドガシャーン！　と心臓がシンバルを力いっぱい叩たたいた。

　ガラスの向こうで、柊夜が立ってこちらを見つめていた。

　夜の中に佇たたずむ柊夜に見み惚ほれてしまう。

　着物姿があまりにも艶つやめき、切れ長の瞳が柔らかで、どうしても目を逸そらせない。

　ガラス越しに「──胡桃」と、柊夜の薄い唇が名前を紡つむいだ。

　それは術の始まり。

　甘く蕩とろける、柊夜だけが使うことのできる術に、胡桃はかかってしまう。

　カチンと鍵かぎを外す音がやけに大きく耳の中で反響する。窓を開けようとした胡桃より、先に柊夜が窓を開け放った。

「……しゅう、や」

　泣きそうになるのはどうしてだろう。嬉しいのに、胸がいっぱいで言葉も出ない。身動きを奪う術でもかけられているように、胡桃の足はその場に凍こおり付いている。

　動けない胡桃を瞳に捉とらえた柊夜は、フッと笑みをこぼす。しょうがないな、とでも言っているような笑みを浮かべ、すぐに柊夜は両手を開いた。

「おいで」

　囁ささやくように甘くこぼす。

　微かすかな風が吹いて柊夜の羽は織おりの裾すそを揺らし、焚たきしめたお香の匂においが立ちのぼる。

　──その瞬間。

　胡桃は柊夜の胸の中に飛び込んでいた。

　柊夜も腕を回すと胡桃を包み込み、髪に頰ほおを寄せる。

「逢あいたかった。迎えに来たよ」

　低い柊夜の声にうん、と幾いく度どか胡桃は頷うなずき、そっと顔を起こす。

「……あたしも、早く迎えに来て欲しかった。すぐに連れてってくれる？」

　躊躇ためらいがちに告げた途と端たん、さらうように抱きしめられた。

　少し冷えた柊夜の唇が耳に触れ、くすぐったくて胡桃は肩をすくめる。

「胡桃……」

　耳元で吐と息いきと共に名前を呼ばれ、体中が熱を帯びた。

　とろりと蕩けて自分を見失いそうになる。こんなに甘く呼ばれる名前に嫉しつ妬としてしまいそうだ。

　胸が張り裂さけそうなほどドキドキしている。

　心臓は生しよう涯がいに拍動する回数が決まっているらしい。

　それならば、柊夜のことを考え、柊夜を想うだけで心拍数が急上昇する自分は、もしや長生きできないのではと思ってしまう。

　誰もがこんなにドキドキしながら恋愛をしているのだろうか。

　初めての恋は、一から十までわからないことだらけだ。

　柊夜が『黒くろ錦にしき』を呼ぶと、すぐに大きな鯉こいが夜空をひと跳ねしてから二人の前に降りてくる。

　背中へどうぞとばかりにじっとしている『黒錦』の背に柊夜と一緒に乗り、手を回して彼の腰につかまると、鯉はすぐに高く浮遊して黒くろ椿つばき屋やへと向かう。

　肌を打つ涼すずしい風は、夏の終わりを告げ、秋へと衣ころも替がえをしていた。




　黒椿屋は、激動の時間を過ごしても何も変わらずしっとりと佇む。

　店の裏庭に立派な椿の木が一本、季節でもないのに花を咲かせている。

　赤でも白でもなく、真っ黒な花は、中心だけが赤く色付き、その姿は官かん能のう的てきだ。

「これが庵あん主しゆ様の力を封じ込めた……具体的には血のほとんどを与えた椿だ。この椿に蓄えられた巨大な妖力を、解放したり悪用されたりしないようにするのも、庵主の大切な仕事なんだ」

　胡桃と柊夜は並んで黒椿の木を見つめる。ここに銀ぎん太たを弔とむらうつもりだ。

　この世では会えなくなっても、ずっと一緒に過ごせるようにお墓を作りたかった。

「下へ手たくそやけどぬいぐるみのクマ、作ってきた」

　この数日間、胡桃はせっせとぬいぐるみを作っていた。

　裁さい縫ほうは得意じゃないうえに、初めて作ったぬいぐるみは、あちらこちらがいびつで、色や素材は似ていても、銀太のあの愛らしさにはほど遠い。

　なんとなくクマかな？　という程度の仕上がりだ。

　苦労の跡あとの見えるクマのぬいぐるみを柊夜に手渡す。

　見た目は不細工だけど、柊夜は大切そうにぬいぐるみを受け取ってくれた。

「あたし、縫ぬいながら泣いてしもた。このクマが動かんことも、しゃべってくれへんことも全部悲しくて。おい、胡桃って、手を上げてくれたらって、この下手なぬいぐるみに何度も願ってしまった。銀太、大好きやったのに……」

「俺も大好きだった。だからこのぬいぐるみも愛しいよ……さあ、お別れをしようか」

　手のひらサイズのクマが入る大きさの穴は、悲しいほど小さい。

　すぐに掘り終わり、ぬいぐるみをハンカチに包んでそっと横たわらせたら、急に寂さびしさが胸を占めて、泣かないと決めていたのに、堪こらえきれずに目め尻じりから涙がこぼれた。

　二人でひとすくいずつ土をかぶせる。

　その作業はあっという間に終わってしまい、そのことがまた悲しかった。

　黒椿の木の下に石を積み、用意していた薄い木の板に、名前を書こうとして迷う。

「銀太、燎りよう嵐らん山ざんでは瑚こ乃の白しろって呼ばれてたけど……」

　柊夜と目が合えば、それだけで通じ合う。二人同時に言った。

「やっぱり銀太だよね」

　二人にとっては、『銀太』以外の名前はありえない。

　柊夜が丁てい寧ねいな字で銀太の名を書き終え、盛り上がった土に板を立てると、簡単なお墓が出来上がる。

　ここに銀太はいない。

　けれどいつだって会えるような気がするから、胡桃は手を合わせながら心の中で話しかける。

（銀太、これからはずっと一緒におるからな。一緒に暮らして行こうな）

　柊夜と並んで神しん妙みように手を合わせる。

　どんな音も聞こえない不思議な裏庭。

　たくさんの花が季節を無視して咲き、色彩は溢あふれているのにとても静かで厳おごそかだ。

　明るい銀太に似つかわしい場所だと思う。

「銀太、どうか安らかに」

　そっと呟つぶやけば、隣で黙もく禱とうをしている柊夜も「お休み」と優しい声音で言った。

　静せい寂じやくが支配する裏庭に、突とつ如じよ大声が乱入してきた。

「待てぇぇぇ！　おいら死んでね────え！！！！」

　ビュウと跳ね上がるや、胡桃と柊夜の前に割り込み、人の姿をした銀太がパカリと口を開いて牙きばを見せた。

「勝手に葬ってんじゃねえよ！　死んでねえし！」

　状況が吞のみ込めず、胡桃はぱちくりと何度か瞬まばたきをしてから、おもむろに叫んだ。

「ぎ、ぎゃあああ!!　出たあ！」

「出てねえ！　いや、出てるけど、違う、出てねえ！」

　混乱からパニックになる胡桃と、胡桃のパニックにつられる銀太は、互いにあわあわと慌あわてまくり、胡桃は柊夜にしがみつく。

「……待て、状況がわからない。銀太、どういうことだ」

　驚いたもののすぐに平静を取り戻した柊夜が低い声で説明を求めると、銀太も我に返ったようで、「お、おう」と一つ呼吸を整えた。

「谷に落とされた時においら、狐きつねの針で何とかミカと自分の落下を止めたんだけどよ、あいつに負わされた傷が案外深くて妖力がめちゃくちゃ弱まったから、燎嵐山で回復させてたんだよ」

「おまえ……どうして報しらせてこなかったんだ」

　柊夜の渋じゆう面めんに銀太は唇を尖とがらせる。

「おいらは報せたんだぞ！　ちゃんと庵主様に報せてたのに、戻ってきたら『今、おぬしの墓を作っておるぞ』って言われてよう、ビックリしたぞ！」

「…………庵主……様」

　はめられた、と呟いた柊夜の嘆なげきは、胡桃の叫びにかき消される。

「うぎゃぁぁぁ！」

「なんで驚く！」

「だって嬉しくて!!」

　うわーん、と年とし甲が斐いもなく子供のように胡桃は声を上げて泣いてしまった。

「ガキかよ！　アホだな胡桃は」

　銀太らしいその言葉が嬉しくて、一層涙が止まらない。

　ニッと笑った銀太は、両手を伸ばすと泣きじゃくる胡桃を抱き寄せた。

「うわああ、嬉しすぎて涙が止まらへん」

　キュッと絶妙な力加減で胡桃を抱きしめる銀太が何度も何度も頷く。

「おいらのために泣いてる胡桃が愛しくて、おいらも泣きそうだ。これが人が持つ、誰かを愛しいと思う気持ちなんだな。嬉しいな、胡桃」

　二人の側に足を進めた柊夜は、両手を大きく広げて二人を大切そうに抱きしめた。

「柊夜」

　銀太の声が揺れた。

　胡桃からは表情は見えないけれど、きっと銀太の眉まゆは下がっていることだろう。

「おかえり、銀太。心配かけたな」

「柊夜……おまえ、もうどこにも行かねえか？」

「ああ、行かない」

「じゃあおいらのこと、要いらないって思わないか？」

「思わない」

「本当に本当か？」

「ああ。……銀太、おまえが大切だ。これからもずっとここで暮らそう」

　柊夜の言葉は甘く柔らかくて、とても温かかった。

　柊夜が腕を解くと銀太も胡桃から離れる。

「庵主様が銀太のことを黙っていたのは、俺の覚悟を固めさせるためだろう。あやかしのせいで銀太を失い、それでもあやかしを大事に思えるのか、それを俺に試したのだと思う」

　ユズリハの与えた試練に対して、柊夜の答えは疾とうに出ているのであろう。

　瞳の色が違って見えるほど、柊夜の意志がくっきりとその目の中に表れていた。

「あやかしと人とは共存できるんだ。俺を大事にして信頼してくれるあやかしがいる。だから俺はこの店を守り続けて、人とあやかしの共存の道を探していく。人が闇やみを忘れ存在を失っていく一方のあやかしを守りたい」

　きっとそれがこの黒椿屋の意義なのだろうと胡桃も思う。

（ユズリハさんが人間を愛した時から、人とあやかしの互いに反目しあわない世界を望んでいたんやろうな）

　自ら力を捨てたあやかしの王は、穏やかな世界を望んだのだろう。

「──柊夜よ、弔いは終わったかえ？」

　気がつけば裏庭に面する縁えん側がわにユズリハがクスクスと笑いながらしどけなく座っていた。

　今夜は深く鮮やかな青の着物の中に黒い牡ぼ丹たんが散らされている。超絶技巧の髪に無数の簪かんざしが揺れ、その妖よう艶えんな姿は胡桃でも見惚れてしまう。

　膝ひざ元もとには生まれたての子猫が眠る。真っ黒な毛の子猫の首輪は赤いリボン。心地良さげにすやすやと眠っていた。

「庵主様、弔いは終わりました」

「何を弔うたのじゃ？」

「俺の孤独と、あなたの心配を」

　ニコリと柊夜は自信の籠こもった笑みを浮かべると、ユズリハも薄く口端を引き上げた。

「それは重ちよう畳じよう」

　ならば、と今度は銀太へ問う。

「銀太よ、今のおぬしならば神しん使しとしてどこかの社やしろに仕えることもできように、まだここにいることを望むのかえ？」

「あったりまえだ。柊夜と胡桃の側以外なんか行きたくねえよ」

「ほう……。銀太よ、覚悟しや。人を愛することは、あやかしにとっては業ごう苦くを背負うこと。人の生は短い。相手を失ってからの永い時間は虚きよ無むと喪失の時間。想いが強ければ強いほど、その喪失は大きい。そなたは百年、時には千年の孤独を耐たえうるのか？　ムリならば今のうちに離れるがよい」

　千年の孤独──ユズリハがずっと抱いてきて、これからも抱き続ける錘おもりなのだろう。

　それを銀太に背負う覚悟があるのかと突きつける。

「おいらは怖くないぜ？　だって胡桃が教えてくれたんだ。同じ長さの時間は過ごせなくても、同じ時間は過ごせるって。だから今をいっぱい一緒に過ごすんだ。百年でも千年でも、ずっと覚えて好きでいられるようにな！」

　元気いっぱいに笑う銀太にユズリハは珍しく「ほほほ」と声を立てて笑った。

「銀太はほんに無む邪じや気きよのう。それでよい。銀太よ、精いっぱい人を愛せよ」

「応」の返事を聞き届けてから、ゆるりと折れそうに細い手を持ち上げて胡桃を指し示し、ユズリハは問いかける。

「胡桃はどうなのかえ？　おぬしの覚悟はどうなのじゃ？」

　初めてこの店で問いかけをされた時を思い出す。

　柊夜たちを怖くないか、厭いとわないのかと問われたこと。

　返事を間違えれば、もうここに来られなくなるのではと恐れた問い。

　その時と同じような緊張を覚えて胡桃は姿勢を正す。

　心を落ち着かせながら慎重に選んで言葉を紡いだ。大切な言葉を。

「あたしは柊夜や銀太の側で生きていきたい。初めてここで会った時からこうなると知っていた気がする。この縁えにしはずっと続くって確信してた」

「ここには銀太やリンたち以外にも様々なあやかしや曰いわくのある人間も来るのに、怖くはないのかえ？　独りの家から逃げるためにここを選ぶのであれば後悔する時がくるぞえ？」

　最初はそうだった。

　独りで寂しい部屋から連れ出してくれる柊夜の言葉に心を躍おどらせた。

　でも今は違うと、はっきりと言える。

　独りの部屋にいても以前のような孤独はもう感じない。

　自分には家族がいるから。

　それに素すのままを受け入れてくれる友達もいるから、何も寂しくない。

　胸の中に広がるのは、黒椿屋の店内を照らすランプのオレンジの灯あかりと焚きしめられているお香の匂い。

　好きだから、ここを選びたい。

　迷いなど欠片かけらもない心でユズリハに告げた。

「あたしは柊夜が好き、銀太が好き。この店が好き、ここにいるみんなが好き。もしも後悔することが起きたとしても、全部受け入れる。自分が選んだ結果やから、苦しさも痛みも受け入れていこうと思っています」

　目を細めて吟ぎん味みするように胡桃を見つめるユズリハの、人が持ち得ない艶あでやかで独特の光彩に囚とらわれる。

　やがて瞼まぶたをゆるりと伏せて静かに告げた。

「──良き時間を、柊夜らと共に歩むがよい。わらわの愛しき子供らを、たくさん愛してやって欲しい」

　ユズリハは優しい笑みを見せた。初めて見る微笑ほほえみだった。

　はい、と答えながら胡桃はほろほろと涙をこぼした。

　ユズリハの深い愛情に心を打たれ、感情が涙となってこぼれ落ちていく。

「な、なんで泣くんだよ？　どっか痛いのか？　怖いのか？」

　銀太が胡桃の涙にうろたえ、慰なぐさめようとしてなのか、そっと肩を包むように抱き寄せる。と、すぐに柊夜が銀太の手を押さえた。

「銀太、その手を放せ」

「なんだよう。柊夜のケチ！」

　むくれる銀太に柊夜は唇を引き上げて笑みを作ったが、そこには余裕が含まれている。

「それは俺の役目だ。俺は『彼氏』なんだからな」

「はあ？　それ、なんだよ。前に言ってた『付き合う』ってやつか？　それならおいらも胡桃と『付き合う』ぞ！」

「残念だが銀太、一人しか付き合うことはできない」

「なんだと!?　先着一名様ってやつだな。じゃあ、明日はおいらが『付き合う』を予約しておくからな！」

　無邪気に笑った銀太に、柊夜は軽い口調で告げた。

「明日の予約などできない」

　柊夜が銀太の手を押さえたままで小さくベッと舌を出し、すぐに言葉を継いだ。

「この先ずっと『付き合う』のは俺だけだ。それ以外はない。だから予約は一生できない」

「んな……！」

　胡桃は息を詰まらせてしまった。

　体中の血の全てが瞬間沸ふつ騰とうする。

（なんてことを言うんやぁぁぁぁ!!　アカン、危険や、この人危険過ぎや!!）

　こんなことを平気でのたまう危険人物の側にいれば、近いうちに心臓発作、心臓破は裂れつ、脳内出血、鼻血噴出のどれかで死亡してしまう。

（死亡フラグ立ってる！　これは確実な本気の死亡フラグや!!）

　ついさっき覚悟を決めたなんて啖たん呵かを切ったけれど、これは裸足はだしで逃げ出したいほど恥ずかしい。心臓が胸をドンドンと激しくノックしてきて、息苦しくなる。

「えええ、じゃあ、いつおいらの番が回ってくるんだよう」

　拗すねてしまった銀太に、柊夜は僅わずかに首を傾かしげると一つ頷く。

「そうだな、銀太がうんといいことをしたり、仕事で頑張ったら、その時はちょっとだけ触れるのを認めてやろう」

「おお、ご褒ほう美びってやつだな！　わかった！　おいら頑張るぞ。庵主様になんか仕事ねえのか聞いてこよう！」

　縁側を見み遣やれば、いつの間にかユズリハの姿は消えている。

　さっきまで熟うれきった豪華な華のように座っていたはずなのに、なんの気配もないまま彼女の姿は消えていた。

　不思議ではあるけれど、そういうものなんだと胡桃は自然と受け入れる。

　銀太はウキウキとしながら、裏庭を出て店へ続く柴し折おり戸どを開けて行ってしまった。

　柊夜と並んでその背中を見送った胡桃は、まだ鼓動も思考も乱れたままで、何を話していいかわからずに、顔を向けることができずにいた。

「五條さ……胡桃は、案外泣き虫だよね」

　呼び方を言い直した柊夜がこちらを見下ろしている気配がする。

　この夏の間に少し背が伸びたようで、初めて言葉を交わした時よりもいくらか高い位置から声が降ってくる。

　下の名前で呼ばれるだけでまた胸が痛いほどドキリとしてしまう。

「そんなことない」

　俯うつむいたまま小さな声で否定する。

　小さい時からあまり人前では泣かない子供だった。

　中学校で揉もめて以来、クラス中のみんなに無視された時も、香苗とうまくいかない時も、絶対に泣いたりしないと心に決めていた。

　いつでも、泣くことより怒りの炎を燃やしてきた。

　責任転嫁をして相手を悪者にしてみたりもした。

　そう、柊夜に対しても逆さか恨うらみをしたり……。

（我ながら非道やな）

　けれど思い返せば、柊夜の前では泣いてばかりいた。

　最初は望の愛あを助けに行きたいのに、冷たくあしらわれ、憤いきどおりともどかしさに思わず涙が浮かび、それからも何度も泣いた覚えがある。

　ううん、と胡桃は横に首を振って、それから柊夜を見つめた。

「そうかも。あたし、柊夜の前では泣いてばっかりかも。きっと柊夜といると素直になってしまうのかもしれへん」

「そっ……」

　言葉を詰まらせた柊夜の耳が赤く染まったが、胡桃は気付かない。

「これからも、きっと柊夜の前だけでは泣いてしまうことがあると思う。その時は慰めてくれる？」

　上うわ目め遣づかいに見上げると、柊夜はウッと息を止め、目の周囲も赤く染めて呻うめきを上げた。

「なにそれ……ひどい」

「ひ、ひどい？」

　またもや何か気に障さわることを言ってしまったのだろうか。

　胸の前で握り合わせる手の中にイヤな汗が滲にじむ。

（こ、ここはあざとく天使のお願いポーズでいくか？　でも柊夜には効き目ないし、微笑んだりするとなんかいっつも地雷踏んでしまうし……どないしたらええんや!?）

　じわじわと背中にも汗が浮き、逃げ出したくなるが、退路は柊夜によって断たれている。

　チラチラと打開策を探してあちこちを探る目が泳いでいる胡桃に、柊夜は大おお仰ぎような溜ため息いきをこぼす。

「本当にずるい。そんなふうに頼まれたら、相手がどう思うかってわからないの？」

（ご、ごめんなさい……わかりません）

　迂う闊かつに返事をするともっと墓ぼ穴けつを掘りそうで、胡桃は心の中だけで返事をする。

　もう一度、はああ、と大きく息を吐はき出した柊夜に、ビクリとしてしまう。

「もう……どうしようもない。我慢できない。本当にタチが悪いよ。なに、この人。俺を翻ほん弄ろうしてばっかりで……」

　カチンコチンに固まっている胡桃へと柊夜は手を伸ばし、胡桃の手を引き寄せて、自分の手のひらと重ね合わせた。

「柊夜!?」

　驚く胡桃に構わず、柊夜は小指と小指を絡めさせた。

　指が絡まっているだけで、抱きしめられているようにドキドキする。

　胡桃の額に柊夜が額を寄せると、ぐっと距離が縮み、間近で見つめられて心臓がどんどん速くなっていく。

「これから、俺以外の誰にもそんなことを言わないって約束して」

　低い柊夜の声が耳を掠かすめる。秘密の話をするように潜めた声は甘い。

　絡めた胡桃の小指に柊夜はそっと口づけを落とした。

「俺も胡桃を悲しませないって、約束する」
















　まるで契約を交わすような厳かな雰囲気に何も言えず、潤んだ瞳で柊夜をただ見つめていた。

　一度瞬まばたきをした柊夜が眉根を寄せる。

「だから……そうやって俺を簡単に煽あおらないで……我慢できなくなるから……」

　蜜みつの味がしそうな柊夜の声に、胡桃の胸は壊れそうに高鳴る。

　もう一度胡桃の指先にキスをした柊夜は、大きな手で包むように手を握りしめた。

　胡桃の小さな手は、すっぽりと握り込まれてしまう。

　柊夜は胡桃を愛しげな瞳で見つめながら、柔らかな声で優しく告げた。




「改めて、新しい住人として、俺の最愛の人として迎えるよ。──ようこそ、黒椿屋へ」




　心に染み込んでいく柊夜の声が甘い。

　これからたくさんの思い出を、大好きな人と重ね合わせていくのが楽しみだ。

　いつか振り返った時、出会ったことも闘たたかったことも、家を飛び出してきたことも、全部幸せだったと言える時間を柊夜と重ねて行きたいと願う。

　そして柊夜の時間を幸せなものにしていきたいと強く願った。

　胡桃は掛け値無しに心からの笑みを浮かべて深々と頭を下げる。

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

　クスッと柊夜が笑う。

（ん？　笑われた？）

　訝いぶかしんで顔を起こすと、柊夜は口元を押さえて笑っていた。

　どうして笑うのかと首を傾げた胡桃に、笑んだまま言った。

「知ってる。ふつつか者ってこと、イヤって程知ってるから」

「なっ！」

　一応、謙けん遜そんしてんねんけど！　と文句を言いかけた胡桃を、柊夜は引き寄せて深く抱きしめた。

「全部知ってる。その胡桃の全てが好きだから……だから俺の側で生きていってくれる？」

　ボンッと胡桃の頭の頂上から遂にマグマが噴出した。

　そう感じた。

（この人、最強や……最強の天然タラシや！）

　頰どころか首筋まで真っ赤に染まる胡桃は、柊夜には一生かけても絶対に敵かなわないと、諦あきらめと嬉しさと愛いとしさに満たされて、顔を上げて柊夜の瞳を見つめ返す。

　危険なほど色気たっぷりの切れ長の瞳に酔よわされてしまいそうだ。その瞳が胡桃だけを見つめていることがどうしようもなく嬉しくて、柊夜の胸にそっと額を預けた。

「胡桃……どうしようもない程……好きだ。好きなんだ……」

　柊夜のこぼす低い声に含まれた、甘い甘い毒に心地良く痺しびれていく。それが幸せで、また泣きたくなってしまった。

　──柊夜と出会えて幸せです、と。

　胡桃は柊夜の胸で小さく呟いた。







　黒椿屋に賑にぎやかな声が満ち溢あふれ、少し雰囲気が変わったと客の間で噂うわさになるのは、まだほんの少し先のこと。

　新しい庵主に代替わりするのも、もう少しだけ先のこと。




　胡桃と柊夜が黒椿屋で作り出していくお話の時計は今、回り始めたばかりだ。
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　こんにちは、妙みよう見けんさゆりです。

「ようこそ黒くろ椿つばき屋やへ！」三巻をお届けすることができました！　嬉うれしいです。

　黒椿屋のお話はこれで完結となりました。

　でも！　胡桃くるみたちは、きっとまだまだ教室でも黒椿屋でもワイワイと大おお騒さわぎしながら楽しく過ごしていることと思います。

　小さいあやかしたちも、相も変わらず愛いとしの柊しゆう夜や様の周りをわらわらしていることでしょうし、朧おぼろは今日も格こう子し戸どの中で提ちよう灯ちんを持って立っているはずです。いつか「いらっしゃいまし」と言って迎えて欲しいな、と願ってみたりしています。

　二巻は柊夜の柊夜による「嫉しつ妬と祭りワッショイ！」でしたが、今回も相変わらず祭りでした。多分この先もずっと嫉妬祭りは続行するんでしょうね。胡桃、頑張れ！




　この作品は、「外そと面づら美少女」と、「普段は地味だけど着物を纏まとうと艶あでやかになる男子」が見たい！　と大変単純で不純な動機が発ほつ端たんでした（本気で不純だ）。

　まさかウダジョ先生のイラストで、美少女の胡桃と艶やかな柊夜を見ることができるようになるとは、まさに望ぼう外がいの幸せでした。素晴らしいイラストの数々、涙が出るほど嬉しく、ウダジョ先生には感謝しかありません。本当にありがとうございました。

　ここまでお世話になり通しの担当様。校正様始め、関わってくださった全ての方々に深く深く感謝いたします。

　そして何より読者の皆様。お一人ずつにお礼を言いたいほど感謝しています！

　ふつつかな主役二人ではありましたが、少しでも楽しんでくださったのなら幸いです。

　お手紙や感想も本当に嬉しかったです！　たくさん励はげまされました。

　皆様のおかげでとても幸せな時間をいただきました。感謝の思いばかりです。




　またいつかお目にかかれますことを願っています！　ありがとうございました。





妙見さゆり
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　着物を身につけた胡桃くるみが、黒くろ椿つばき屋やの中で宛あてがわれている自分の部屋から出ると、袴はかま姿すがたの柊しゆう夜やが待っていた。

　今夜の柊夜は、得も言われぬ色香と華はなが隠しようもなく、その艶あでやかさに酔よいそうで、ドキドキしつつ、差し出された柊夜の手にそっと手を重ねる。

　あやかしたちが胡桃を受け入れるための儀ぎ式しきだと聞かされている。いわゆる新しい住人のお披ひ露ろ目めのようなものだろうかと考えながら、柊夜に手を引かれて歩き出す。

　その日は胡桃が黒椿屋に来て十日目の夜だった。

　学校では少し、いや、かなりの変化があった。

　あやかし界から戻って以来、柊夜はなぜか昼間でも地味な姿にはならず、前髪を下ろして眼鏡めがねをかけていても、夜ほどではないが色気が垂れ流しになってしまっていた。

　ユズリハは、あやかしの刻印が人とあやかしの中間でうまくバランスを取れるようになり、昼と夜のブレがなくなったせいではないかと推すい測そくしていたが、真相は謎なぞのまま。

　そんなことになってしまったから、休み明けにはクラスはもちろん、学内でも一気に話題の中心に上り詰めた。

　咲さき畑はたと柊夜が並んで歩いていると、あちこちからシャッター音が鳴り響いたし、胡桃と一緒にいると、周囲からうっとりとした目で見られるようになった。

「こんな生活、もうヤダ」と、慣れない人目に引きこもり寸前になりかけた柊夜だったが、咲畑の強引なフォローもあり、なんとか注目される生活にも馴な染じんできたようだ。

　柊夜のあだ名の『根ね暗くらコーヒーゼリー』の称号は、『極上ワインゼリー』に格上げされた。

　近寄れば酔わされてしまう上質の色気、がコンセプトらしいが、正直ゼリーにこだわる意味が胡桃にはわからなかった。




　黒椿屋の長い廊ろう下かを柊夜と並んで歩く。

　室内なのに、なぜか朧おぼろが提ちよう灯ちんで先導し、大きな赤い傘を差しかけるあやかしも付き添う。

　やがてとある部屋の前に着くと、朧が可か愛わいらしい声で高らかと宣言した。

「結ゆい納のうの儀ぎ、始まりやす。柊夜様、胡桃様のご到着でやんす～」

　ガラリと障しよう子じ戸どを引き開けると、ずらりとお膳ぜんが並べられ、たくさんの見たこともないあやかしたちが座っていた。銀ぎん太たやリン、それに小猫姿のミカも並んで座っている。

（…………ん？　ゆい……んん？）

　しばらく朧の言葉を咀そ嚼しやくして反はん芻すうしてから、胡桃は盛大に叫んだ。

「ゆ、結納ぅぅぅ!?」

　お入りを、と勧すすめる朧の声などもう胡桃には聞こえていない。

「待って、柊夜。これ、どういうこと!?」

「だから、受け入れるための儀式だよ」

　さらりと何事もないように告げた柊夜が、すぐに声を潜ひそめて続けた。

「ずっと一緒に生きていくから、大切にするから……この人生の終わりの一瞬までずっと……ずっと俺のものになって、胡桃」

　ここでそんな言葉を告げるなんて、絶対に反則だ。

　胡桃は真っ赤になって口を噤つぐみ、それから大きく息を吐はき出した。

「ほんと……敵かなわへん」

　諦あきらめの声を出してから、柊夜に重ねている手にそっと力を込めた。

「末永く、よろしくお願いいたします」

　頰ほおを染めたままふわりと微笑ほほえむと、柊夜の目が嬉うれしそうに細められ、そして胡桃の手に優しい口づけを落とした。

　重なったのは未来への道。

　以前、柊夜は胡桃のことを光だと言ったけれど、胡桃にとってもそれは同じ。

　だから二人の重なった未来には、きっと光が溢あふれている。

「って、おまえらいい加減に始めろ！　腹減ったぞ！」

　怒る銀太の声が響いて、思わず二人同時に笑い出した。

「ほな、柊夜、行こか。レッツらゴーや！」

　胡桃が入口で言った途端に「だから言葉が古いわ！」と銀太が突っ込み、柊夜が笑い、リンが真ま似ねして「ふるい～」と言いながらきゃっきゃと笑う。黒猫のミカは呆あきれた鳴き声を一声上げ、朧は「さすがでやんす」と謎の合いの手を入れる。




　その日、黒椿屋では夜遅くまで騒ぎ声が続いていた。





おわり



















著者

妙見さゆり

Sayuri Myouken




１月29日生まれ。大阪育ちの三重在住。

外面天使×根暗男子のラブ模様もいよいよクライマックスとなりました。天然で不器用な二人をどうか最後まで見守ってください！　表紙の胡桃が可愛すぎて辛いレベルです。その眼鏡は反則技ですよね！

美麗イラストと共に最後までお楽しみくだされば幸いです。
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柊夜くんの鳥の形代（前巻登場）は折り鶴ですが、あれが足のはえた折り鶴の場合はどうなるのか…

とても気になります。
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～根ね暗くら男だん子しは最さい強きよう彼かれ氏しになりました～
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